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受身文と話者の視点

松名 隆

Passive Sentences and the Speaker's Viewpoint 

Takashi MATSUNA 

Abstract 

The aim of this pap巴ris to explor巴 thefundamental epistemological 

factor that dominates the acc巴ptability of passive sentences in terms 

of the speaker's viewpoint. In the first s巴ction 1 wi 11 summarize 

K uno' s concept of the speak巴r's empathy and some discours巴 principles

that relates to our discussion， and give an outline of the two remarks 

that pr巴sentsome examples which seem to demonstrate the deficiency of 

these principles. In the second， paying special attention to their 

functional approaches， 1 will examine these arguments r巴spectively，and 

indicate that their approach巴shave som巴 defectsbecause of their being 

static and non-structural. Then in the third， 1 will try my own 

analysis of some passive sentences by using th巴 conc巴pts of the real 

viewpoint and the ideal one. After that， 1 will conclude that the 

acceptability of passiv巴 sentencesdiscussed here is based upon whether 

a certain disagreement arises in the speaker' s viewpoint. 

はじめに

Kuno & Kaburaki (1977) (以下Kato(1979)に倣ってK&K(1977)とする)

及び久野(1978) では、話者の視点という観点から様々な英語及び日本語の

事象を分析し、それらの容認可能性を説明するいくつかの談話法規則を提案

しているが、その中でもとくに英語の受身に関する久野1)の諸提案に対して

は、いくつかの疑問点が指摘されている O そこで本稿においては、先ず久野



松名 隆

の上記の諸提案を取り上げ、つづいてこれらに対する批判的論考を紹介する O

しかるのちに、これらの各説に対する筆者の疑問点を示し、それに続けて主

に各論考が取り上げている例文についての筆者の分析を含めて拙論を展開し

ていきたい。

1. 久野の提案及びそれに対する批判

1-1 久里子の受身文と話者の視点に関する見解及びそれと関わるいく

っかの談話法規則

久野 (1978) は、受身文その他の言語事象を話者の視点の観点から分析す

るに際して、先ず「カメラ・アングル」という用語で、話し手が何処にカメ

ラを置いて文中の出来事を描写しているのかを問題とし、そのカメラ・アン

グルの変化を、一つの尺度から表わすために、「共感(Empathy)度」という概

念を導入している。

(1)共感度 文中の名詞句のx指示対象に対する話し手の自己同一視化を

共感 (Empathy) と呼び、その度合、即ち共感度をE(x)で表わす。共感

度は、値o(客観的描写)から値 1 (完全な同一視化)迄の連続体であ

る。(傍点は筆者)

こうして、 'xよりもy寄りのカメラ・アングル」は、 E(y) > E (x)、 'xと

yいずれからも等距離のカメラ・アングル」は、 E(x)=E (y)= 0、'xまた

はyと同化した場合のカメラ・アングル」は、 E(x) = 1またはE(y) = 1とい

うかたちで表現され、これらの 'E(x)と他の共感度との大小関係を指定す

る等式、不等式を話し手のX に対する『視点』と呼」んでいる。 3)

このような「共感度」、 「視点」という概念を導入することによって、久

野は、 「構文法的には文法的であるが、視点に関する様々な制約に違反して

いるために、(様々な度合いで)受け入れがたいJ (syntactically grammat-

ical， but are unacceptable(in varying degrees) due to violation of co-

straints on empathy foci叶言語事象に関して、多種多様な談話法規則を提

案することによって説明を試みているわけであるが、ここでは本稿で検討す
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受身文と話者の視点

する様々な受身文に関わる限りでのいくつかの談話法規則を先ず示しておく。

最初は、 「受身文のカメラ・アングル」である。

(2)受身文のカメラ・アングルは、新しい主語の指示対象寄りである。

この規則によれば、例えば次のような文

(3) Mary was hit by John. 

の場合、上記の表記法を用いれば、 Mary> John という共感度関係が成立

し、すなわち話者は、 Mary寄りの視点をとっているということになる O こ

の「受身文のカメラ・アングル」を、この規則も含めてさらにより適用範囲

の広い規則として公式化したものが「表層構造の視点、ハイアラーキー」

(Surface Structure Empathy Hierarchy) である。

(4) ・般的に言って、話し手は、主語寄りの視点を取ることが・番容易であ

る。目的語寄りの視点をとることは、主語寄りの視点を取るのより困難

である O 受身文の旧主語(対応する能動文の主語)寄りの視点を取るの

は、最も困難で、ある O

E(主語)> E (目的語)> E (受身文の旧主語)

この原則と受身文の機能というものを関わらせて、 K&K(1977)は次のように

述べている。

..one of the functions of Passivization is to elevate the referent 

of the object to the most prominent position in the Surface 

Structure Empathy Hierarchy， and to defocalize the referent 

of the subject to the position that cannot receive the speaker's 

empathy. 51 

受身文と直接関わる、久野の提案する原則は以上のものであるが、次にこ

の!京則との関連で本稿で取り上げる談話法規則のいくつかを示しておく。

(5)立す干ホ詞の十見点ハイアラーキー

対称詞x(例えばJohn)と、 X に依存する対称、詞f(x) (例えばJohn'swife) 

がある場合、話し手の xとf(x)に対する共感度に、次の関係が成り立つ O

E (x) > E (f (x)) 

3 
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(6)発話当事者の視点、ハイアラーキー

話し方は、常に自分の視点をとらなければならず、自分より他人寄りの

視点をとることができない。

1 =E (一人称)> E (二、三人称)

(7) Humanness H ierarchy 

Human > Amimal Nonhuman > Thing 

そして、これらの諸原則と上記の「受身文のカメラ・アングル」とがともに

関わる受身文の容認可能性を説明するものとして提案されているのが、 「視

点、の一貫性」という原則である。

(8)単」の文は、共感度関係に論現的矛盾を含んではいけない。

この原則は、 上記の諸原則がともに話者のある特定の視点を規定するもので

あるのに対して、その規定された視点と視点との関係をさらに規定するとい

う特殊な性格をもっている。例えば次のような文の容認可能性が低いことは、

この原則によって説明できるとする。

(9)?? Then John's wife was hit by him. 

すなわち、 「対称詞の視点ハイアラーキー」によれば、 John's wife という

表現は、ジョン寄りの視点を話し手がとっていることを示し、 ヴJr受身文

のカメラ・アングル」によれば、この文全f本がジョンよりもむしろジョンの

妻寄りの視点をとっているということになって、この文が「共感度関係に論

理的矛盾を合」むことになり、これがこの文の容認可能性の低さを説明する

ものとされるのである O このように、この「視点の一貫性」の原則は、視点、

に関わる様々な受身文の容認可能性を説明するものとして、久野の提案全体

の中でも重要な位置を占めている。

ところで久野は、この「視点のお貫性」の原則に違反する文のすべてがす

べて容認しがたくなるのではないという事実を取り上げて、これを次のよう

な「談話法規則違反のペナルティー」によって説明している O

(10)談話法規則の「意図的」な違反に対しでは、そのペナルティーとして、

文の不適格性が生じるが、 「非意図的」な違反に対しては、ペナルティ

- 4ー



受身文と話者の視点

ーがない。

これは、例えば次のような文が容認可能で、あることを説明するものとされて

いる。

(11) Someone hit me. 

この文は、 「表層構造の視点ハイアラーキー」によれば、主語>目的語とい

うことで、Someone寄りの視点をとっているということになるが、これは「発

話当事者の視点ハイアラーキー」と矛盾し、 「視点の 4 貫性」の原則から容

認しがたくなるはずである。ところが久野は、この文のhitという動詞が、

「行為主体を主語の位置に、行為対象を目的語の位置に置く動詞で、」あり、そ

のために「自動的に」上のような文が生じたのであって、上記のような違反

は「非意図的」なものであり、それゆえこの文は容認しがたくなってはいな

いのだと説明する O

以上、久野の視点に関する基本的見解及びそれを軸としたいくつかの談話

法規則を、本稿での受身文の考察に関わるかぎりでまとめたが、次にこれら

の久野の提案に対する批判的見解を一二つ取り上げ、その後に久野の見解も含

めて問題点を検討していくこととする。

1-2 久野の提案に対するKato (1979) の批判的見解

Katoは、久野のように、視点の観点からのみ受身文の機能を取り上げ、それ

によって様々な受身文の容認可能性を説明しようとすることに対して、具体

的な文例をあげてその問題点を指摘している O すなわち、次のような文、

(12)?? Mary was criticized by me. 

この場合、久野によれば、 「表層構造の視点ハイアラーキー」の要求する視

点(すなわちMary寄りの視点)と「発話当事者の視点ハイアラーキー」の要

求する視点(すなわち話し手寄りの視点)が矛盾しており、それによってこ

の文の容認しがたさが説明できるとしている 6)そこで久野は、 「話し手が行

動主である受身文は、多くの言語で不自然で、何か特別な文脈が無いと用い

られないJ7)とし、 「ただ、特殊な書きことばスタイルでは、書き手が、自分

のことを、恰かも第三者であるかの如く記述することが許されるJ8)と述べて

- 5 -
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いる。これに対して Kato (1979) は、 112)の文は、 「もしも適切な文脈の中に

入れられれば、容認可能となるはずである」と述べ、話し手が行動主となっ

ている受身文を 9例示して、久野の上記の見解に対する反例としている。そ

してこのような反例を示した後に、視点の観点からのみ受身文の機能を把え

る久野の見解に対して、 Jespersen(1933) が述べている受身文の別の機能、

すなわちそれが I~ .つの文ともうゐつの別の文のつながりを容易にすること

もある J9)という点に着目して、受動化は、談話の中での主題一陳述 (Topic-

Comment) 関係を変えないでそのままにしておいて、次にくる情報の処理を

しやすくする機能をもっているJ10)と述べ、さらに別の文例を上げている O

このように Kato (1979) は、話し手が行動主となっている受身支が、久野

の主張するように、 「何か特日IJな文脈」や「特殊な書きことばスタイル」に

おいてしか用いられていないとする見解に対して実例を上げて反論し、 「主

題 A 陳述関係」という観点からも受身文の容認可能性を説明できるとしてい

るので、ある。

1-3 久野の提案に対するFal¥王(1980) の批判的見解

Falk (1980) は、久里子の提案しているいくつかの談話法規則のうち、文中

の指ポ対象に関わる三つの規則、すなわち「発話当事者の視点ノ、イアラーキ

ー」、 「立J称、吉司の干見点ハイアラーキー」、及び、HumannessEmpthy Hierarch 

が関わる受身文を、主にそれらに対応する能動文との関係で把え、それらの

受身文、能動文の容認可能性を、久野のように「談話法規則違反のベナルテ

ィー」によって説明する場合の問題点について指摘している。

先ず、話者が主語となっている受身文とそれに対応する能動文とを比較し

て、受身文の方が容認可能性が低いとして、次のような例を上げている。

(3)a. (?) 1 was criticized by the mayor. 

b. The mayor criticized me . 

すなわち、 1131bが「表層構造の視点ハイアラーキー」と「発話当事者の視点

ハイアラーキー」の矛盾により容認しがたいはずであるにもかかわらず、そ

うならないのは、 「談話法規則違反のペナルティー」によって説明できると

6 
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しでもう一方向131aは、 「発話当事者の視点ハイアラーキー」を含めたどの

談話法規則にも違反していないにもかかわらず、能動文よりも容認可能性が

低いという事実を、久野の談話法規則では説明できないとしている。そこで

彼は、このような事実を説明するために、次のように述べている。すなわち、

「おそらく、自分寄りの視点というのは絶対的なもので、他のものは自分と

の関係で記述されねばならないゆえに、このような(自分寄りの…引用者)

視点というのは前提とされており、したがって、この視点を明らかにするた

めに、有標の文構造(すなわち受身文…引用者)を利用する必要はなしミJ11) 

ということである O

次にFalk (1980) は、 「対称詞の視点ハイアラーキー」に関する受身文と

それに対応する能動文との容認可能性を次のような例文を上げて比較してい

る。

(141 a. John was punish巴d by his father. 

b. John's father punished him 

(151 a. The boy was punished by his father. 

b. ? The boy' s father punished him. 

ここで、Fall王は、 (141の場合はa，bともに容認可能で、あるが、 aの方は、 byhis 

fatherが焦点として解釈される傾向があり、 A 方1151の場合は、 aのbyhis 

fαtherは焦点としては解釈されず、その上bがaと較べて容認可能性が低いと

いう事実を上げている O これは、 Falk(土i直接言及していないが、久野の「談

話法規則違反のペナルティー」に対する ---jつの問題提起と考えられる。すな

わち、久野の提案によれば、 (141b、1151bともに「対称詞の視点ハイアラーキ

ー」と「表層構造の視点ハイアラーキー」の矛盾を生じているにもかかわら

ず、 (111の例と同様に、それが「非意凶的」違反であるゆえに、いずれも適格

となるはずである。ところがこのように、久野の「対称詞の視点ハイアラー

キー」の原則で述べているところの「対称詞 XJ が、 1141のように固有名詞(

または、 Falkが別の例として上げているように、代名詞)の場合と、 1151のよ

うに普通名詞の場合とでは、容認可能性に差異があり、これは久野の原則で

- 7 -
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は説明できないということである。そこで、Falkは、この点について次のよう

に説明している。すなわち「固有名詞や代名詞は、一般的に視点/主題がど

こにあるのかを示す機能をもっており、それゆえ統語的に有標の受身文を利

用する必要が、焦点的意味を示す場合を除いてはないのに対して、他の名詞

句の場合には、そのような機能をもっていないJ12)ということである O

次に、(7)のHumannessEmpathy Hierarchyと受身文に関わるFalk(1980) 

の見解を見てみよう。先ず、彼は、この原則に対する「非意図的」違反である

にもかかわらず、容認可能性が低い(あるいは少なくとも、この原則に従っ

ている受身文よりも容認可能が低い)次のような例を上げている O

(16) a. John was hit by the yellow car. 

b. ?? The yeIIow car hit John. 

ここでU6)bは、久野の説に従えば、 「表層構造の視点ハイアラーキー」と

Humanness Empathy Hierardyの二つの原則による矛盾が生じているが、そ

れはこの場合「非意図的」違反であるがゆえに、(11)の場合と同様に容認可能

となるはずで、ある O ところが事実はこれに反しており、そこで、Falkは、(16)b 

の容認可能性が低い根拠を、次のような文が容認可能で、あることとの対比に

おいて説明している。

(1わ Thegetaway car hit a policeman who had been summoned to the 

scene. 

すなわち、この(17)の主語 thegetaway carは主題としての機能をもっている

がゆえに容認可能となっているが、 (16)bの主語 theyellow carの場合は、

そのような機能をもっているとは解釈されにくいということである。

次にFalkは、このHumannessEmpathy Hi巴rarchyに「意図的」に違反し

ているにもかかわらず、容認可能で、ある次のような受身文の例を上げている。

(18) The movie was directed by FeIIini. 

そして彼は、この文が容認可能で、あることを、次のような文の容認可能性が

低いこととの対比で説明している O

119) ? Many movies wer巴 clirectedby FeIlini. 

- 8 ー
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すなわち、(18)の主語 th巴 mOVle は主題の機能を有するものと解釈されるが、

(19)の場合はそのように解釈され難いということが、(18)と(19)の容認可能性の差

となって表われているということである O これを要するに、 Falkは、 Human-

ness Empathy Hierarchyの原則よりも、主語の主題としての機能が、文の

容認可能性の基準として優先するものであることを主張していると言えるで

あろう。

以上、久野の受身文(及びそれに対応する能動文)に関するいくつかの談

話法規則と、それらに対するこつの批判的見解を見てきたが、次節において

は、これを踏まえて、久野を含めたこれら三者の主張の問題点を検討してい

きたい。

2. 久野の提案及びそれに対する批判的見解の検討

2 -1 久野の談話法規則の問題点

久野の受身文とそれに関わるいくつかの談話法規則に対するKato(1979)と

Falk (1980)の批判で取り上げられた問題点については、前節でその概略を説

明した。そこで本節においては、それらの批判と関わらせつつもまた別の観

点、から、久野の提案の問題点を検討していきたい。

先ず一般的な問題点であるが、前節で取り上け、た久里子のいくつかの談話法

規則の成立の根拠について、それがただ単に当該受身文の容認可能性を説明

するためというだけではなく、より根本的な観点からの当該談話法規則成立

の根拠に関する議論がなされていないということである O そこで先ず、これ

らの諸原則の核心部分である久野の「視点」概念について検討してみよう。

前節第一項で取り上げたように、この「視点、」概念は、文中の名詞句の指

示対象に対する話者の自己同一視化の度合の大小を、構文(受身文やsvo
構文など)や語句(対称詞や一人称表現など)を手がかりとして把握したと

ころに成立する概念である。言いかえれば、この概念は、これらの構文や語

句の機能論的把握を土台として成立していると言える O 例えば、受身文の機

能的側面の把握から「受身文のカメラ・アングル」における視点の原則が成
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ヌしていると考えられる。すなわち、受身文というものが、話者の視点を規

定する機能を有しているというわけである O そして話者の視点、に関わるその

他の構文や語句についても、そのような機能をもつものとして把えられてい

るO そこで、このような視点の把え方について、次の二つの問題を指摘して

わきたいo

ZF24に、視点のこのような機能的把握においては、話者の視点とある特定

の構文、語句が現象的にしか対応させられていないために、その現象の背後

にある構造の検討まではなされず、その結果この機能的把握の基盤自体を弱

くしているということである O つまり、なぜそれらの構文、語句がある特定

定の視点を規定する機能を有するのかが、対象の構造に即して踏まえられて

いなければ、統)伯守に視点現象を説明できなくなるということである。

第二に、このような機能論的見方では、ある文にわいて、特定の構文、語

句に対応した複数の視点が、静的・平面的に並べられて把握され、そのこと

がさらに視点現象の統ム的把握を困難にしていると考えられる。ではさらに

この二つの問題点について具体的に検討してみよう O

先ず第一の問題点については、 「表層構造の視点ハイアラーキー」及びそ

の特殊なケースの原HlJとされている「受身文のカメラ・アングル」を取り上

げてみたし、この「表情構造の視点ハイアラーキー」の原則は、久野によれ

ば、 「支の構文法的構造から見て、視点の焦点の対象として、主語が優先す

るという仮説である。JJ:l)すなわち、文の構造自体が、主語の指示対象寄りの

視点を指定する機能をもっているということになる O さて、文の構造白体が

かかる機能をもっているとして、ではイ本いかなる理由でそう言えるのか。

久野の議論の中には、この点に関する説明は見出せない。このことは「受身

文のカメラ・アングル」の場合も同様で、ある。すなわち、文の静的・平面的

構造把握 (Svo構造、受身文構造)から、その構造のもつ視点的機能を説

明するのにとどまり、さらに構造に分け入ってその機能の根拠を把えようと

するところまでは進んでいないということである。さらに久野は、この「表

層構造の視点ハイアラーキー」の原則にあてはまらないものがあることを認
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めているが、 14) このことが意味するところは重大で、ある。なぜならば、この

原則にあてはまる場合もあれば、 (たとえ少数であっても)あてはまらない

場合もあるということは、文の構造自体が話者の視点を規定する機能をもっ

ているのではないことを意味するからである。したがって、久野は、多くの

動詞が「主語寄りの視点を要求するとして、一体どうしてこのような制約が

存在するのかJ15)その根拠を説明しようとして、 「表層構造の視点ハイアラー

キー」の原則を提案しているが、以上のことから、この原則がその根拠たり

得ないことは明らかであろう。すなわち久野の議論に、ある動詞が「主語寄

りの視点、を要求する」という機能的把握にとどまっており、その根拠までは

把握していないと言えるであろう。例えば次の文を見てみよう。

(20) Then Mary's husband hit her. 

これに関して久野は、主語の位置にある Mary'shusbαばという表現からし

て、話者がMary寄りの視点をとっているにもかかわらず、 herの指示対象

であるMaryが目的語の位置にきていることから、これは「表層構造の視点

ハイアラーキー」の原則に違反している(ただし「非意図的」であるが)と

している。 16)したがって、これまで述べてきたことからして、 この違反は、

動詞hitが主語寄りの視点を指定することから生じたものだということにな

るO だが、はたして動詞hitがそのような機能をもっているであろうか。言

いかえれば、この文の構造全体からして、話者がMaryよりもむしろ Mary

の夫寄りの視点をとっていると、何を拠りどころとして主張できるであろう O

久野はこの点に関して説明してはいないのである O 要するにこの原則自体、

説得力を欠いていると考えざるを得ないのである。

ところで、この原則の特殊なケースとされている「受身文のカメラ・アン

グ、ル」の場合はどうであろうか。特殊で、あるというのは、その原則の適用範

囲が限定されているということであるが、しかしこの場合においても、なぜ

受身文が、その主語の指示対象寄りの視点を指定する機能をもつのかが、さ

らに受身文の構造に分け入って説明されているわけではない。つまり、受身

文の構造一般をその視点、的機能と対応させるだけで、さらにその構造を動的、
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立体的に把握してはおらず、そのことが前節で示したKato(1979)やFall王(19

80)の批判を招いていると考えられるのである。

以上のことと関連して、このような機能論的規則の定式化に関わる問題に

ついて言えば、これらの談話法規則の適用条件が明らかにされていないとい

うことである。すなわちこれらの規則が限定性のきわめて弱い普遍的なもの

として提出されているために、前節で見てきたように、久野が提案している

唯一の適用条件的規則である「談話法規則違反のペナルティー」をもってし

ても説明できない様々な例があるということで、さらに新たな適用条件を設

定する必要があるように思われる。しかしこれは、受身文に関わる視点的現

象の統命的把握という方向とは逆であることは、ここで確認しでわかねばな

るまい。

以上、久野の受身丈と話者の視点に関わる提案の問題点を理論的な側面を

中心に検討してきたが、次[こKato(1979)、Falk(1980)の見解についても同様

にfo食言すしてみたい。

2-2 Kato(1979)、Falk(l980)の主張の問題点

Katoは、前節で取り kげた1121の文の存認可能性が低い理由について、それ

は「適切な文脈を欠いているからであって、受動化されているからではないJ17) 

と述べ、 「主題一陳述関係」の保持という観点から、話者が受身文の行為者

となっている場合の容認可能性を説明しようとしたことはすでに見た通り

である。しかし、 Katoが上げている次の例は、この観点から説明することは

できないはずである。

(211" If you would be guided by me -" he sai d， hesitating. 

(Agatha Christie， The Man in the Broωπ Suit) 

なぜなら、受身文の主語である youは従属節の中にあり、この文全体の主題

であるには必ずしも言えないからである。このように「主題 陳述関係」の

保持という受身文の機能から、当該受身文の容認可能性をすべて説明できる

わけで、はないということで、ある。

次に Falk(1980)の主張を検討してみよう。先ず、話者が主語となっている

- 12 -
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受身文が、それに対応する能動文と比較して容認可能性が低いという指摘で

あるが、これに対する前節での Falkの説明は、 Bolinger(1977) が示してい

る次のような受身文の容認可能性を考慮外においていると思われる O

(22) a. The stranger approached me. 

b. 1 was approached by the stranger. 

この例に対して Bolingerは、「わたしには、このいずれの言い方もできる O

わたしは、その見知らぬ人が近づいてくれば、自分にどのような影響を与えそ

うか、もしかしたら彼は乞食かもしれないと考えているからである」と述べて

いる。18)また彼は、話者を主語とする受身文がどんな場合も容認可能で、あると

は主張しではj己らず、次のような場合には、 ，-.つのものの位置関係を語っ

ているにすぎない」川ので、存認しがたいと述べている。

ロ3)* 1 was approached by the train. 

要するに、 Falkの主張する、受身文と一人称表現のもつ視点的機能の重複と

いう観点からは、 (23)が容認しがたいことを説明することはできても、これを

(22) bが容認可能であることとの区別と連関にむいて統一的に把握することは

できないということである。

次に「対称詞の視点ハイアラーキー」に関連して、 Falkが固有名詞と代名

詞の(それ以外の名詞のもっていなしリ視点的機能という観点から論じてい

る問題であるが、このような観点から、(l4)bと(15)bの能動文の存認可能性の

度合いの違いを説明することは難しいと忠われる O なぜなら、それぞ、れの名

詞の属格による表現 (Jo加 '8fatheγと the6oy' 8 fatheγ)の遠いが、 Johnと

the 60yの違いとの関連で説明されていないからである O

次に HumannessEmpathy Hierarchyに関わる Falkの見解についてであ

るが、次の伊jを見てみよう O

(24) An interesting movie is being made by Fellini. 

この場合、 (18)と違って、主語を主題として解釈することができないにもかか

わらず、容認可能で、ある O したがって、 HumannessEmpathy Hierarchyに対

する「意図的」違反の場合、主語の主題としての機能が、容認可能性をすべ

n
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てj夫定しているわけではないと言えよう。

以上、 Falk(1980)の久野の諸原則に対する批判を検討してきたが、ここに

おいてもその機能論的見方が、久野のそれを克服するには至っていないこと

が明らかとなったであろう O

さて、これまでK& K (1977)の問題提起を手がかりとして、受身文と話者

の視点に関する久野、 Kato、Falkの三者の見解を、その機能論的見方の内包

する問題点を中心として険討してきたが、次節においては、筆者のこの問題

に対する見解を展開していきたい O

3. 受身文と話者の視点に関わる認識論的考察

3 -1 受身文の認識構造

これまでの議論から明らかなように、受身丈をその視点的機能または「主

題一陳述関係」の保持等の側面から把握するという機能論的見方では、話者

の視点に関わる受身文の容認可能性を統一的に説明することができないと忠

われる。そこで先ず、受身文において読者は、その主語(変形文法の考え方

では、受動化後の新しい主語)の指示対象寄りの視点をとるとされるが、そ

れは受身文のどのような認識構造に基づくものなのかを考えてみよう。次の

例を参照されたい。

ぼ51a. Tom beat John. 

b. John was beaten by Tom. 

ここで¥251a， bは、しミずれも同じーっの出来事を、前者は能動文、後者は受身

文のかたちで表現している。ところで、この両文を話者がどのような立場か

ら表現しているのかを考えてみると、 1251aの場合は、話者はTom寄りの立場

から表現しているとも解釈されるが、またJohn寄りの立場からとも、両者い

ずれ寄りでもなく中立的立場から表現しているとも解釈できる。このように

様々な話者の立場の解釈が可能で、あるということは、この構文自体または、

この構文を構成している諸要素 (Tom，beat， John) の内的構造によって、こ

のような様々な立場が規定されているのではないことを意味する。
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次に町，)bであるが、この場合には、話者はJokn寄りの立場から表現してい

るとする解釈のみが可能で、ある。また受身文が、一般的にその主語の指示対

象寄りの立場から表現されるとされているところから、受身文の一般的構造

のどこかに、そのような立場を規定する要因が存するであろうことが予想さ

れる。そこで注目されるのが、受身文における「過去分詞」表現である。そ

こでこの受身文における過去分詞の認識構造を探ってみよう。

言うまでもなく、過去分詞は、動詞(この場合は他動詞)の一屈折形態で

ある。したがってここには、対象(すなわち行為主体)の行為の認識が結び

ついている。そしてこの認識は、対象の行為という(属性としての)客体を

反映した認識、すなわち客体的認識である。さらにまた、この受身文の過去

分調には、この客体的認識とは区別される別の認識が結びついている。それ

は、この行為に対する<~される〉という認識である O そしてこれは、行為

の客体的認識のように、それ自体として自立した認識ではなく、あくまでも

この客体に対する、行為を受ける側のあり方の認識、すなわち主体的認識で

ある。つまり、受身文における過去分詞の認識とは、このような客体的認識

と主体的認識とが統一された認識である。

このような過去分詞(受身文における)の認識構造から明らかなように、

この表現は、行為を受ける側の主体的認識がその背後にあり、それゆえ被行

為者寄りの立場に立たなければ不可能な表現なのである。そしてこれが、受

身文がその主語の指示対象寄りの立場からの表現であるとされる認識論的根

拠である。これで、町，)bで、はJohn寄りの立場からの表現であるとする解釈の

みが可能で、ある理由が明らかとなったであろう。

ここで、話者が受身文においてその主語の指示対象寄りの立場に立つとは

どういうことかを論理的に考えてみよう。これは一般的に言えば、人聞が自

分以外の存在(寄り)の立場に立つとはどういうことかという問題であるが、

現実の人聞は自分の身体を分離して分身をっくり出すことはできないのであ

るから、現実の自分の立場以外の立場に現実的に(つまり身体的に)、同時

的に立つことは不可能である。しかし人聞は、観念的に自分の分身を、現実

F
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の自分と同時的にっくり出すことはできる。このことは、例えば人聞が夢を

見たり、空想したりする時のことを考えれば理解できるであろう。すなわち、

こういった行為は、現実の世界にいる現実の自分ではなく、これらの夢の世

界、空想の世界にいるもう一人の自分(観念的な自分)の存在を想定しなけ

れば不可能なはずである。したがって自分以外の存在の立場に立つというこ

とは、現実の自分からは相対的に独立した(すなわち、現実の自分なくして

は存在し得ないが、その限りではそこから離れて活動することができる)観

念的な自分の存在によるものであると言えよう。 20)

このことから、次のように言うことができる。すなわち、受身文において、

話者が主語の指示対象寄りの立場に立つという場合には、現実の話者とは相

対的に区別される観念的な話者の存在を想定して、その観念的な話者が、現

実の話者の立場から移行して、主語の指示対象寄りの立場に立つという認識

構造になっているということである。

以上、受身文の認識構造とそれによって規定される話者の立場との関係を

考察してきたが、ここで久野の機能論的見方からなる視点の規定とは異なる、

次のような筆者の構造論的な視点の規定を示しておきたい。

間 視点とは、当該表現の基盤となっている認識の構造によって規定され

た、話者の現実的または観念的な立場である。

このような規定に基づいて、以下の、話者の視点に関わらせた受身文の容認

可能性について、その認識論的基礎を追究していきたい。

3-2 I発話当事者の視点ハイアラーキー」に関わる受身文の考察

久野は、 「発話当事者の視点ハイアラーキー」において、文中の話者(自

分)寄りの視点を最優先とし、この原則とある特定の構文、語句が規定する

視点に関わる原則との関係、すなわち当該諸原則に関わる視点の聞の「論理

的矛盾」、及びその矛盾が「意図的」か「非意図的」かを基準として、文の

容認可能性を説明しているが、これらの諸原則によっては説明することので

きない事例が存在することは先に取り上げた通りである。そこで先ず、前項

の伽)の規定に従って、 「発話当事者の視点ハイアラーキー」の原則に関わる
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一人称表現の認識構造について考えてみよう O

一人称表現とは、話者が自分(または自分を含む複数のもの)を表現した

ものであることは、その通りであるが、では話者が自己を認識し表現すると

は、一体どういう認識構造をもつものなのであろうか。この自己を認識する

ということであるが、これは自己以外のものを認識するということと同じよ

うにはいかない。なぜならば、自己以外のものは、自分の外に対象としてす

でに存在するものであるが、自分自身はそうではないからである O したがっ

て話者が自己を認識するためには、先ず自分自身を対象化しなければならず、

これはもちろん現実的には不可能なので、観念的に対象化するということで

ある O すなわちここにおいて、現実の自分と観念的な自分との二重化が成立

しているということである O そしてこのことから、 -人称で表現される認識

には、次の二つの種類があることがわかる O すなわち、(i )観念的な自分の

立場から現実の自分を認識する場合と、(ii )観念的な自分が現実の自分と同

じ立場から、対象化された自分を、あたかも自分の外の第三者であるかのよ

うに認識する場合である。 21)

このような一人称の認識構造及び上述の受身文の認識構造の把握に基づい

て、ではこれから具体的に文の検討を進めていこう。次の文を参照されたい。

ロわ??Then， John was hit by me. 

この文の容認可能性が低い点について、久野は「受身文のカメラ・アングル」

と「発話当事者の視点、ハイアラーキー」の原則聞の「論理的矛盾」によって

説明しているが、彼は同時に次の(28)aに対する(28)bの文に容認可能で、あると

している O

(28) a. Then， John was hit by Bill. 

b. No， John was hit by m巴， not by B i 11. 

そしてこの文が容認可能であるのは、 「話し手が、過去の出来事を回想し、

自分がとった行動を、恰かも他人の行動であるかの如く語る場合である」から

としている。 22)では包わの場合はどうであろうか。この場合も話し手の過去の

出来事の凶想であることには変わりないはずである。したがって(28)bが「恰

弓
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かも他人の行動であるかの如く」語られているとするならば、信わも同じよう

に解釈できるはずで、ある O このように、これらの文の容認可能性に対する久

野の説明は説得力を欠いていると思われる O

でliここで、両文の認識構造を統一的に検討してみよう。先ず両文におい

て共通しているのは、受身文の認識構造から明らかなように、話者は先ず、John

寄りの立場に立っているということである。一方両者の異なっている点は、

(28) bのbymeがこの文のいわゆる「焦点」であるのに対して、信わのbym巴は

そうではないということである O この「焦点」というのは、文中の語句をそ

の意味的機能の面から把握したものであるが、直接的には、言いかえれば話

者の認識としてはどのような認識であるのかを考えてみると、これは、対象

(この場合は対象化された話者)に対する主体的認識であると言えよう O そ

してこの認識は、倒bの場合、 John寄りの立場からではなく、観念的な話者

が現実の話者を認識する立場からの認識である。なぜならこの「焦点」の認

識に、 John寄りの立場に立ってはじめて成立する認識ではなく、観念的な話

者がJohn寄りの立場から現実の話者の立場に復帰して、そこにおいて現実の

話者を対象として認識したときに伴う認識であるからである。 23)

それに対して仰の場合とは、 (28)bの場合のように「焦点」の認識がないた

めに、観念的な話者がJohn寄りの立場から現実の話者の立場に復帰する契機

をもち得ず、 John寄りの立場からなる自分に対する第三者的な認識が成立し

ている。そしてこれが、 (28)bの場合のような通常の自己認識、すなわち現実

の話者を観念的な話者が認識するというものとの聞に対立関係を発生させて

おり、仰の容認可能性が低いのは、ここに認識論的根拠があると考えられる

のである。

では、これらと話者を行為者とする受身文で、「焦点」認識がない場合に、

容認可能なのはどんな場合であろうか。ここで、 Kato(1979)の提出してい

る次の例を検討してみよう。

四)1 said，“Me watch it! Fuck that! Let him watch it." 

He was hired by me. 1 could fire him if 1 didn't like him. 

18 
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(Studs Terkel， W orking) 

問題は下線部の受身文であるが、 ここで注意すべきは、過去分詞 hiredであ

るo 127Jの分析から明らかなように、 この hiredが、「彼」の立場に話者が移行

して、 そこにとどまったままの認識の表現であるならば、 この受身文の容認

可能性ムは低くなるはずである O ところがこの表現は、 たんに I~庸われている」

という客体的認識と主体的認識の統 宇された認識が表現されているばかりで

はなく、 この認識を、 If皮」の立場から復帰して、現実の話者の立場からさ

らに主体的に認識するという構造をもっているのである。 より直接的な言い

方をするならば、 「傭われている」 ことを強調する認識である。そしてこの

現実の話者の立場から分離した観念的な話者の立場から、現実の話者をme

と表現している。 したがってこれは通常の自己認識のあり方であるから、

の受身文は容認可能となっていると考えられる。

次に、 Falk(1980)がとり Lげている、話者が主語となっている受身文の容

認可能性について検討してみよう。次の文を参照された L、。

(30) a. ( ?) 1 was stopped by John. 

b J ohn stopped me. 

先ず(30)bについてであるが、 (26)の「視点」の規定に基づいて考えると、 この

文にむいては、観念的な話者の立場から現実の話者を認識するという通常の

自己認識がmeという表現で示されており、また Jone寄りの立場への観念的

な話者の移行を規定するような認識の構造とはなっておらず、認識にむける

対丘関係は発生していない。

三方(30)aの場合、 これをたんなる現実の客観的な事実の叙述と解釈するな

ならば、前項で考察した受身丈の認識構造に規定されて、観念的な話者が現

実の話者と同じ立場で、 第三者的に対象化された自分を認識し、次にその対

象化された自分の立場に移行するという過程的構造をもっていると考えられ

る。そしてこの第三者的な臼己認識と、通常の、観念的な話者が現実の話者

を認識するという自己認識との聞に対立関係が発生し、 そのことが、 (30)aの

容認可能性を低くしている認識論的根拠であると思われる。もちろん、観念
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的な話者がはじめから自分を第三者的に認識している場合には、このような

対立関係は発生しない。したがって、 (30)aをこのように解釈するならば、容

認可能となるはずで、ある O

では、話者を主語とした受身文が、夢や空想の世界の自分を描くとき以外

はすべて容認可能性が低いかというとそうではないことは、 (22)bで、Bolinger

(1977)の例として示しておいた通りである。そこで、この例を再び取り上げ

て十食言すしてみよう。

(22) b. I was approached by the stranger. 

この受身文が単なる客観的な事実の叙述ではないことを、 Bolingerは仰との

対比で述べているが、これはどういうことを意味するのであろうか。すなわ

ち、これまでの分析で明らかなように、叩p1・oachedとpう過去分詞表現が、

単なる客体的認識と主体的認識の統ーされた認識であるばかりではなく、そ

れに対する現実の話者の立場からの主体的認識をも併せて表現しているとい

うことである。それゆえ四)bの lは、観念的な話者の立場から現実の話者を

認識した表現であり、 αpproachedは、観念的な話者が現実の話者の立場に復

帰して、そこから上述のように認識した表現であると言えよう。つまりここ

には、認識における対立関係が発生しておらず、したがって(22)bは容認可能

となっていると考えられる。

以上、 「発話当事者・の視点ハイアラーキー」に関わる受身丈の容認可能性

の認識論的根拠について、筆者の分析を示してきたが、次に「対称詞の視点

ハイアラーキー」に関わる受身文について、同様の分析を試みてみたい。

3 -3 I対称詞の視点ハイアラーキー」に関わる受身文の考察

先ず、この原則に関わる表現、例えばJohn'swifeとしけ表現を取り上げて、

この認識構造を考察してみよう。ここで注目すべきは、 wifeという表現であ

る。これがある対象(この場合は実体)を実体的に認識したものであること

には異論あるまいが、ただそれだけの認識ではなし迎。これは Johnという表現

と比較すれば A 層はっきりするが、 Johnというのは、ある特定の対象を、個

別的に、つまり他の対象と切り離して、固有の実体として認識した表現であ
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る。

それに対して川feという表現は、ある対象を実体として認識したものであ

ると同時に、それを他の存在と切り離すのではなく、他の存在とのある特定

の「関係」の認識をも含んでいることがわかる。そしてこの「関係」認識は、

ある特定の衣場からの(この場合は Johnの土場からの)認識である O

それゆえに、 John'swifeという表現は、観念的な話者がJohn寄りの_，'f.場

に移行して、そこから Johnから見た「妻」としての対象を認識したものであ

ると言えるのである。そしてここに、 「対称、詞の視点ハイアラーキー」の原

則が成止する認識論的根拠があるのである O

ところで、この原則だけでは説明することのできない例があることは、先

のFalk(l980)の見解を述べたところで見た通りである。そして、 Fallく ['j身の

説明にも難点があることは前節でも示しておいた。そこでここでは、 Falkの

扱っている例を用いて、筆者の分析を示しておきたい。

(311 a. He was punished by his father. 

b. H is father punished him. 

1321 a. The children were being scolded by their mother 

b. つ Thechildren's mother was scolding them. 

先ず、 1311aが、 by-phraseを焦点として解釈するのが第ー義的であるのに

対して、 (321aはそうではないという事実を分析してみよう。 Falk(1980)はこ

のことと関連して、固有名詞や代名詞が視点を示す機能をもっており、他の

名詞(上の例の場合は普通名詞)はそうではないとしていることは先にも述

べたが、これを認識論的に検討してみると、次のようなことになろう。すな

わち、 13DaのHeという表現は、観念的な話者が、 「彼」寄りの立場に移行し

て、その位置から「彼」を認識して表現したものであるのに対して、 (30)aの

the childrenという表現は、現実の話者の立場からその対象を認識し表現し

たものであるということである O

このような認識構造の違いを踏まえて 13Da、(32)aを分析してみると、 (31!a 

の場合、これを焦点、的解釈ではなく、単なる客観的な事実の叙述と解釈する
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と、観念的な話者が「彼」寄りの立場に移行して、そこからの「彼」に対す

る認識を Heと表現し、さらにその立場から、 punishという行為を客体的かっ

主体的に認識し、さらに punishの行為主体をそこから認識して、 hisfathrと

表現していると考えられる O ところがこれは、単なる客観的な事実を表現す

る受身文の認識の過程的構造、すなわち、現実の話者の立場から受身文の主

語の指示対象を先ず認識し、次に観念的な話者が、その指示対象寄りの立場

ヘ移行して、そこから上のような認識をするという構造とは異なり、そのた

め(311aの受身文の認識に対立関係が生じている O このことが、 (311aを単なる

客観的な事実の叙述とする解釈を受け入れにくくさせていると忠われるので

ある。

これに対して(321aは、事実の客観的な叙述として第 a義的に解釈できる O

なぜならこの場合は、先の分析から明らかなように、 thechi ldrenという表

現が、現実の話者の立場からの認識の表現であり、そこから観念的な話者が

「子供達」寄りの立場に移行するという、客観的な事実の叙述の受身文の構

造をもっているからである。

では次に、引はが焦点的解釈を第-義的とすることの認識論的根拠につい

て検討してみよう。前項においても示したように、 「焦点」の認識は、現実

の話者の立場からの主体的認識である。またそれに対応して、 He，punished

という表現は、単に客観的な事実を認識し表現しているのではなしこの認

識をさらに「前提」として主体的に認識したものである。したがってこの場

合には、客観的な事実の叙述という解釈の場合のような対立関係は生じてい

ないがゆえに、より容認可能となっていると言えよう O

次に、 (311bと(321bの容認可能性の度合の去について分析してみよう。先ず

(311 bの場合、先ほどの同有名詞、代名詞の認識構造の検討を踏まえれば、 His

fatherという表現は、観念的な話者が「彼」寄りの立場に立ち、そこから His

という表現がなされ、さらにその位置から「彼」と関わりのある対象をfather

と表現していると考えられる。そしてさらに、 himというのは、その位置か

ら「彼」を認識した表現であると言える。したがってここには対立関係が生
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じていない。

一方(32)bの場合、 thechildren's motherという表現は、現実の話者の立場

から thechi ldrenと表現し、そこから観念的な話者が「子供達」寄りの立場

ヘ移行し、そこから「子供達」と関わりのある対象を motherと表現したも

のである O そして themという表現は、その「子供達」寄りの立場から認識

され表現されていると考えられるが、この認識は、 「子供達」に対する現実

の話者の立場からの thechildrenで表現される認識と、話者の立場を異にし

ている O すなわち、同じ対象を認識するのに、違った立場から認識している

のである。したがってここに認識における対立関係が発生し、そのために、

(32) bの容認可能性が低くなっていると考えられる O

以上、 「対称、詞の視点、ハイアラーキー」に関わる受身文(及びそれに対応

する能動文)について、筆者の認識論的考察を示した O それでは最後に Hu-

manness Empathy H ierarchyに関わる受身文の分析を試みてみよう O

3 - 4 Humanness Empathy. Hierarchyに関わる受身文の考察

先ず次の諸例を参照されたい。

。3) ‘TheNaked Maja' was painted by Goya. 

(34) The house was bui 1 t by my father. 

(35) The game can be play巴dby thr巴eplayers. 

(36) The bench was carved by John. 

(3わ?* Grotesque caricatures were painted by Goya. 

(38) ?? The floor was washed by my father. 

(39) ?? The game is being played by three people. 

仰い Thewood was ca円 edby John. 

これらを、前節で取り}二げた(24)の例と比較してみよう。

(24) An int巴restingmovie is being made by Fellini. 

さて、 (33)-(36)と(3わ-(40)の容認可能性の度合の差を、 Falk (1980)は、主語が主

題としての機能をもっているか否かに求め、そうすると、叫が容認可能で、あ

ることとの統一的な説明が難しくなることは前節で述べたが、それでは、何
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がこの容認可能性の差を生じさせているのであろうか。先ず(33)叶36)について

であるが、これらはすべて by-phraseが焦点となっていると考えられる。す

なわち、これらの by-phraseは、現実の話者の主体的な認識によって把えか

えされているということである O そしてそれに対応して、主語や過去分詞の

表現に、観念的な話者が主語の指示対象寄りの立場に移行して、過去分詞で

表現されている行為を、客体的認識と主体的認識との統ーにおいて認識して

いるばかりではなく、それを「前提」として主体的に現実の話者の立場から

把えかえしているということである O したがってここには対立関係が生じて

おらず、これらの文は容認可能になっていると考えられる。

次に凶)の場合であるが、これは一見したところ客観的な事実の叙述である

が、 interestingという表現からもわかるように、 madeという表現は、観念

的な話者が主語の指示対象寄りの立場に移行して、 mak巴という行為を、 客

体的かっ主体的に統ーして認識しているばかりではなく、現実の話者の立場

からの「葉月待」という主体的な認j哉によってそれは把えかえされており、そ

の現実の話者の立場から、 Felliniが認識されていると考えられる O したが

ってここには、認識における対立関係が発生しておらず、容認可能となって

いると考えられる。

では、信わ~(40)の場合はどうであろうか。先ず注目しなければならないのは、

これらが客観的な事実の叙述であるということである。そしてこの場合には、

例えば(聞の場合、観念的な話者がcaricatures寄りの立場に移行し、そこか

らpaint という行為を客体的かつ主体的に統ーして認識し、しかもその位置

から Goyaという「人間」を見るということになり、通常の人間の認識のあ

りかた、すなわち「人間」の立場から「もの」を見るという認識のありかた

と対立関係が生じている O したがってこれが、間~酬の容認可能性を低くし

ている認識論的根拠であると考えられる。

以上、話者の視点に関わる受身文に対する筆者の認識論的考察を示してき

たが、最後に「むすび」として、これらの考察をまとめてみたい。
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4. むす び

筆者はこれまで、話者の視点に関わる受身文の容認可能性について、その

文の中の様々な構成要素につながる認識構造との関連で考察してきた。~~

から言えることは次のことである。

( i )話者の視点を、ある構文、語句の単なる機能としてではなく、それら

の認識構造との関連で、現実の話者と観念的な話者の立場として把握

し、客体的・主体的認識をそれらの話者の立場との関わりで把えるこ

とによって、より統一的に受身文に関わる視点現象を把えることがで

きる。

( ii )この話者の視点を、これら現実的と観念的の二つの話者の立場の転位、

移行において観察すると、そこにおけるある認識と他の認識との対立

関係の発生が容認可能性の差異を規定している。

しかしながら、本稿においては、容認可能性の度合を、この認識における対

立関係の対立の度合として追究するまでには至らなかった。これは今後の研

究課題としたい。

(註)

1)以下K&K(1977)に言及する場合も、「久野ら」とせずに、たんに「久野」と記す。

2) ここでは、 Kato(1979)、Falk(1980)を取り上げる。

3)久野(1978)、p.134 

4) Kuno and Kaburaki (1977). p. 627. 

5) Ibid.， p.648. 

6) Ibid.， p. 649. 

7) 久野(1978)，p.146. 

8) Ibid.， p.147. 

9) Jespersen(1933)， p.121 

10) Kato (1979)， p.150 

11) Falk(l980) ， p.380 

12) Ibid.， p.383. 

つω



松 名 隆

13)久野(1978)，p.169. 

14) Ibid.， p. 185. 

15) Ibid.， p.169. 

16) Kuno and Kaburaki (1977)， p.650. 

17) Kato(1979) ， p.15'7. 

18) Bolinger(1977)， p.10. 

19) Ibid. 

20) ここでの議論の展開は、主として、三浦(1967a)，pp.22-32の議論を参考としたもの

である。

21) ここでは、主として、三浦(1967b)， pp.519-526の議論を参考としているが、(ii)の

ような自己認識は、通常の自己認識ではなく、例えば夢の中の世界で、 「自分」の姿

を客観的に(第三者的に)眺めているような認識のありかたである。

22)久野(1978)，p.315. 

23)因みに、前節の削の例は、 bymeが「強調」の認識とも結びついていると把握するこ

とにより、側bと論理的に共通の説明が可能と思われる。
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英語の代名詞化についての若干の考察

東毅

Some Observations on Pronominalization in Enε1 ish 

Takeshi Higashi 

Abstract 

In this paper， 1 have tried to find out what seems to exert some 

influ巴nceon the cor巴ferenceof 2 NP's in a single sentence. Sentences 

including 2 NP's free from the relation of c-command were used 

as materials of this study. 1 took up nouns as ‘topic' or nouns 

with ‘topicality' as one factor relating to coref巴renceof 2 NP's. 

But 1 think this is only one of the factors which seem to have 

some relation to coreference of 2 NP's. This probl巴m shows very 

complicat巴daspects when it is investigat巴d in detail. Therefore， 

we will have to investigate this problem pragmatically as wel!， not 

to mention a syntactic and semantic investigation. 

I.はじめに

代名詞が指示するものに関する解釈の問題は，単…文レベルの問題という

よりはむしろ複数の文から成る文脈や現実の言語使用場面などにかかわる問

題であるということができ これを単ゐ文のレベルで、統語的観点から把らえ

んとするところに問題の生じる余地があるということができょう。即ち，統

語的観点からだけでは十分明解に解釈できない文が生ず、る訳であるが，これ

は，ある単 A の文がその言語の母国語使用者によって正しいと判断されるの

は単に統語的観点からのみではなしその文が伺等かの文脈，状況の中に組

み込まれた際にその文脈や状況を完成するに足るものだと判断されると山う

円
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ことと関係するであろう。そして，このような文脈，状況を補完して完成さ

せうる単一文は，それだけをとりあげても文脈からはずしたために生ずるあ

い昧さはあるものの，それなりの意味，脈絡を持つものと言える。

こうした単一文を対象にした場合，名詞と代名詞の同一指示の問題は殊更

に語用論的な色彩の強いものだけに，統語上の説明だけでは十分だとは感じ

られない場合がある。本稿では， c統御を中心とした統語上の規則を単一文

に適用して，それによって同一指示のあるなしが説明されたとする文のうち，

C統御の関係が成り立たず同一指示関係は自由であると判断される例をとり

あげ語用論的見地から検討を加え， c統御以外に同一指示に作用すると思わ

れるものの有無を探った1)。

n. c統御と照応関係

ここで、はReinhart(1983) に従って名詞と代名詞の照応と C統御の関係を

概観する。 Reinhart による C統御の定義は次のようなものである。

(1) Node A c(onstituent) -commands node B iff the branching 

node α1 most immediat巴lydominating A either dominates B 

or is immediately dominated by a nodeα2 which dominated 

B， and α1 is of the same category as α1. 

この定義の述べていることを例によって示してみる O

(2) Lol空foundth旦bookin the library. 

(NP 1) (NP 2) (NP 3) 

S 
〆/--¥~、--

co即 L~~
図 1

NP1， NP2， NP3 の

聞には，この定義によ

~ VP ると， NPlがNP2，

/ ¥ 一寸>p NP3をC統御し，又，

V 即 2 p /¥"""tw.J NP2はNP3をC統御す

るという関係があるということになる。このC統御にもとずき，次のような

同一指示の条件が設定される。

(3) A given NP must be interpreted as non-coreferential with 
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any distinct non-pronoun in its c-command domain. 

この条件により次のような例の同一指示関係が説明可能となる O

(4) a *Near Dan， h日 sawa snake. 

b *N巴arDan， Dan saw a snake 

c Near him， Dan saw a snake. 

(4) a， bでは， P Pに支配されているDan(NP3 )は，前置されてCOMPに付加

されていても主語の he，Dan (NPl )のC統語領域にあるため， 上の条件

(3)により同一指示とはよまえなしししかし cでは， PPに支配されているhim

(NP3)は非代名詞ではなく代名詞であるためこの条件によって主語の Dan

(NP1)と[百l一指示となることを妨げられな l'o 従って， himとDanは同一指

示と解釈することが可能である。

(5) a *He was fired since McIntosh's weird habits had finally 

reach巴dan intolerable stage. 

b *McIntosh was fired sinc巴 McIntosh'sweird habits had finally 

reached an intolerable stage. 

c We had to fire him since McIntosh's weird habits had 

reached an intolerable stage. 

(5) cで、は， McIntosh (NP3)はhim (NP2)のC統御領域の中に入らない。

これは slnce に導かれた節はSによって支配されており， VPによって支

配されてはないからである。 従って himとMcIntoshとは条f牛(3)によって同

一指示となることを妨げられな Po しかし， a， b で、は smce 節は t.~需のC 統

御領域に入るため，それぞれ下線のNPは向ー指示とはならな l'o これら(5)

の例では， N Pが主語であるか目的語であるかにより，同一指示が成りI!.っ

かどうかが決まることになる O

(6) a * She found a scratch in Ben's picture of Rosa. 

b *In Ben's picture of Rosa， she found a scratch. 

c *I'm willing to giv巴 him2 grand for Ben's car， 

d For Ben's car， I'm willing to give him 2 grand. 

ハ同
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巳 *Sh巴 isriding a hors巴 inBen's picture of Rosa. 

1n Ben's picture of Rosa， she is riding a horse. 

(6) aでは， PP はVPに支配されており，主語 sheのC統御領域内にある。 PP

が前置されでもこの関係は変わらな P。従って， a， bともにそれぞれのNP

は同一指示とはならな Po CではppはVPに支配されており himとBenとは同

一指示とならないが， dてもはPPはCOMPに移りそのためhimにC統御されな

い。そのため， Benとhimは同一指示が可能となる o eで、は， PPはSによっ

て支配されている。 従って， PPに支配されるRosaは主語 sheのC統御領域

に人り，そのため!日J--指示とはならない。 fではPPは前置されているが，こ

の場合は， PPはCOMPではなく Eに付加し主語 sh巴によってC統御されない。

従って Rosaとsheは同-指示が可能になる O

以上では， definite NP'sにむける照応関係の概略を述べたが， nonspe-

cificてもnongenencな意味の indefiniteNP'sである QuantifiedNP'sについ

ても，やはり C統御の関係が照応関係には作用している。 C統御は意味論に

関係する諸属性から必ずしもでてきたものではない統語的規則であるが，

Quantified NP'sに関する照応関係の場合には先行詞をoperatorとし，代名詞

をそれに束縛される束縛変項とする意味論的に規定された NP'sに， この統

語規則であるC統御が作用するのである。ここで，先行詞にはそれ臼体が束

縛された変項と解釈される wh-traceも含め，束縛変項としての代名詞を束

縛照応形として. Reinhart は次のような束縛変項規制を設定する。

(7) Quantified NPs and wh-traces can have anaphoric relations 

only with pronouns in their c-command syntactic domain. 

この規定は. definite NP'sの場合とは違って 代名詞がQuantifiedNP's 

の領域中に入らない場合は照応関係は成立しないことを意味する。

(8) a [S [NP Each of the kidsJ [VP kissed RosaJ [pp in his 

pictureJ J J 

b *[S [NP RosaJ ~VP kissed each of the kidsJ [pp in his 

pictureJ J. 
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c (S (NP Rosa) (vp put ~ach of the books (pp in its box))). 

box))). 

(8)aでは， his はeachof the kidsのC統御領域に入っているが， bではinhis 

picture は文修飾要素でSに直接支配されており hisはeachof the kidsのC

統御領域に入っていない。 cでは inits box はvpに支配されており itsは1

each of the booksのC統御領域に入る。従って bだけが同一指示は成り

立たないことになる。

(9) a場 (S (NP The neighbors (pp of each of the pianists)) (vp 

hate him)). 

b (S (COMP Who) (S (NP t) (vp was arrested) (pp in spite 

of his alibi))) ? 

c ・(S(COMP Who) (S (did (NP the police) (vp arrest!) (pp 

in spite of his alibi))) ? 

(9) aのhimはeachof the pianistsのC統御領域にはない。 bのtはhisをC

統御するが， cのtはhisをC統御しない。従って， bのみが同一指示と解釈

される。

(10) a 事 (S(COMP Near his child's crib) (S (NP nobody) (VP 

would keep matches))). 

b * (S (COMP Near his child's crib) (S (NP you) (VP should 

give nobody m atches))). 

c (S [NP You) [VP should give nobody matches (pp near 

his child's crib)) J. 

(10) a， cで、はともにhisはnobodyのC 統御領域に入っているが， bでは入っ

ていない。従って，げは同一指示と解釈できなしユ。

次に，再帰代名詞と相互代名詞 (R-pronouns)であるが，これらは直示

的に，又は，指示的には用いられず，文中の先行調とのみ同一指示となるも

のである。従って，束縛変項としての解釈のみが可能である。 Reinhartは，

これらの代名詞に対する同一指示についての条件を次のように規定している。
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(11) An R-pronoun must be interpreted as anaphoric (or coindexed) 

with， and only with， a c-commanding NP within a specified syn-

tactic environment， e.g. its minimal governing category. 

この条件により、次の例におけるような場合の同一指示関係が説明される。

(12) a [8 [pp To each other J， [8 [NP the womenJ [vp introduced 

the smartest menJ J J . 

b*[s[ppToeach otherJ， [s [NP the womenJ [VP， introduced 

the smartest menJ J J. 

c [S [NP The womanJ [VP introduced the smartest men [pp 

to each otherJ J J. 

(13) a [S [COMP Which fancy story [pp about him竺立JJ [s did 

[NP FelixJ [VP tell you this timeJJJ ? 

b * [S [COMP Which fancy story [pp about担旦笠lfJJ [s did 

[NP youJ [VP tell I己主 thistimeJ J J ? 

(14) a * [S [NP ~豆生J [VP believes [s that Felix adores herself 

JJJ. 

b [S [NP !.旦主J[VP promised巳丘三f[S that he will be 

electedJ J J. 

(12) aで、は， each other はthewomenによってC統御されているが， bのthe

smartest men はVPに支配されているため eachotherをC統御できないo

cのeachotherを含むPPはthesmartest menを直接支配する VPによっ

て支配されているのでthesmartest men にC統御されている。 (13)aのFelix

は主語であるためhimselfをC統御できるが， bではVPの構成要素であるた

めC統御できなしミ。 (14)では a，b共に主語はherself，himselfをC統御できそ

うに見えるが， aのherselfの先行詞はその最小統率範囲毒 (minimalgovern-

mg cat巴gory)2) に入っていないので Zeldaとherselfは同一指示とは解釈

できないのに対して， bのhimselfはそこに入っているので Felixと同一指

示と解釈できる。
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以上の概観により，統語規則である C統御が名詞と代名詞の聞の同一指示

関係の有無を説明する手段としてかなり有効であることがわかるであろう。

m. C統御から自由な例の検討

1. PP内のNPと主文のNPの照応関係

次の(15)の例ではPPは文修飾要素であるから， a， bのように文後伎におい

ては主語であるNPにC統御されているため aでは同一指示は不可能になる

が(図2，a)，文前位置にわいては (c，b) Eに付着するため名詞と代名詞の聞

の同一指示関係は自由である (図2，b) 0 自由というのは，文脈によっては

同一指示が成り立つことも成り立たないこともあり得るということである O

e， fもPPはEにつくため同一指示の関係は自由である O

図 2

/人----ー

ノ《F ぽ入¥
/戸¥¥

/'¥ 

¥ 
/'、¥¥

co即/キ--------
NP. VP PP 

/¥ノ¥-
V NP， P NP 

(a) 
)
 

可

hu(
 

(15) a本Heis an absolute dictator in Felix's office. 

b Felix is an absolute dictator in his office 

c In Felix's offic巴， he is an absolute dictator. 

d In his office， F巴lixis an absolute dictator. 

e According to Felix， he is a real democrat. 

f According to him， Felix is a real democrat. 

次の116)a， bで、はwhen節は主語のNPのC統御領域に入る。従って aは

同一指示は可能だがbは不可能で、ある。 when節は文修飾要素であるから c，

dではwhen節はEに付加し同一指示は自由である(図 2参照)。

116) a Rosa will go to London when she finishes school. 

b * She will go to London when Rosa finish巴sschool. 

内べ
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c When Rosa finishes school， sh巴 willgo to London. 

d When she finishes school， Rosa will go to London. 

図 3 人
3 

_::-'戸/、¥、¥

氏、」

COMP~\ 
PE ANp /¥ ーノ¥

r I'U"3 NP， vp 

〆¥舵
〆¥p

(a) 
(b) 

(17) a *He smoked pot in John's apartment. 

b *In John's apartment， he smoked pot. 

c In John's newly renovated apartment on 5th Avenue， he smok-

ed pot. 

d *She speaks about butterflies in Zelda's 1巴tter.

e ?In Zelda's letter， she speaks about butterflies. 

f In Zelda's latest letter， she speaks about butterflies. 

g *In Ben's next picture for Vogue magazine， he promised Rosa 

that he would make her look attractive. 

h *With Rosa's most magnificent peacock feather， sh巴 tickledDan. 

*In Ben's most precious box， he put his cigar. 

(1わ a，bでは PPはV Pに支配されており(図3，a参照)， P Pが前置さ

れたb，eはPPがCOMPに付加している(図3，b参照)。そのため、条

件(3)により同一指示とは解釈できないo c， fのPPも後置されていればVP

に支配されるので，前置された場合COMPに付加してb，.eのように条件(3)

により同一指示を許されない筈であるが実際には許される。これはPPが長

くなることによってCOMPを飛び越えてEに付着したものと解釈される。

しかし， PPが長い表現にされでも g，h，のようにVPに強く支配されてい

る場合はEにつくことはできずCOMPに付加する。つまり， gではPPは

VPに支配されているthat節の中の構成要素であり， hのPPは道具を意味
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lしていて動詞 tickledと強く結びついている。 1の場合もputと場所を示すP

Pとの意味上の結びつきは強い。それ故， PPは主節の主語の C統御領域に

あり，条件(3)により同一指示を許されない。(1わ c，fの名詞と代名詞を置き

換えて(18)a， bのようにすると， PP  は COMPに付加するものと解釈できる

であろう。

(18) a In his newly r巴novatedapartment on 5th Avenue， J ohn smok巴d

pot. . 

b In her latest lett巴r，Zelda speaks about butterflies. 

このことから，文の構造上，あるいは 意味上VPにそれ程強く支配されて

いな LミPPは his，herのような代名詞を用いず John's，Zelda'sのように名

詞を用いPPの構成要素の中の名詞を修飾語によって十分に特定化すること

によってEに付着させることができることになる。

(1わh， に対する反例としてあげられたR巴i山 art(1981)の次のような例は

どうであろうか。

(19) a In some of Ben's boxes， he put cigars. 

b In which of Ben's boxes did he put cigars? 

c In the box that Ben brought from China， he put cigars. 

d With which of Rosa's f巴athersdid she tickle Dr. Levin? 

e With the feathers that Rosa stole from the Salvation Army， 

she tickl巴dDr. Levin. 

(19) a， b， cでは前置された PPは道具を表していて動詞 putと強く結びついて

いる。(19)d， eのPPも道具を表わし動詞 tickled と強く結びついている。

119) b， dのように疑問詞を含むPPが付加するのはCOMPであるから，他の

PPもCOMPに付加していると考えられる O 主語の代名詞はPPの中の名

詞をC統御していることになるのに同一指示は可能で、ある。これらの例に共

通してみられることは名詞は構造上PPの深い部分に埋め込まれて名詞と代

名詞の距離が構造上遠くなっていることである O 更にここで控目されるのは，

PPの構成要素として BenやRosaのような名詞を用いその中の主要語にな
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るNPが明確な特定化を受けPPが文修飾の機能を持つように解釈できるよ

うになったことであろう。そして， Ben's boxesや Rosa'sfeatherのtopical-

ityが高くなり PP全f本が themeとE里解できるようになったことであろう 3)。

ここで， PPが文修飾であると解釈できる次のような例に対するMacLeod

の説明を見てみよう O

(20) Throughout Breznev's career， he has acted in a blunt and unsub-

tle way. Newsweek 24.3.80， p.8 

(21) Despit巴 Thatch巴r'sdiplomatic style， no one， except the French， 

d巴niedthat she has a case. Time 31. 3. 80， p.12 

彼の説明を，例文の番号を本稿にあわせて(20)，(21)とかえて臼i引用する。

A feature of the special journalistic style instanced by (20l and (21) 

is that naming (of individuals) can b巴 displacedfrom the main 

predication as a way concentrating on the topicality of th巴 person

being talked about. This is particularly the cace when naming is 

not introductory of a new individual. Neither (201 nor (21) involves a 

first mention within the articles drawn from either Breznev or 

Tha tcher---obvious ly: 

このように，話題にのぼっている人物の topicali tyに注意を集中させる方法

であって，名前を挙げることによってこの場面に初めて人物を登場させるの

ではないと述べ，更にこの説明のすぐあとで，

-・・when(20) and (21) can only be sentences about Breznev and Thatcher， 

in the sense that they contribute to discourses of which Breznev 

and Thatch巴rare theses，…… (p.263) 

と述べ， BreznevとThatcher がテーマとなっている文脈にあ、いでこれらの

人物の topicali tyを高める効果をこの表現は持つことに者目している。即ち，

代名詞を用いても差し支えないのにその部分の topicalityを高めるために敢

えて名詞を用いているという説明である o 11わc，f， 119)の各例にもこの説明は

妥当するであろう。 11わc，fでは apartment，letterを修飾要素で十分に特定
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化し，更に， .topicalityを高めるために関与する人物の名前を用いてPPの

独立性を高め，その結果，文修飾要素としてEに付加させ，文の themeとし

ての役割を持たせるようになったさ言うことができょう。また， (19)ではPP

の中の名詞を深く埋め込むことによって主語からの作用からのがれ独立性を

高めたと言うことができょう。

次の Bolingerが挙げた例は，条件(3)に違反する文であるが，これらの文

では PPがthemeとなっている。

(22) a He was just a 1 ittle boy (，) when 1 first saw J ohn. 

b He's impossible， wh巴nBen gets one of his tantrums. 

c H巴'llbe captured the instant that J ohn shows up. 

d He usually flunks when John tries to cheat 

(22) aではwhen節の中のfirstにより， bでは主文の動詞が imp巴rfectiveverb 

であるから cではJohnが現れる場面が設定されたらという意味の上から，

dもwhen節でト述べられている条件が与えられたらという意昧の上から，それ

ぞれの節は themeとなっていると説明されている O 時間節のような動詞との

結びつきが強いものでもthemeと解釈されるときはC統御による規制すら受

け付けていないのが注目される。

以上のことから， 名詞は topicalityを持ち themeとしてのPPの中に生

ピる場合，主文中に生じる代名詞とC統御による条件にもかかわらず同一指

示になる傾向のあることが伺えるであろう。

2. PPを持たない単一文中のNP'sの照応

NP聞にはC統御は成り立たないのであるから同一指示の関係は自由であ

る。ここでは，同一指示が成り立つものとしてその条件を考える。

(23) a Only her naval supremacy saved England. 

b The news of their inheritance did not elate the boys. 

c His party brings down Ohira. 

d Jokes about his wife upset Max. 
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MacLeodの説明を借りれば， (23)" a， b， c， d-はそれぞれの述部が古い情報を

担う themeで，主部が新しい情報を伝えるrhemeである。そして，それぞれ

の文を受動文にするとthem巴とrhemeの順は正常になる。

(24) a England was sav巴donly by her naval supremacy. 

b The boys w巴r巴notelat巴dby the news of their inheritance. 

c Ohira is brought down by his party. 

d Max was upset by jokes about his wife. 

(24)の各文は， England， the boys， Ohira， Maxがher，their， his， hisをC統

御しており同一指示は保証される。特に(23)aでは主部に onlyがあることから，

この部分に焦点があり rhemeであることが予測される。

次のような文も同様に説明できるものと思われる。

(25) a Planning th巴irtrip to Europe pleas巴dthe boys very much. 

b Frustration by his father of his wish to become a doctor 

made the young man very unhappy. 

(25)の文を受動文にすると(26)のようになり themeがはっきりしてくる。

(26) a The boys were very much pleased at planning th巴irtrip to Europ巴.

b The young man was made very unhappy by frustration by his 

father of his wish to become a doctor. 

また， (25)の各文は次のような質問に対する答として適当であろう。(25)aはm

aに対する答に， (25) bは間bに対する答になるであろう。即ち， the boys， 

the young man は themeの部分にあり topicとなっている O

(27) a What pleased the boys very much? 

b What made the young man v巴ryhappy? 

3.関係節内のNPと外のNPの照応

(28) a， b は主部の関係節内のNPと目的語としてのNPの聞に照応関係がみ

られるものである。

(28) a People who know Nixon hate him. 

0
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b People who know him hate Nixon. 

四)a， bを答として引き出すのに適当な質問文として次の(29)のような質問文を

考えることができょう。

四1) Who hates Nixon? 

この質問に対する答としての仰;)a，bはそれそやれの主部がrhem巴で述部がtheme

であると考えられる。この場合， (28) aでは関係節内の NixonはNixonの人柄

のようなものを意味していると解釈できょう O 一方官邸bでは倒の質問文の

themeの部分がそのまま繰り返されNixon;l/topicであることを明確にしてい

る。このことから， (28) aのhimは仰)の Nixonを受けていると解釈できるのに

対し (28)bのhimはこの文のtopicであるNixonを受けているものと解草尺できる。

このような解釈を受けるものとしての (28)の各文を受動文にすると次のように

なる O

(30) a勺1eis hated by people who know Nixon. 

b Nixon is hated by people who know him. 

(30) aは条件(3)により HeとNixonは同一指示とはならないが， bO)himはNixon

のC統御領域内にあり同一指示が成り立つ。しかし (28)a は仰)に対する答と

しての文脈とは違った文脈の中で， Nixonをtopicとして含む主部がthemeと

解釈できる場合には，同一指示は成り立つであろう。

(31) a， b'主主部の関係節内のNPと目的語に対する修飾語としてのNPとの聞

に照応関係がみられるとされているものである O

(31) a The woman who marries Ben will marry his mother as well. 

b The woman who marries him will marry Ben's mother as 

well. 

これらの文には aswellがあることにより 述部が rhemeでそこに焦点が含

まれていると解釈できる。 13Daはすでに Benが導入されている文脈の中で

Benと関係する新たな話題を提示し mother に焦点をあてた文ととること

ができる o (28) aと同様them巴部分に topicatityの高い名詞が表現されたこと

により rheme部分にある代名詞と同一指示となることができたと思われる O
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一方， (31) bのBen'smotherのBenはBenという人物そのものではなく Ben

に対する特別な感情とか態度といったような意味合がこめられていると解釈

できる。このように解釈したときに(31)bではhimとBenの同一指示が成り立

っと思われる 04)

次に， MacLeod からの例を検討してみる。

(32) a The title Joe Clark earned last week is one that he has 

coveted since his boyhood days. 

b The title he earned last week is one that Joe Clark has 

coveted since his boyhood days. 

c It looks as if the chap who sold the bottle gave it the usual 

wipe over before wrapping. 

d It looks as if the chap who sold it gave the bottle the usual 

wipe over before wrapping. 

(32) a， cでは themeとなっている主部に名詞が用いられ， Joe Clarkやthe

bottleがそこで topicとして意味の上で重みを持ち， rhemeの部分の焦点は

heゃれをとりまく部分にあるのに対し、開b，dてもは述部の中のJoeClarkや

the bottleがtopicalな重みを持ち，描写の中心がこの部分に移ってきてい

る。そして，述部がthem巴と解釈できる。

4.主部のthat節内のNPと外のNPの照応

(33) a That he had failed was， of course， obvious to the Colone1. 

b *That the Colone1 had failed was， of course， obvious to him. 

c That people hate him disturbs Felix but not Max. 

d That people hate Felix (should) disturb him. 

e That Rosa has failed (should have) bothered her. 

that節の中に代名詞があり述部に名調がある側 a，cは同一指示が可能であ

るが， that節の中に名詞があり述部に代名詞のある倒 b，d，eのうち bの例
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は同一指示が不可能で、ある。 Reinhartはthat節の内容が述部のNPの見解

(point of view)を表していると解釈できるときはthat節内の NPが代名

詞のときだけ述部のN Pと同一指示になると述べている。5) a， bの例では述

部の obviousによりthat節の内容が述部のN Pの見解を表していることは明

白であり，この説明は妥当する。 c，d， eでは動詞の意味からthat節の内容が

述部のNPの見解であるとは言えないから二つの NP'sの同一指示は可能と

なる。次の例はどうであろうか。

(34) a Knowing that he was going to be late bothered John. 

b *Knowing that John was going to win the race bothered him. 

これらの例では that節内に wasgoing toが用いられていることにより，述

部のNPの一種の見解が表されているものとみることができ，やはり上の説

明が妥当する。しかし，次の例はどうであろうか。

(35)a *Learning that .John had cancer bothered him. 

b *The fear that J ohn is imperfect naturally displeases him. 

c Knowing that John is perfect naturally pleases him. 

d The knowledge that John is perfect naturally pleases him. 

Bolinger は(35)a，bの場合learningやfearは個人の心の中にだけあるものを

意味するが c，dのknowing，knowledgeは他の人とも共有できる知識を意

味していることに注目している。即ち， that節を導びく要素によってthat節

の内容の性格が決められ，その性格によって同一指示が成り立つみどうかが

決められるという。しかし， (34)a， b は(35lc，dのように that節の前に knowing

があるにもかかわらず(34)bでは同一指示は不可能である。先に， (34) bのthat

節の中には wasgoing toがあって一種の見解を意味していると述べたが，

(35). c， dのthat節の内容も見解であると見られないこともない。そうすると，

両方共， that節の内容は一般に共有された知識であり一種の見解を意味して

いると言うことができることになる。しかし， (制bのthat節の内容は共有さ

れた知識であるとはいえ，不確かな予測という側面を持っており一時的な性

格のものであるのに対し， (35lc， dは見解であるとはいえ状態を表わしており

- 41 -



東毅

衆知の事実とみなされているように思われる O これらのことから， that節の

内容が述部のNPの個人的，主観的見解と解釈でき一時的で、不安定とうけと

れる場合はthat節のNPが代名詞のときに同一指示が可能になると言えよう O

次の (36)では，主部は非個人的で、確定した事実を表しているゆえに that節内の

名詞と述部の代名詞は同一指示が可能になると言えよう O

(36) Deciding that the committee was th巴 beneficiarykept it from 

losing substantial funds. 

5.主部のNPと述部のNPの照応

仰の各文の名詞と代名詞を入れ換えると次のような文ができる O

(37) a Only England's naval supremacy saved her. 

b The news of the boys' inheritance did not elate them. 

c Ohira's party brings him down. 

d Jokes about Max's wife upset him. 

(3のの各文では主部の中の名詞を支配しているNP節点は代名詞をC統御して

ゆいるが，名詞自体と代名詞の聞にはC統御の関係は成り立たなしミ。しかし，

まだ前方照応的に二者は同一指示であると解釈できる可能性は残されている O

aを除けば主部を themeとした読みは可能であり，代名詞は them巴中のtopi-

calityを持った名詞と同一指示ということになる。 aでは主部に onlyがある

ため主部とはいえ rhemeと解釈せざるをえない。他の例も主部をrhemeと解

釈することもできる O そのようにして(3のを倒)のように受動文に転換してみる。

(38) a * She was saved only by England's naval supremacy. 

b *They were not elated by the news of the boy's inheretance. 

c *He is brought down by Ohira's party. 

d *He was upset by jokes about Max's wife. 

すると，代名詞が名詞をC統御することになり条件(3)により NP聞の同一指

示の解釈は成り立たなくなる。しかし， (3ののように名詞を含む部分がrheme

であっても主部であれば，その中の名詞は後方の代名詞と同一指示は可能に
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なると思われる。その場合，主部の名詞はやはり topicalityを持ったもので

あって，更にrhemeの中で焦点となり，それと同種の別の名詞との対比を表

しているように受けとれる ((39)f， 9参照)。闘の例も勘案すれば， theme 

部分に topicalityを持った名詞がある場合は同一文中の代名調と同一指示と

なると言えよう。しかし， topicalityをもった名詞がrhemeにあってもそれ

が主部にあるのであれば，独特な意味を表現しはするが同一指示は成り立つ

0
 

・「ノよ・え一言シ」

Reinhartの次のような文もこのような観点から説明できょう。

ag a The jokes about her boss pleased each of the secretaries. 

b The jokes about each other amused the neighbours. 

c Everyone's mother thinks he's a genius. 

d Nobody's students should respect him. 

e Felix's mother thinks he's a genious and so does Sieglfried's 

mother. 

f The friends of Fe!ix respect him， but the friends of Siegfried 

do not. 

g Some friends of Felix respect him and so do some friends 

of S iegfried. 

。9)a， bでは，それぞれeachof the s巴cretaries，the neighboursがtheme

で topicとなっている o c， dはQuantifiedNPではあるが themeである

主部の一部である o e は Sloppyreading7デ可能， f， g はSloppy reading61 

が不可能として挙げられた例であるが， これらの例はまた eでは主部がi
theme， f， gでは主部は rhemeの一部と解釈できる o Sloppy readingの

可能，不可能ということを別にすると各例の前半部では主部が themeであ

るとrhemeであるとを問わず、そこに topicalityをもっFelixがある。このよ

うに主部の中にある名詞は後方の代名詞と同一指示となっている O しかし，

次の (40)a， c はそれぞれ eachof the students， Tomは主部の一部ではあ

るが，同一指示は不可能で、ある。
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(40) a *The mother of巴achof the students kissed him 

b Tom's mother kissed him. 

c *It was Tom's moth巴rwho kissed him. 

d *Tom's sudden appearance astonished him. 

巴 John'smother was disappointed in him. 

(40) aは主部がrhemeであると解釈できる。また， bの主部はthemeと解釈す

るときは同一指示が可能と忠われるが， rhemeと解釈されるときは cのよう

に同一指示が不可能になるように忠われる o dでは主部をthemeと解しでも

rhemeと解しでも同‘指示は不可能のように思われる。 eの主部も theme，

rhemeのいずれの解釈もありうるように思われるが，同一指示であると言え

るのは themeと解釈した場合であろう。 dを除いたその他の例からは主部が

themeと解釈できるときのほうが，単に主部の場合と I3うよりも同一指示と

解釈できる可能件.が高L、と言えるであろう。 しカか、し， t凶hemeであれr巾.1七he凹meでで、

Jあうれ主部に t臼op戸lCωal日it匂yのある名凋があれぱ同

にt臼Opl叩calit句yのある名詞があつても themeでで、なけれぱ同」指示が成り立たな

い場合の区別の問題は残る O また dのような例は意味の 1".からの検討も必

要であろうと思われるが，今後の課題としたい。

N.おわりに

C統御の関係が成り立たず，名詞，代名詞の照応に関しては文脈に応じて

自由に判断できる文について照応関係が成り _V*っと判断した場合，照応関係

の成立に関係すると思われる点があるかどうか あるとすればどのようなも

のであるかを探ってきた。単一の文を対象にしたとはいえ，これらの文は現

実の文脈の中で用いることが可能で、あるという前提のもとに取り上げられて

いるものであるから，特にこの問題を語用論的な観点から検討する場合は，

対象文はその中で名詞，代名詞の同一指示を成り立たせるような文脈の中か

ら取り出された単一の文であるということが前提である。そのような前提の

もとに単ーの文を構成している諸要素を手掛かりにして同ー指示を成り立た
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せる条件をさぐった訳である O 本稿では 文中の topicalityを持っていると

思われる名詞に者目した O 名詞に topicalityがあるかどうかということもそ

の名詞の文脈の中での使用のされかたに関係するであろう O そして，このよ

うに判断される名詞は概して文中のthemeの部分にあり後方の代名詞と同 A

指示になるように筆者には受け取れた。 themeやrhemeは本質的には文脈の

中での情報の伝達の仕方と関係して考えられる要素であるから，文脈を離れ

た単一の文だけからと、、の部分がthemeであるかを判断することは難しいこと

もある。しかし，名詞と代名詞が同一指示であるように解釈するには名詞が

topicalityをもち，そして，そのような名詞は概して theme部分の構成要素

となりがちであると判断すると都合が良いように思われた。 themeやrheme

には，主部や文の前の位置に立つ要素がなるのが普通であるが必ずしもそう

とばかりは言い切れない。主部がrhemeと考えられる場合もある。そして，

そこに topicalityをもった名詞があり後方の themeの中の代名詞と同一指示

が成り立っている例もあった。 rhemeである述部の中に名詞がありその名詞

が特別な意味をtl{うときthemeである主部の中の代名詞と同一指示となる例

もあった。このように，名詞がthemeの中にあるか rhemeの中にあるかとい

うことだけで簡単に名詞と代名詞の同一指示の有無を決めてしまうことはで

きな L、。また，血..4でみたように主として意味によると考えられるような

場合もあった。本稿では， c統御が成り立たない例だけを対象にしたが，こ

こで取りあげたような語用論的な観点から， c統御が成り立つとされる例を

検討してみることも必要で、あろう。構成要素聞の統語的支配関係と語用論的

観点からの基準の両方からみた場合，名詞と代名詞の照応関係はどのような

様相を呈するであろうか。
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註

1) 用例は数例を除いですべて参考にした書物の中で用いられているものを

借用した。従って，同一指示の可能，不可能の判断もそれらの書物の著

者による。尚*を付した文は NP's聞に同一指示が成り立たないこと

を示すためのもので，非文法的であることを示すためのものではない。

一人称，二人称の代名詞はここでの対象ではない。

2) 統率者 (governor) を含めてα を最も直接に支配するSまたはNPをα

の最小統率範ちゅうという。

(1) Felix expects that Cs he will de electedJ. 

(2) I like CNP the soldiers' pictures of them(selves) J. 

(1)では，従属節の主語heは統率者に統率され， VPを含む最小の Sまた

はNPは角括弧の Sであるから，この Sが最小統率範ちゅうである。 (2)

では them(selves)は統率者ofを含む最小のSまたはNPは角括弧のNP

であるから，この N Pが最小統率範ちゅうである。 v.Leinhart (1983)， 

p.l39 

3) 普通，文脈内で旧情報を担う部分がtheme，その旧情報を土台として新

情報を付け加える部分が rhemeと呼ばれる。 theme，rhemeは文法上の

主部，述部と重なることが多いが，文法上の単位ではなく情報の伝達の

上で考えられるもので，必ずしも主部，述部と重なるものではない。

themeのことを topicと日子ぶこともあるが， ここでは， topicとかtopi-

calityのある名詞というときは， themeとは違った意味で用いた。特に，

相手の注意をその語に引き付ける効果を発揮するために用いられた名詞

をtopicとか topicalityのある名詞を呼んだ。次の例を見られたい。

(1) Isra巴l'sForeign Minister， S imon Peres， who is also head 

of the Labor Party， threatened last week to try to break up 

the country's 31-month-old government over the issue of a 

propos巴dinternational peace confernce on the Middle East. 

(The New York Times， Weekly Review， May 10， '87) 
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(2) Women in particular seem to seek Telly out， although there 

are some who consider him the most unlikely international sex 

symbol sinec Henry Kissinger. Certainly he doesn't look like the 

conventional concept of a sex symbol: his nose seems to have 

been acquainted with one too many fists， his ears stand out 

from his head like the open doors of a taxicab， and his body-

underneath the carefully tailored clothes and the expensive 

jewelry-is unmistakably half a century old. But Telly's beauty 

may be more than skindeep. (Newsweek， August 16， '76， p.39) 

(1)では新聞記事の冒頭の部分に SimonPeresが導入されているが，修

飾要素による十分な特定化も預かつてこの人物が topicであることが読

者には明瞭に理解できる O 冒頭であるから先行する文脈はなく，その点

では!日情報ではないが修飾によって十分特定化されることによって読者

には既知情報のように受け取れるようになるであろう O つまり， theme 

にかわるであろう。 (2)はTellySalavasについての雑誌記事の中ほどか

ら採った文で，すでに Tellyという名前は導入ずみである O 代名詞を用

いても，十分誰のことを指しているかわかる文脈にありながらも，敢え

て名詞を用いることによって読者の注意をこの人物に強く引きつけてい

る。筆者はこのような名詞を指して topicとかtopicalityを持った名詞と

呼んだ。

4) q.v. Bolinger (1979) pp.293-294 

5) v. Rei出 art(1983) p.57 note 9 

6) Sloppy Identity Interpretationの可能な巴では代名詞は束縛変項と解

釈されるがではそのように解釈できない。

(39) e Felix(入x(x's mother thinks x's a genious)) and Siegfried 

(入x(x's moth巴rthinks x's a genious)). 

S loppy Identi ty Reading 

f The friends of Felix (入x(x respect him).) 
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Non Sloppy Identity Reading 
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A Comedy of Errors -D. H. Lawrence's “The Captain's Doll" 

Akio Terada 

Abstract 

O.H. Lawrence's three novellas，“The Fox，"“The Ladybird" and “The Captain's 0011，" 

were meaningfully published in one volume in 1923. These works have many elements in 

common: objective style; title images; demon levers; open ending; and disordered rela 

tionships between sexes and the theme of resurrection. But the narratives and devices 

through which the thematic development is actualized have a wide range of variety. The 

present essay will single“The Captain's Ooll" out from the three， touching upon the other 

two if necessary “The Captain's 0011，" as is often with Lawrence's fiction， has been ex-

posed to unfavourable comments with the exception of a handful of critics like F.R. Leavis 

who highly values this novella in his two books. Curiously enough， most commentators 

have pointed out its comic aspect but their treatments are done at a serious level. Charac 

teristic is its lightness sustained throughout this tale. As a work of pure comedy emphasis 

is here laid upon the minute analysis of principal actors which 1 believe is of much use to 

accept the ending as a proper one. The story is written in an objective style， with the au-

thor detached from his discursive doctorine. Main characters are handled like puppet-like 

figur巴s，which serve戸tomake the theme of male domination clear 

In a sense Lawrence was a novelist who persistently wrote of human rela-

tionships一一 mainlybetween man and woman. That his life was devoted to estab← 

lish the ideal relationship is no exaggeration. Three novellas，“The Fox，"“The 

Ladybird" and“The Captain's Doll，，，l) all written by the end of 1921， also deal 

with man-woman relationships， but in a new light. The central themes of these 

tales are invariably male domination and female submission. The setting of the 

drama varies; rural England， the city of London and occupied Germany， but the 

time is all during or after World War 1. Male protagonist is a soldier， a war-

prisoner and a captain respectively. As 1 have discussed before the two novel-

，，2) 
las，“The Fox" and “The Ladybird，""1 main focus in this essay will be put on 

“The Captain's Doll." 
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1.“The Mortal Coil" 

During the twenty years of his writing career Lawrence produced seven short 

novels， or novellas. He was an economic writer. Three novellas in question were 

products from the earlier short stories “The Fox，" for instance， was a leng 

thened“You Touched Me，" written in June 1916， and “The Ladybird" was an en-

larged version of “The Thimble，" writtεn in October 1915. In a similar fashion 

“The Mortal Coil" was turned into“The Captain's Doll." The relevance between 

“The Fox" and “You Touch Me" or between“The Ladybird" and “The Thimble" 

is treated in my two articles mentioned above. Before discussing“The Captain's 

Doll，" 1 will survey the precursory piece，“The Mortal Coil." 

“The Mortal Coil" was originally begun in October 1913 when Lawr巴nceand 

Frieda were staying in Italy. Th巴nit was revised in October 1916 and finally 

publisshed by Seven A rts in July 1917. And it was only in 1968 that the story 

rr 3) was collected in Phoenix 11 

The story begins with' the scene of a young woman in the room waiting for 

her lover Lieutenant Friedeburg. When he appears， we know that he is distress-

ed by a great deal of debt from gambling. He is afraid of being discharged from 

the army. To him the military code is everything. Having failed that code by 

，4) 
habitual gambling， he finds himself nothing， a ‘rag of meaningless human life.' 

In such depressed mental situation， Friedeburg cannot develop successfully his 

r巴lationwith a mistress， Marta. She rails him passionately， criticizing，“If they 

take your uniform off you， and turn you naked into the street， you are still your-

self' (p. 72) . But he， who puts highest val田 uponthe military world of men， 

never approves of Marta's argument 

His self-mistrust was too deep. Ultimately he had no belief in him-

self， as a separate isolated being. He knew he was sufficiently clever， 
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an aristocrat， good.looking， the sensitive superior of most men. The 

trouble was， that apart from the social fabric he belonged to， he fe1t 

himself nothing， a cipher. He bitterly envied the common working-men 

for a certain manly aplomb， almost stupid self-confidence he saw in 

them. (p.70) 

Friedeburg thinks himself no more than “a cipher" if he is dismissed from the 

military organization. He knows well that the world of men from which he takes 

his value is his mistress beyond any woman though he wishes in his heart it is 

not so. Really he loves Marta “far better than men usually love their mistresses" 

(p. 71) • Though not finding a way of solving his debt-problem， he decides to 

spend the night with Marta terrified by her threatened departure. Rising before 

dawn with Marta remaining still in bed， Friedeburg leaves for the military ma 

neuvers. Once he puts on his uniform， he feels himself safe in spite of his per-

sonal problems. It is only the mask of uniform that brings him inner stability 

Ah! this was life! How sweet， sweet each tiny incident was! How 

sweet to Friedeburg， to give his orders ringingly on the frosty air， to 

see his mεn like bears shambling and shuffling into their places， with 

little dancing movements of uncouth playfulness and resentment， be 

cause of the pure cold 

Sweet， swee it was to be marching beside his men， sweet to hear the 

great thresh-thresh of their heavy boots in the unblemished silence， 

sweet to feel the immense mass of living bodies co-ordinated into one-

ness near him， to catch the hot waft of their closeness， their breathing. 

Friedeburg was like a man condemned to die， catching at every im-

pression as at an inestimable treasure. (p. 79 -80) 

「「
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After experiencing his soul's exaltation， Friedeburg returns to his room to 

find. both Marta and her friend Teresa dead， suffocated by smoke from the 

stove. Interrogated by the police， he realizes that the“quick of him was pierced 

and killed" (p. 83)， becoming a living dead. Not only dose the uniform cover his 

physical body but chains his conscious world. The incident reveals that Friede. 

burg， taken his uniform off， is nothing but a false being with neither power to 

live nor power to love. The story ends， leaving Friedeburg without any clue to 

resurrection. 

“The Mortal Coil" may be summarized as follows: Lawrence describes iron. 

ically and symbolically the automatic aspect of military organization that is 

ruled by inhuman discipline and order. A man in such society brings nothing 

fruitful to his relationship with his lover and fails to find a way out. It is evi 

dent that the predominant undertone of the story comes from Lawrence's hatred 

and mockery of the militarism or the war. We can find similar thought in 

another short story “The Thorn in the Flesh，" written at the same period. 80th 

pieces are tragic (or comic) stories about the heroes who fall into the morass of 

difficulties and try to establish male identity unsuccessfully due to the obstacles 

of 'mortal coil' and ‘thorn in the flesh.'5) 

Lawrence created“The Captain's 0011，"“a very funny long story.'心) from 

“The Mortal Coil，"“a first-class story， one of my purest creations.，，7) And the 

author himself characterized the novella along with “ThεFox" as being“so mod 

，，8) ern， so new: a new manner."o， The names of the charact巴rsin the short story 

are changed in the novella as follows: Lieutenant Friedeburg to Captain Hep-

burn; Marta Hohenest to Countess lohanna zu Rassentlow (Hannele); Teresa to 

8aroness Annamaria von Prielau→Carolath (Mitchka). 80th men and wemen in 

the novella are no longer young as they are in the forerunner. Hepburn is for 

ty-one and is married to an eight years older woman， with two children between 
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them. But these superficial differences are of little importance to us. The rele-

vance between story and novella is also very subtle. Sure.ly there are some simi-

larities: the opening scene with a woman waiting for her lover; the strained rela-

tionship between them; the setting of the bedroom; the red dresses worn by Mar 

ta and Hannele; and the indecisive attitude to their difficulties on the part of the 

heroes. But seen from the viewpoint of thematic probrem， both works have little 

relevancy between them. The central theme of rnale identity in“The Mortal Coi.j" 

is altered to the theme of resurrection in“The Captain's DolI" as in the other 

two novellas. Both “You Touched Me" and “The Fox" emphasized "touch' as the 

indispensable for the accomplishment of the ideal relationship. In “The Thimble" 

and “The Ladybird，" the "thimble' played a significant role as a symbol of resur-

rection. Read in conjunction with the precedent stories，“The Captain's Doll" 

stands out in its loose relevancy 

It is well known that“The Mortal Coil" was written based on an actual epi-

spde of Frieda's father， Baron von Richthofen.91 Lawrence followed the source 

faithfully; besides， the revision of 1916 seems to be done in a small way. At a 

bout the time when Lawrence was working on this novella， he .had finished writ 

ing his“pseudo-philosophy" (as he called it)， Fantasia 01 the Unconscious. All the 

pieces discussed here except “The Mortal Coil" reflect their influences from the 

philosophy to various extent， and vice versa. This means that “The Mortal Coil" 

we have remains almost the same as the 1913 version. One can discern the dis-

tinction definitely between prewar stories and wartime， or postwar ones con 

cerning the writer's thematic tendencies. Lawrence's intention moves from male 

identity to resurrection through a new type of relationship between sexes101 A 

r巴turnedsoldier Henry Grenfel in“The Fox，" a war-prisoner Count Dioys in 

“The Ladybird" and a Scottish captain Alexander Hepburn in “The Captain's 

Doll"一一 theyare all the heroes who appear on the stage to realize their ideals 
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ll. Old Love 

Now 1 have reached the point where 1 shall begin to discuss “The Captian's 

Dol1." This novella is c1early divided into three parts in its narrative de-

velopment: part 1; Ch. 1 -Ch. vn (C 1 -44)， part II; Ch. vm-Ch.噛 (C44 

57) and part m; Ch目XlV-Ch. XIX (C 57 -86). Of course part II， the shortest， 

is less important. And each part gives a different impression and is narrated in 

a completely different background. For these reasons and others 1 regard this 

novella as a theatrical performance. For convenience 1 shall call part 1 Act 1， 

part II Interlude and part m Act II in my text. Two chapters hereafter will be 

given to look at two types of love， old love in Act 1 and new love in Act II. 

Hann巴leis a refugee in defeated G巴rmanyand is forced to work for living， 

making and selling little dolls with her friend Mitchka. At the opening scene she 

is putting the finishing touches to the doll which is日ladeof her lover Hepburn 

Soon after Mitchka and his men Martin exeunt， Hepburn enters with a probrem. 

The military authority through his wife's letters is aware of Hepburn's involve 

ment with a German woman. His superiors advise him to go on leave to visit his 

wife， but he cannot make up his mind. When Hannele asks Hεpburn if he will 

leave for England， he just answers，“1 don't know. 1 don't know" (C 9 ). In Act 1 

outstanding character of Hepburn is his inability and inactiveness. He cannot 

give Hannele any indication as to his plans or intention. 80th Friedeburg and 

Hepburn are men of indecisiveness. They are unable to suggest anything about 

their future. 

“The future! The future! The future is used up every day. The future 

to me is like a big tal1g1e of black thread. Every morning you begin to 

untangle one loose end - and that's your day. And every evening you 

break off and throw away what you've untangled， and the heap is so 
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much less: just one thread less， one day less. That's all the future mat-

ters to me." 

“Then nothing matters to you. And 1 don't matter to you. As you say， 

only an end of waste thread，" she resぉtedhim. (C 12) 

The above quotation reveals Hepburn somewhat self-contemptuous and nihi-

listic. Even when criticized bitterly by Hannele， he crossly responds，“I'm not 

important a bit. I'm not important a b出" (C 10) IJ) Then why is Hannele 

attracted to such a man? ln spite of repulsion on her consciousness， she cannot 

resist the magical power emanated from his physical presence. 

She couldn't help being in love with the man: with his hands， with 

his strange， fascinating physique， with his incalculable presence. She 

loved the way he put his feet down， she loved the mould of his loins， 

she loved the way he dropped his head a little， and the strange， dark 

vacancy of his brow， his not-thinking. (italics mine. C 11) 

ln some ways Hannele parallels March in“The Fox" who， at her first glance 

of Henry，“already under the influence of his strange， soft， modulated voice， 

stared at him spellbound" (F 10). And also in “The Ladybird" it is Diony's dark 

eyes that make Daphn巴 visitthe hospital repeatedly despite of her resolution 

that she wil¥ not see him again. It is as if“W ords mean so little. They mean no-

thing" (C 11) . ln these novellas principal characters who are in Lawrence's 

favour are not endowed with such kind of attractivenesses that receive general 

approval. Their attractivenesses cannot be considered from the conventional 

criterion but from the author's own terms. Lawrence values something intuition 

al and physical above something intellectual and spiritual. Thus the outward de-

scription of the protagonists manifest some characteristics and one of these ex 
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amples is seen in the symbolism of darkness. Darkness implies in Lawrence's 

stories the unconscious world full of vital life. This is one reason the heroes are 

depicted as demonish lovers. So with Henry or Dionys. Nevertheless， Hepburn in 

“The Captain's Doll" seems to be lacking in qualifications as a demon lover. ln-

deed when “he turned， his dark eyes seemd very wide open，" but his“black hair 

was growing grey at the temples" (C 7) . With his indecisive町 ss，Hepburn is 

demonish in a smaller way than Henry and Dionys who always give out mystic 

aura around them. 1 believe this has much to do with Lawrence's intention of 

making this novella a comedy (to which 1 shall turn shortly). 

In his fiction which treat the triangular relationships， we find Lawrence em 

ploying much the same dramatic strategy. Frequent pattern is that the hero res-

cues the neutral woman from the antagonist. This is roughly true with these 

novellas. But the neutral beloved does not always play the role of answerer to 

the male. To be exact， the mutual or complementary force between them func 

tions equally. Then why is it that Hepburn is attracted to Hannele in“The Cap-

qain's Doll"? Lawrence shows Hannele as she“was a fair woman with dark-

blond hair and a beautiful fine skin. Her face seemed luminous， a certain quick 

of life about it as she looked up at the man" (C 5). But in Act 1 it seems that 

Hepburn is unable to recognize fully her“quick of life." There is still a great 

distance to go before they reach their final reconc、iliation.

While Hepburn makes no decision， his wife comes to visit Germany. Since the 

day after Mrs. Hepburn's arrival， Hepburn's charm does not work on Hannele 

At that time he happens to be away on some duty for three days. 

Now he was absent she couldn't even imagine him. He had gone out 

of her imagination， and even when she looked at his doll she saw noth-

ing but a barren puppet. And yet for this dead puppet she had been 

compromising herself，now， when it was so risky for her to be compro-

56← 



A Comedy of Errors -D.H. Lawrence's“The Captain守sDoll" 

m悶 d.(C 19) 

When he was present， he seemed so terribly real. When he was ab-

sent he was completely vague， and her own men of her own race 

seemed so absolutely the only reality. (C 19) 

We can find similar descri ption in“The Fox." After Henry at last gets the 

promise of marriage at Christmas， he returns to his camp. Lawrence shows 

March as she saw him off at the station:“Failing his physical presence， she 

seemed to have nothing of him. And she had nothing of anything …" But him 

，himself， and what he was ~ she knew nothing， she had nothing of him when he 

left her" (F 55). Under the influence of Banford， March brings herself to write 

him a letter of renunciation. Much like March， Hannele can not feel‘mystery' 

without the physical presence of Hepburn. This idea of course comes from Law-

rence's charge against the spiritualism or intellectualism as 1 have already re 

marked. Though she possesses his doll， it does not substitute for Hepburn: doll 

is doll. In addition， when Hannele is forced to listen to what Mrs. Hepburn says 

about the history of their marital life， hatred of Hepburn overspreads her 

“1 don't say he's perfect. But whatever else he did， he's never be un-

kind， and he couldn't be brutal. He just couldn't. He'd never tell me a 

lie ~ 1 know that. But callous brutality， no， thank goodness he hasn't a 

spark of it in him. I'm the wicked one， if either of us is wicked." The 

little laugh tinkled.“Oh， but he's been perfect to me， perfect. Hardly a 

cross word. Why， on our wedding night， he kneeled down in front of 

me and promised， with God's help， to make my life happy. And 1 must 

say， as far as possible， he's kept his word. It has been his one aim in 

life， to make my life happy." (C 28) 
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This is a sheer caricature of a man who is despicable， far from a typical Law 

rentian hero， He is no more than a love-slave， denying his male identity. Before 

him we remember such a man in“The Ladybird，" where Basil returns home 

from the front wounded severely and kneels down in front of his wife Daphne. 

He suddenly knelt at her feet， and kissed the toe of her slipper and 

kissed the instep， and kissed the ankle in the thin， black stocking. 

“1 knew，" he said in a muffled voice.“1 knew you would make good. 1 

knew if 1 had to kneel， it was b巴foreyou. 1 knew you were divine， you 

were the one - Cybele - Isis. 1 knew 1 was your slave. 1 knew. It has 

all been a long initiation. 1 had to learn to worship you." 

He kissed her feet again and again， without the slightest self-

consciousness， or the slightest misgiving. (L 39) 

As H.M. Daleski points OUt，12l Lawrence portrays this love-scene as typical of 

“ecstatic， deadly love" with the extremity of irony. When Dionys says “the 

wh山 dsepulchre of the true love，" he means this kind of “white love" (L 27) . 

Then what is Hepburn's opinion of his wife? To the astonishment of Hannele， 

his explanation about their matrimonial relationship is to affirm his wife's story 

After detailing his wife's death， Hepburn begins to confess the truth. When he 

was a boy， he caught a bird， a black-cap and kept it. He loved it with his whole 

heart and soul， boy-like， but in quite a few days it died. The feeling that he got 

from the black-cap came back again when he saw her for the first time. To Hep-

burn she was a caged-bird， his dear lady， and he treated her as such 

“1 always felt she was born in the wrong period - or on the wrong 

planet. Like some sort of delicate creature you take out of a tropical 

forest the moment it is born， and from the first moment teach it to per 
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form tricks. You know what 1 mean. All her life she performed the 

tricks of life， c1ever litt1e monkey she was at it too. Beat me into fits. 

But her own poor litt1e soul， a sort of fairy soul， those queer Irish cre 

atures， was cooped up inside her all her life， tombed in. There it was， 

tombed in， while she went through all the tricks of life that you have 

to go through if you are born to-day. (C 41) 

But Hepburn has made one mistake， missing another aspect of Mrs. Hepburn 

She is indeed a dear lady but at the same time she is practical enough to resort 

to the British military authority to get rid of her rival， even if mistakenly， from 

the occupied regions. And she writes Hannele a threatening letter in order to 

buy the not-for-sale doll. It must be noted that Mrs. Hepburn is also one of the 

'possessive and devouring women' familiar in Lawrence's fiction. The break 

down of triangle by the death of Mrs. Hepburn does bring no satisfactory result 

in the development of the relationship between Hepburn and Hannele. He says 

he did not know what to do except try to make his wife happy and got immense 

relief by observing the moon. He proves to be an abject specimen. Act 1 ends 

with their separation from each other 

(Interlude) 

Parting from Hannele， Hepburn goes back to England to settle his affairs and 

decided to leave the armv as soon as he can be free. But he does not recover 

from the shock of his wife's death， feeling that “the emotional flow between him 

and all the people he knew and cared for" (C 44) is broken. He can not even 

think of Hannele in a helplessly depressed situation. Hannele is now in the Au-

strian Tyrol and engaged to marry the Herr Regierungstrat von Poldi who is 

approaching fifty: her motto is that “Life is all a choice" (C 38) . The quest for 

new mode of love is continued on the stage of a glacier. Hepburn in Act II is a 
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thoroughly changed man， no longer a man of indecisiveness as he was in Act 1. 

But the process of his change is not described in a convincing way. Readers are 

given only an apologetic explanation by Lawrence himself who suddenly in十

trudes the drama， using a somewhat nineteenth century phrase，“our dear cap. 

tain" (C 45) 

Nevertheless， a man hasn't finished his life at forty. He may， how 

ever， have finished one great phase of his life 

And Alexander Hepburn was not the man to live alone. All our trou 

bles， says somebody wise， come upon us because we cannot be alone. 

And that is all verv w巳11.We must all be able to be alone， otherwise we 

are just victims. But when we are able to be alone， then we realize that 

the onlyア thingto do is to start a new relationship with another - or 

even the same一一 humanbeing. That people should all be stuck apart， 

like so many telegraph.poles， is nonsense. 

So with our dear captain. He had his convulsion into a sort of tele. 

graph.pole isolation: which was absolute!y necessary for him. But then 

he began to bud with a new yearning for - for what戸Forlove'l (C 45) 

It seems that when Lawrence came to an end of Act 1 ， he found himself 

bogged 13) just as he finished writing Part 1 of Mr. Noon， published in 1984 in its 

full form. At the very end of part 1， the author Lawrence screams，“Oh Deux ex 

machina， get up steam and come to our assistance， ... So， Deux ex machina， come 

Come， God in the Machine， Comel，， 14) But after all in that novel Mr. Noon， the 

hero in Part 1 is altogether different from the one in Part II. Some critics go so 

far as to say that it [ Part 1 I、houldhave remained unpublished.，， 15) But this 

time Lawrence got over the difficulty less unsuccessfully， because we know that 

Hepburn has paid the price through“passional changes" (C 44):“it needs a sort 
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of catac¥ysm to get out of the old world into the new. It needs a v巴rypainful 

，16) 
shedding of an old skin.' 

m. New Love 

This new Hepburn presents obedience instead of love as a key word to the 

new human connection. But Hannele still insists on the supremacy of love: love 

is everything 

“If a woman honours me - absolutely from the bottom of her nature 

honours me - and obeys me because of that. 1 take it， my desire for 

her goes very much deeper than if 1 was in love with her， or if 1 adore 

her." 

“It's the same thing. If you love， then everything is there - all the 

lot: your honour and obedience and everything. And if love isn't there， 

nothing is there，" she said. (C 83) 

Lawrence， with the ending of the war， claims that the time has come for a new 

type of relationship to be established between men and women. In another com 

panion novella “The Ladybird，" we can hear almost the same conversation. Like 

Hannele， Basil is an enthusiastic follower of love while Dionys tries to find more 

adequate word beyond love 

The Count [ Dionys 1 slowly shook his head， smiling slowly and as if 

sadlv 

“No，" he said “No. It is no good. You must use another word than 

love." 

“1 don't agree at all，" said Basil 

“What word thenγ， blurted Daphne 
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The Count looked at her 

“Obedience， submission， faith， belief， responsibility， power，" he said 

slowly， picking out the words slowly， as if searching for what he 

wanted， and never quite finding it. (L 48) 

At the end of“The Fox，" Henry is waiting for March's“surrender" (F 69) ; 

“He wanted to make her submit， yield， pass away out of all strenuous conscious 

ness. He wanted to take away her consciousness， and make her just his woman. 

Just his woman" (F 68). We can clearly see the germ of a new thought emerging 

in these novellas; a thought which is closely related to the later novels， so-called 

leadership novels. After establishing the relationship with women based on 

obedience， men must go to do a creative work for the great purpose. Fantasia of 

the Unc仰 SC10USsays，“The next relation has got to be a relationship of men to-

ward men in a spirit of unfathomable trust and responsibility， service and lead 

ership， obedience and pure authority. Men have got to choose leaders， and obey 

them to the death. And it must bεa system of culminating aristocracy， society 

tapering like a pyramid to the supreme leader.バ7) The drama “The Captain's 

Doll" comes to an end when Hannele accepts Hepburn's proposal unconditional 

ly， declaring the triumph of male dominance 

N. A Comedy of Errors 

18) 
Although in his two books <0， F.R. Leavis discusses favourably“The Captain's 

Doll" in an extended treatment. this novella has received little criticism. Even in 

book-length studies of Lawrence's fiction， the tale is seldom given more than two 

or three pages of treatment. Of articles， there are but a few. And what is more 

surprising， there are few critics whose focuses are placed on the comic aspect of 

this tale. At thεbeginning in his earlier criticism of “The Captain's Doll，" Leavis 

offers this commentary summarizing the three novellas: 
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The success of The Ladybird depends on the maintaining of a grave 

and noble seriousness， earnestly and prophetical1y poetic，… And The 

Fox， in establishing so perfectly the homely lower-middle-c1ass ordi-

nariness upon which its effect depends， doesn't go in for humor or 

irony. But that humors and irony and al1 the liveliness of a refined and 

highly civilized comedy are to be essential to the mode of The Captain's 

19) 
Doll we know at the very outset. 

But immediately after this initial statement， Leavis commences critique at a 

serious level. Thus far in this essay 1 too have analyzed this novel1a from the 

thematic viewpoint. Here 1 want to scrutinize the humourous and ironical ele-

ments of the tale. Comical atomosphere is sustained throughout Act 1 . When 

the story begins Hannele is completing a dol1 of Hepburn，“doing something to 

the knee of the mannikin， so that the poor little gentleman flourished head down-

wards with arms wildly tossed out" (C 3) . This first comical scene serves to 

define the story as a comedy. The dol1 which Hannele manipulates is nothing but 

a lifeless copy and also a product motivated by her dissatisfaction with her love 

relationship. It reveals that Hannele is a self-centered and possessive woman. In 

that sense she belongs to the same group of women as Mrs. Hepburn does， 

which is exemplified as wel1 by the fact that the dol1 is not for sale. But of 

course it is Mrs. Hepburn who is handled with the extremity of ridicule. As 

soon as she makes her appearance on the stage， this drama begins to assume a 

farce. Indeed she is a heroine in a farce， wearing“a dress of thick knitted white 

silk， a large ermine scarf with the tails only at the ends and a black hat over 

which dripped a trail of green feathers of the osprey sort" (C 15) . She wears 

“rather a lot of jewel1ery， and two bangles tinkled over her white kid gloves as 

she put up her fingers to touch her hair， whilst she stood complacent1y and 

looked around" (C 15). She always laughs “her tinkling litt1e laugh" (C 16). She 
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takes Mitchka for her husband's lover， thus starting a comedy of errors. Mrs. 

Hepburn invited Hannele to the tea.party in order to get more information about 

the affairs and to find a solution. When H叩 burnjoins them， the farce reaches a 

climax 

“Ah， Countess Hannele一一 mywife has brought you along! Very nice， 

very nice! Let me take your wrap. Oh yes， certainly …" 

“Have you rung for tea， dear?" asked Mrs. Hepburn. 

“Er - yes. 1 said as soon as you came in they were to bring it." 

“Yes - well. Won't you ring again， dear， and say for three." 

マes- certainly. Certainly." (C 25) 

“Alec， dear，" said Mrs. Hepburn‘“Y ou won 't forget to lea ve that mes 

sage for me at Mrs. Rackham's. I'm so afraid it will be forgotten." 

“No， dear， 1 won't forget. Er - would you like me to go round nowγ' 

Hannele noticed how often he said‘er' when he was beginning to 

speak to his wife. But they were such good friends， the two of them 

“Why， if you wωld， dear， 1 should feel perfectly comfortable. But 1 

don't want you to hurry one bit." 

“Oh， 1 may as well go now." 

And he went. Mrs. Hepburn detained her guest. (C 26) 

Hepburn here plays the role of a servant， a fool.like figure. This scene re. 

minds me of a Shakespearian drama， 1 Henly N， to cite one example， in which 

Prince Hal and Points are teasing the tapster Francis at the Boar's Head Tavern 

in Eastcheap. 

Fran. Anon， anon， sir. Look down into the Pomgarnet， Ralph 

Prince. Come hither. Francis 
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Fran. My lord? 

Prince. How long hast thou to serve， Francis? 

Fran. Forsooth， five years， and as much as to 

Poins. [Within] Francis! 

Fran. Anon， anon， sir. (1I.肌 38-44)20) 

Poins. [Within] Francis! 

Fran. Anon， sir 

Prince. How old art thou， Francis? 

Fran. Let me see - about Michaelmas next 1 shall be 

Poins. [ Within] Francis! 

Fran. Anon， sir Pray stay a little， my lord. (ibid. 51-57) 

It is as if Hepburn's“Yes， certainly"echoes Francis'“Anon， sir." After Hep 

burn leaves the room， Mrs. Hepburn falls into her longwinded chatter， with a 

hearer Hannele who， taken aback， is just sitting， putting“her fingers to her ears 

to make sure they were not falli昭 off"(C 27). She even consults Hannele about 

what they are to do to protect her husband， thinking Hannele her friend. A few 

days later she threatens in a letter to send away any persons deemed undesir. 

able with the help of her friend Major-General. It is a fine caricature when Mrs. 

Hepburn says she is“the last person in thεworld to bear malice" (C 33). 

In Act 1 Scene V (Ch. V) in which whole of the description is done by using 

a so-called represented speech， Hannele repeats in her mind what Mrs. Hepburn 

said and is overwhelmed by the disgust against Hepburn，“the husband of the 

little lady" (C 36) . The way he says，“Yes， dear. Certa凶 y"to his wife annoys 

Hannele deeply and she is left in a suspended situation. Hepburn's charm does 

not work on her after his wife's arrival. She cannot decide upon which is real 

he: the man with the vulgarity of the husband of the little lady or the man with 
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a mystic charm that has cast the spell on her. But the obstacle， Mrs. Hepburn is 

removed easily enough. Like in“The Fox，" a human life is sacrificed to develop 

the relationship between the two protagonists， Hepburn and Hannele. Mrs. Hep-

burn falls dead out' of her bedroom window of the hotel目 Thelast Scene of Act 

1 (Ch. VH) begins as follows: "And then a dreadful thing happened; really a 

very dredful thing" (C 39). Even the adjective‘dreadful' only serves to convey a 

comical tone. No reader is able to feel the sympathy for Mrs. Hepburn which 

should be felt in normal situation. Lawrence obviously expects us to accept her 

death as a proper treatment for a comedy. Unlike in “The Fox" where， apparent-

ly by accident， but with a deeper， more deliberate intention， a tree felled by 

Henry kills Banford， the obstacle is taken off in the accident that has nothing to 

do with the hero. Death does not occur in“The Ladybird." The rescue of Daphne 

from Basil is done in a tone of ‘tenderness.' While Banford is killed in a ‘violent' 

accident， Mrs. Hepburn exits from the stage with 'mockeries' of the audience. 

But just because Mrs. Hepburn is dead， it does not follow that “Jack hath Jill."Zl) 

The earlier comic tone' is diluted in Act II. Probably it is because the narra-

tive is concentrated on the serious aspect of the theme. But Mrs. Hepburn alone 

is not the character who plays a comedy of errors. In Act II Scene田 (Ch.日1)

in which both are climbing together up to the glacier， Hannele enjoys thinking to 

herself without knowing that Hepburn is rather a resurrected man. 

He wanted her to love him. Of this she was sure. He had always 

wanted to love him， even from the first. Only he had not made up his 

mind about it. He had not made up his mind. After his wife had died he 

had gone away to make up his mind. Now he had made it up. He 

wanted her to love him. (C 70) 

She is still a possessive woman， but the audience refuses to accept it too 
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seriously because Lawrence takes a comic view of all the actors. While they are 

climbing the glacier， Hepburn in their quarrel declares，“They [ The mountains [ 

are not bigger than me" (C 69)目 Atthis Hannele cannot help retorting，“You 

must suffer from megalomania" (C 70) . We remember that this same Hepburn 

said to her in Act 1，“I'm not important a bit. I'm not important a bit!" (C 10). 

There seems to Hannele no logic and no reason in what he feels and says. 

There are two more comic scenes performed in public in the remainder of the 

drama. One of them occurs when Hepburn alone tries to conquer the glacier in 

the third stage of the ascent 

Then he tried throwing his coat down， and getting a foot.hold on 

that. Then he went quite quickly by bending down and getting a little 

grip with his fingers， and going ridiculously as仰 fourlegs. (italics 

mine. C 74) 

Hannel is watching this ridiculous exhibition from below， calling him to come 

back， to the great joy of the other mountaineers. Hepburn exactly reminds us of 

Chaplin， but by no means of Ahab in Moby.Dickz2l And the final comic scene is 

played by the two of them. On their return journey by bus， Hepburn and Han 

nele continues their debate on love. They have to cry or speak loudly because of 

the noisy swaying bus. 

The car gave a great swerve， and she fell on the driver. Then she 

righted herself. It gave another swerve， and she fell on Alexander. She 

righted herself angrily. And now they ran straight on: and it seemed a 

little quieter. (C 81) 

ln spite of the graveness of the conversational subject， we are meant to feel 
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just as we felt when Mrs. Hepburn dropped out of the hotel window. So far 1 

have picked up several funny scenes to demonstrate that the comic devices are 

effectively employed for the development of the theme， resurrection. 

V. Symbolism 

It is one of the similarities seen among these three novel1as that the title 

image functions in each as a significant symbol. In “The Fox，" the fox is to Ban. 

ford and March the‘thorn in the flesh' that carries off their hens. They stand 

sentinel with their guns， but the fox is too quick for them. One evening when 

March is standing with her gun under her arm， the fox makes his appearance. 

But insted of shooting， March is spel1bound by the fox， by its knowing look， and 

comes to be obsessed by it. Soon after that， the moment Henry appears， March 

identifies him with the fox. Thus Henry.fox intrudes the“blank half of her mus. 

ing" (L 8) and plays the role of rescuer. The fox symbolizes the sterile rela 

tionship between the two women on the farm. When Henry kil1s the fox in order 

to destory the Henry.fox indentification， the fox.symbol also comes to an end 

In “The Ladybird，" the thimble which Dinoys presented Daphne on her seven 

teenth birthday functions chiefly as a symbol of resurrection. Dinoys asks her 

to sew a shirt for him with the thimble which has a gold snake at the bottom 

and a Mary.beetle [ladybird 1 of green stone at the top to push the needle with. 

According to one of the various versions concerning Dionysus， he was mangled 

to pieces by Titans and then reborn as new Dionysus. Thus sewing a shirt sug 

gest the rebirth of Dionys， Dionysus in this tale. And in the sacred ritual of 

Sabazios， vegetable spirit， a gold snake was used as a holy animal or god 

symbol. The thimble with a gold snake symbolizes not only the resurr巴ctionbut 

23) 
also the fertility. 

As for symbolism， Lawrence gives an explanation in Apocalypse:“Symbols 

mean something: yet they mean something different to every man. Fix the mean. 
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，，24) 
ing of a symbol， and you have fallen into commonplace of allegory.""~' A symbol 

that can be replaced by another thing will be a symbol no longer. SubtJe ambi-

guity is rather of much help toward the rich symbolism. The fox in“The Fox" 

may bear more similarity to March than to Henry.55) 

Despite of Lawr巴nce'sclear definition of symbol， the doll-symbol in “The Cap-

tain's DoJJ" conveys a strictJy univocal meaning. After seeing Mrs. Hepburn， 

Hannele is uneasy because she seems to have forgotten him in three days while 

he has been away. She asks herself “Why had she made his dolJ? Why had his 

doll been so important， if he was nothingγ， (C 18). Although the doll is not for 

sale， Mrs. Hepburn eagerly wants to buy it. Hannele agrees to send it. but later 

she makes up her mind that the little lady shall never have it because she di 

vines the riv.aJ's intentions. These facts manifest the possessive dεsire of female 

protagonists. But as we have seen in the previous chapter， Hepburn in Act 1 

rightly deserves“a barren puppet" (C 19). Thus the doll in【lubitablysymbolizes 

their barren triangular relationships. It is only when we arrive at the end of the 

drama that Hannele's question of the meaning of the doll.making is clearly 

answered by the resurrected Hepburn 

“The most loving and adoring woman to-day could any minute start 

and make a doll of her husband as you made of me." (C 83) 

“If a woman loves you， she'Jl make a doll out of you. She'Jl never be 

satisfied till she's made your doll. And when she's got your doll， that's 

all she wants. And that's what love means." (C 84) 

Unlike the fox in “The Fox" and the ladybird in“The Ladybird，" the doll is of 

course an inanimate object. And again unlike the other two novellas， the analogy 

between the symbol and the characters is a kind of anti-analogy - the doll is a 

lifeless copy with no magical power or charm which has been inspired in March， 
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Henry， Dionys and Daphne. The dolJ is given only nagative meaning in the cen 

tral theme of the novelJa， the fox and the ladybird vivifying the narratives and 

structures through which the themes are realized. 

In Act II instead .of the dolJ， the central image is the glacier which Hepburn 

and Hannele climb together in August. The batt1e is resumed on this glacial 

mountain side. Their responses to the surroundings and glacier are made in 

quite different ways. Hepburn hates and loathes them in his heart of hearts 

while Hannele is delighted， thrilled and excited. The description of the natural 

surroundings， fulJ of sexual metaphors， is mainly done through Hepburn's eyes 

This valJey was just a mountain cleft， cleft sheer in the hard living 

rock， with brack trees like hair fJourishing in this secret， naked place 

of the earth. At the bottom of the open wedge for ever roared the ram 

pant， insatiable water. The sky from above was like a sharp wedge 

forcing its way into the earth's cleavage， and that eternal f巴rociouswa. 

ter was like the steel edge of the wedge， the terrible tip biting in into 

the roek's intensity. Who could have thought that the soft sky of light， 

and the soft foam of water could thrust and penetrate into the dark， 

strong earth? (C 61) 

The glacier seems to him almost “obscene" (C 61). As they climb up， the man 

at the third stage of the ascent， identifies the glacier with the“great， deep furred 

ice-bear，"九即配nsesky-bear" with “paws of ice" (C 72) . But it seems to the 

woman “to hold the key to旦lJglamour and ecstasy" (C 73) . Thus to Hepburn， 

the glacier symbolizes female's adoring-Iove to be destroyed in order to show 

male-supremacy;“1 am bigger than the mountains." 

As is welJ known， the symbolic mountain also appears in Women in Love. In 

that novel it is Gudrun， like Hannele， who recognizes with wonder and ecstasy 
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that the snow-covered mountains are expressive of her desire. Gudrun and Ger-

ald climb up the Alpine slope to see the sunset. Their feelings toward the land 

scape is in a striking contrast. 

To her it was so beautiful， it was a delirium， she wanted to gather 

the glowing， eternal peaks to her breast， and die. He saw them， saw 

they were beautiful. But there arose no clamour in his breast， only a 

bitterness that was visionary in itself. He wished the peaks wer巴grey

and unbeautiful， so that she should not get her support from them. 

Why did she betray the two of them so terribly， in embracing the glow 

of the evening? Why did she leave him standing there， with the ice-

wind blowing through his heart， like death， to gratify herself among 

っ26)the rosy snow-tips 

Both of them find the destructiv巴 inthe mountains. But Lawrence inten-

tionally shows two patterns of behaviours to deal with it: Gerald， as a defeated 

man， chooses to remain in the snow to die， while Hepburn， as a resurrected man， 

tries to conquer it even in an ugly comical way. 

Generally speaking， the mountain-image in both Women in Love and “The Cap← 

tain's Doll" is expressive of something that should be denied in Lawrence's life-

philosophy. In his trav巴1book， Sea and Sardinia， Lawrence flees from the symbo 

lic Mt. Etna which seems to him a witch. 

But Etna herself， Etna of the snow and secret changing winds， she is 

beyond a crystal wall. When 1 look at her， low， white， witch-like under 

heaven， slowly rolling her orange smoke and giving something a breath 

of rose-red flameぃ・ Why，then must one go? Why not stay? Ah， what a 

mistress， this Etna! with her strange winds prowling round her like 
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Circe's panthers， some black， some white. With her strange， remote 

communications and her terrible dynamic exhalations. She makes men 

mad. Such terrible vibrations of wicked and beautiful electricity she 

127) throws about her， like a deadly net! 

But eventually Lawrence returns to it， attracted by the mountain's magic. He 

feels the mixture of repulsion and fascination. To be more exact， the mountain in 

Women in Love has two contrary symbolic meanings; the destructive and the 

sublime. It is only that Gerald is defeated by the destructive which is also per-

sonified in Gudrun， while Birkin and Ursula leave Europe， finding the fearful 

εlements in the sublime which exists beyond human power. The same thing can 

be said about “The Prussian Officer." At the very end of the story， after 

murdering his detestable officer， the orderly is also dying within sight of the 

luminous mountains. 

Then again， his consciousness reasserted itself. He roused on to his 

elbow and stared at the gleaming mountains. There thεy ranked， all 

still and wonderful between earth and heaven. He stared till his εyes 

went black， and th巴 mountains，as they stood in their beauty， so clean 

28) 
and cool， seemed to have it， that which was lost in him. 

The recurrent mountain-image throughout the story symbolizes the oneness of 

life and death. Kingsley Widmer is quite correct when he says，“It is a typical 

Lawrencean perversity to see the destructive as equally valid as the con-

，29) 
structive.""OI But again， to return to our novella， the grand glacier has one sim-

ple negative meaning to the hero. lronically enough， to the readers the landscape 

description is the most impressive scene where intimate communion between na 

ture and human beings is vividly represented. This contradictory feeling in Hep. 
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burn and us comes from mainly Lawrence's device in which the hero is expected 

to do role.playing. It may be called a kind of dramatic irony. 

VI. Surrender? 

For the benefit of discussion hereafter， 1 shall quote the concluding scene of 

this drama. Hepburn and Hennele are finishing their holiday on the glacier and 

now are rowing a boat toward her villa. 

As they were rowing in silence over the lake， he said. 

“1 sha1l1eave to.morrow." 

She made no answer. She sat and watched the light of the villa draw 

near. And then she said: 

“1'11 come to Africa with you. But 1 won't promise to honour and 

obey you." 

“1 don't want you otherwise，" he said， very quiet1y. 

The boat was drifting to the litt1e landing-stage. Hannele's friends 

were hallooing to 'her from the balcony. 

“Hallo!" she cried. fa. Da bin ich. fa， 's war wundersch伽1."

Then to him she said: 

“You'lI come in?" 

“No，" he said，“1'11 row straight back." 

From the villa they were running down the steps to meet Hannele 

“But won't you have me even if 1 love you?" she asked him. 

“You must promise the other，" he said.“It comes in the marriage ser-

vice." 

“Hat's geregnet? Wie war das Wetter? Warst du auf dem Gletscher?" 

cried the voices from the garden. 

“Nein - kein Reg，仰 • Wunderschon! fa， er war ganz auf dem Gletscher，" 
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cried Hannele in reply. And to him， sotto voce: 

“Don't be a solemn ass. Do come in." 

“No，" he said，“1 don't want to come in." 

“Do you want to go away to叩morrow?Go if you do. But， anyway， 1 

won't say it before the marriage service. 1 needn't， need 17" 

She stepped from the boat on the plank 

“Oh，" she said， turning round，" give me that picture， please， will you? 

1 want to burn it." 

He handed it to her 

“And come to-morrow， will you?" she said 

Yes， in the morning." 

He pulled back quickly into the darkness. (C 85-6) 

As is usual with Lawrence's fiction， the treatment of the ending brings about 

controversial problems. So with this tale. Harry T. Moore， for example， laments 

the“concluding scene that has too much contrivance in it. This is unfortunate， 

for the tension in the early part of the story and suicide or possibly accidental 

，30) 
death of the captain's ageing wife， are deftly handled;…".'VI Keith Sagar takes a 

critical attitude toward the handling of Mrs. Hepburn's death and， connecting 

the accident with the solution of the tale， presents a cynical question:“Is this 

31) really an end to justify such callous means?Jil Mark Spilka seems to recognize 

this novella as the “princess-slave relationship.，，32) Among those commentators， 

Graham Hough， like Leavis， highly praises the tale， explaining“It[“The Cap-

tain's Doll" 1 has， it is true， a rather raw Lawrentian maxim undisguisedly at its 

core; it is not a woman's business to love a man unless she is prepared to hon 

our and obey him as well. But this theme is presented in the view of comedy， at 

any rate with an unusual and engaging lightness;…33) and also gives an inter 

pretation of the ending;“.. and the process by which these uncomfortable lovers 
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finally and inevitably comes together is as good an example of human， unsen-

，34) 
timental comedy as we are likely to find in modern fiction."J~' But there are not 

a few critics who consider Hannele's promise of going to Africa with Hepburn 

as a forced acceptance. They are in the tendency of insisting on her ‘begrudging-

ness，'‘reluctance，' or‘unwillingness.'35) 1 do quite agree with W.R. Martin who 

believes that “Hannele's acceptance of Hepburn's proposal of marriage is... care-

fully plotted into the tale， and in fact essential to its structure and 

，36) 
coherence.' ノ Martin，criticizing Leavis' account， declares that it is Hannele her-

self and her doll which bring forth passional change in Hepburn. He says it is 

Hannεle who gives him the initial and nεcessary prod and saves him from his 

slave-like submission to his wife. This interpretation resembles the idea that Da 

phne brings about the resurrection of Dionys in“The Ladybird." Martin con 

cludes that the notion of Hannele's submission or surrender is not justified by a 

careful reading of the text. Though at the same conclusion 1 arrive， it is in quite 

a different perspective. lt is hardly believable when Martin says Hannele's 

pointed criticism is the means of his change. 1 think Hannele is the actress who 

never changes throughout the drama， while Hepburn is inspir巴dby the author 

with the qualifications necessary for Lawrentian hero. lndeed Helpburn has 

some marks as a demon lover (as we have seen) even in the beginning of the 

drama， but the process of his change， from the man who says，“Yes， dear Cer 

tainly" to the man who preaches of honour and obedience， can be found nowhere 

in the course of action. One feels as if Lawrence， deux ex machina， suddenly 

appears during lnterlude and exerts magical power on Hepburn 

Roughly speaking， female characters in these novellas seldom manifest their 

innermost wills toward the male protagonists. They are usually “half watching， 

half musing" (F 6) or “half dreaming" (L 23) . Also in“The Captain's Doll" 

Hannele“loved the spε11 that bound her. But also she didn't love it" (C 13). lt is 

as though they are floating between ambivalent feeling， repulsion and facination， 
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for the heroes. Among these women Hannele is very conspicuous in her flirting 

behaviour. Hepburn goes away after his wife's death， and Hannele becomes en. 

gaged to the Herr Regierungsrat， who also seems to her as if“he had no legs， 

save to sit with. As if to stand on his feet and walk would not be natural to 

him" (C 51) . He is another doll， making her feel “a queen in exile" (C 51) • As 

she is fascinated by Hepburn's“soft， melodious， straying sound of his voice" (C 

ll) ， she is now attracted to this old man by his talk. But when Hepburn turns 

up， she hears his straying voice again，“like a noise that sounds in the silence of 

night"; the world seems “to split under eyes， and show the darkness inside" (C 

54). Leavis sees the profound meaning in the word “darkness" which appears 

frequent1y in the works of Lawrence， and asserts that Hannele's acquiescence is 

hardly a surrender.37l On the matter of surrender， 1 take side.s with Leavis， but 

again in a different fashion. As is easily seen in the above quotation from the 

very end， outstanding is the warm and merry atmosphere which is fit for the 

comical ending. Nonchalant exchanges in German with the friends irr the garden 

serves to reinforce its merriness. This corresponds with the comical opening 

scene of this drama. Of the two it is Hannele now who is more dominant in their 

conversation; she calls him “a sol巴mnass." 

At a little earlier stage， before Hepburn's final attack against the glacier， Han. 

nele thinks to herself: 

Very well - she would give him a run for his money. That was it: 

he blackly insisted that she must love him. And be bullied into it. That 

was what it amounted to. In his silent， black， overbearing soul， he 

wanted to compel her， he wanted to have power over her. He wanted to 

make her love him so that he had power over her. He wanted to bully 

her， physically， sexually， and from the inside. 

And she! Well， she was just as confident that she was not going to 
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be bullied. She would love him: probably she would: most probably she 

did already. But she was not going to be bullied by. him in any way 

whatsoever. No， he must go down on his knees to her if he wanted her 

love. And then she would love him. (C 71) 

This is "her triumphant conclusion" (C 71) ， thought she still misreads his 

，38) 
mind. 1 seize on a key:“She would give him a run for his money."uu， After hi晶

Chaplinesque climbing， they are in good company together， talking merrily about 

“glacier fleas" (C 76). She is now ready to follow him. In the prolonged battle on 

love and marriage the last feeble resistance on the part of Hannele is to heighten 

the dramatic irony. Her refusal to honour and obey seems to be no more than a 

teasing prenuptial liberty. She is sure to say “the other" after the marriage ser-

vice. Thus Hannele willingly becomes a "patient Griselda (C 82) ， a doll not for 

Captain Hepburn but for civilian Hepburn 
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from the context， it seems to me that the latter definition is proper to this drama. 
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Characteristics of body composition in male students 

with inactive life 

Koji Taniguchi， Ichji Seino， and Hidetoshi Konari 

Abstract 

This study was made to find the characteristics of body composition， aerobic capacity， 

and grip strength in male students with inactive life. For the purpose above， we studied 

those of three groups; male students with inacti ve life， male students belonging to a college 

tennis club and male personnel with sedentary life. Body composition was estimated by a 

method of measuring skinfold thickness. Aerobic capacity was measured by carrying out 

submaximal work with lsopower Ergometer in a bicycle shape 

The results were as follows 

1) The indices of aerobic capacity represented well the usual exercise-levels by figures 

2) LBM influenced aerobic capacity for inactive men without distinction of the two ages 

3) As the value of LBM increased， all subjects had a tendency to put forth grip strength 

further 

4) A positive correlation was found between LBM and BFM of. inactive students (Pく

0.05) 

5) Only inactive students had a significant correlation between aerobic capacity and BFM 

(P <0.05) 

From the above， we indicated that inactive students were in a poor state of 

exercise. As this result， for inactive students， BFM was found to be rather 

large， and aerobic capacity also was found to be on low level. Aerobic capacity， 

however， was within the permitted Iimit. Moreover， we could conclude the fol 

lowing: For the male students with inactive Iife， the function of BFM on car 

diorespiratory system would be weight for providing them with a certain exer 

cise intensity， not having a time for exercise in particular form. Thus it was 

considered that BFM has an effect on aerobic capacity. 

It has been generally accepted that a human beingεvolved as one adapted to 

1l the Iife in the Stone Age" . In the era， man would be required to fight the el-
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ements and hunt for his food: vigorous physical activities might be necessary to 

all human actions; obtaining food， protecting from enemies， moving a long dis 

tance， etc. Moderns have probably a genius for living in an active style， because 

we inherit the fortuIle from our ancestors. After the industrial revolution， a hu 

man b巴ingchanged rapidly the form of manual labor. In particular， sedentary 

man who lives in an industrially advanced country， where materialistic civiliza 

tion develops and motorization advances greatly， will lead an inactive life if he 

would have take exercise. How are we living our life? 

As mentioned previously， the bodies of moderns cannot adapt well to inactive 

life in an industrially advanced country. ln 1961， two American investigators in 

dicated that persons who lead a sedentary life readily get “hypokinetic dis. 

ease，，2). Americans would therefore have begun to speak with physical activities 

of importance. Also in Japan， the same indication was done) ， we think that 

cases of coronary heart disease have increased rapidly. Consequently the adult 

have begun to recognize the necessity of physical exercise， then wεcan see the 

adult jogging， cycling， or 'playing tennis. However， we think that the adolescent 

are generally in a poor state of exercise， because they have lost play spaces ow 

ing to reckless carrying out town planning and playmates owing to fashions for 

，，4) 
private schools and “television games''"). Moreover， the life of students prepar 

ing for entrance examination will compel the adolescent to lead an inactive life. 

About 500 freshmen matriculat巴 inour college every year. We hope all the 

students of our college recognize the necessity of physical exercise and habit-

uate themselves to that. Nevertheless， to our regret， only half of them at most 

take exercise. Therefore we wish to have knowledge on physical fitness and 

body composition in inactive students. Further we must enlighten them on the 

necessity of physical exercise. Then we got this study. 

。〆μ0
0
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Methods 

Subjects 

Twenty-one male subjects participated in this study. They were 14 students 

and seven personnel in Muroran Institute of Technology. They were divided 

into three groups: Group A was composed of seven students (mean 19.3 yr) ， 

who led a inactive life; group B was composed of seven students (mean 19.1 yr) 

， who belonged to the tennis c1ub; and group C was composed of seven personnel 

(mean 33.4 yr) ， who led a sedentary life. Furthermore， members of group A 

were selected at random from 81 students who would be expected to lead an in-

active life 

Body composition 

Body composition was estimated by a method of measuring skinfold thickness 

with Eikenshiki skinfold caliper. The percentage of body fat was calculated by 

the modified method of Nagamine) and that of Brozek et aI6). Lean Body Mass 

(LBM) was obtained from s山 tracti昭 BodyFat Mass (BFM) from body weight. 

Aerobic capacity (PWC170・¥TOzmax)

We have studied aerobic capacity with an apparatus for measuring PWC170 

and ¥T02max Takei machinery Co.， Inc) . PWC170 was measured by the method 

changed loads in three steps with an isopower ergometer7) マOzmaxwas mea吟

sured by the modified method of Astrand et a18) 

Grip strength 

We measured continually 20 times of grip strength at intervals of ten seconds 

with grip dynamometer. Of the 20 values， we took the most high as the value of 

grip strength. We did the way above， because we intended to have found the dif 
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ferences in the course of decrease with time. We adapted grip strength to mea 

sure muscle strength， because we took care of male personnel. 

Results and Discussion 

Table 1 presents characteristics of the subjects dividing into three groups 

There was no statistical difference between the values for the three groups. 

Table 1 Characteristics of the subjects 

Height (cm) Weight (kg) % Fat (%) BFM (kg) LBM (kg) Grip S. (kg) 

A 172.4:I:5.2 67.0::f:13.9 23.8土7.7 16.8::f:9.2 50.2土5.2 52 . O::f: 7 .1 

B 173.1::f:5.9 62. 9::f: 9.1 18.2::f:4.9 11. 7土5.0 51.1::f: 5.2 56 . 3 ::f:4 . 0 

C 167.4::f:5.7 62.4::f: 8.7 22.0::f:7.2 14.2::f:6.2 48.2土4.0 47.7土6.7棋

Values are means土 S.D. 出 meanssignificant difference (P < 0.05) against the 
value of group B by t-test. 

However， the weight in group A was heavier than that in groups B and C. 

That was an excess of BFM. The indicies ofaerobic capacity were presented in 

table 2. Those in group B were significantly than those in other two groups 

Thus we found that those of aerobic capacity represented well the usual exer苧

cise levels. Moreover， grip strength and relative grip strength were higher in 

group B. These resu1ts indicated that physical exercise developed muscle. Table 

3 presents the coefficients of correlation between the values of measurement. 

As mentioned previously， physical activity is innate in human being. However， 

at the present day; we are apt to lack in exercise when we have no conscious 

ness of it. Then， extr巴melack of exercise brings on follows: Adipose tissue dis-

places muscular tissue， muscular tissue is atrophied， aerobic capacity is re-

duced， etc. Pupils and students must have more physical activities than the 

adult. However， we can obtain the preceding studies indicated the increase in 
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Table 2 Aerobic capacity 

PWCI70 (Watt) ¥T02max (J/min すOzmax/Wt(ml/min/kg) ¥T02max/LBM (ml/mm/kg) 

A 144.3:1.:24.1※ 2.67士0.41斑 40.2:1.:2.7出※ 52.9:1.: 3.1※ 

B 177 .3:1.:22.0 3.19:1.:0.42 51. 4:1.: 8.7 62.8:1.:9.4 

C 140 . 7i: 29 . 0出 2.35土0.41※ ※ 37.8:1.:5.2※※  48.6土5.8出

Values are means :1.: S. D 出 and諜 ※ meansignificant difference (P < 0.05 and Pく

0.01. respectively) against the value of group B by t.test 

BFM. the decrease in muscle strength， the loss of flexibility in muscle tissue， 

and furtherthe decline of the activity level in cerebrum9)可 10).To study charac 

teristics of inactive students， now we will find the relation between the three in. 

dices: Body composition， aerobic capacity. and grip strength 

Each of groups had the high correlation between LBM and grip strength. 

Nevertheless， from the correlation between BFM and grip strength， in sedentary 

adultmen， not all of BFM was advantageous to put forth muscle strength. On the 

other hand， in member of tennis club， BFM was advantageous今 toput forth mus 

cle strength. Thus we estimated that the optimum BFM for member of an ath. 

letic club was more than we expected. A significant correlation was found be 

tween LBM and aerobic capacity in groups A and C. This indicated that LBM of 

inactive men influenced aerobic capacity irrespective of age. Kitagawa et alll) 

gave the indication similar to ours in the study that they adopted members of a 

soccer club and non.athletic students as subjects， and investigated the relation 

of LBM to ¥T02max. Thus inactive men tend to have the following: the larger 

LBM ones have， the larger aerobic capacity ones have. While ¥T02max per kg of 

body w巴ightis regarded as the index at maximal working， we could find no 

similarity to the indices of the two inactive groups. Thus it seems that マ02max

per kg of body weight is influenced by not activity but age 
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Table 3 Correlation coefficients. r X 10-3 

PWC170 

Height Weight % Fat BFM 

A 396 898※ 出 781車 853※ 

B 211 267 170 186 

C 708 522 174 245 

V'Ozmax (J/min) 

Height Weight % Fat BFM 

A 242 968揖 ※ 877※※  928※斑

B 141 201 89 103 

C 693 597 253 324 

L B M 

Height Weight BFM PWC170 ¥102max 

A 220 942※ 揺 861出 897※※  952※※  

B 898※※  884※※  547 281 247 

C 557 756※ 405 747 786諜

Grip strength 

Height Weight % Fat BFM LBM PWC170 V'02max 

A 254 692 494 549 881出掛 697 761※ 

B 833※ 965出 ※ 836※ 925※ ※  776※ 394 325 

C 546 474 106 176 749 855出 863※ 

き:P <0.05， ※ ※ P<O.OI 

Of three correlation coefficients between LBM and BFM， in particular， the one 

in group A showed the significance. Furthermore， we also obtained the sig 

nificant correlation between aerobic capacity and BFM in group A. That is 

much the same thing that Kitagawa12) estimated a function of BFM in the study 
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on the effect of obesity on cardiorespiratory system， i.e. even in general， inactive 

students， the weight of BFM， itself acts as a load and keeps the intensity of the 

usual physical activity. In this way， for inactive students， BFM contributes to 

aerobic capacity.明Te conclude the above. However， the means of our students 

with inactive life was found in the lower part of the suitable range for health 

(マ02max/ weight; 40 and over ml / kg / min) ， as Konno et a113) and Cumming 

141 
et a1.ノ indicated.We are anxious about their health after graduation， because 

we expect they will be in a poor state of exercise. Finally we will guide all our 

students in recognition of the necessity for taking exercise. Furthermore， we 

will study the range of the optimum BFM for students. 
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登校拒否女子中学生の心理治療過程で

みられた象徴表現について

清水信介

On the Symbolic Expressions in the Process of 

Psychotherapy with the School Refusal Case of 

a Junior High School Girl 

Nobusuke Shimizu 

Abstract 

In this paper， the author reports the psychotherapeutic process of a 

school refusal case and tries to examin巴 the symbol ic expressions 

that appeared in the process of therapy. 

The cl ient is a gir 1 who was 12， at the first grade in a junior high 

school when 1 first met her. She was treated with th巴 nonverbal

psychotherapeutic approach for 18 months. This approach consisted of 

sand play， Landscape montage technique， Baum-t巴st，drawing， mutual 

scribble and clay modelling. 

In the cours巴 of therapy， she showed several significant symbolic 

巴xpressions， 巴speciallyin drawing. For example， an “enantiodromia 

as C. G. Jung put it was represented in drawing at th巴 9thsession. 

After that， the" death and rebirth" symbol of transfomation appeared. 

And furthermore， the “Mandala" symbol was expressed in the 15th 

session. Meanwhile， she gradually developed a therapeutic regr巴ssion

and became able to express “Amae" to her par巴nts. She b巴ganto go 

to school four months after the onset of the therapy， and continued 

to stregthen her ego 
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I はじめに

心理療法は一定の特質を備えた治療的人間関係を基盤にして治療者とクラ

イエントが心的エネルギーを交流し合うことによって行われる。治療者の最

大の任務は、クライエントに心を深く関与させその心の語りかけに耳を傾け

ながら、クライエント自らの動き、歩みを尊重してこれと行を共にしていく

ことにある O そこでは、一人 e 人のクライエントとの聞で生じる一回限りの

出会いのプロセスをく工夫し創造する心〉と(内的成熟の時が訪れるまで待

つ姿勢〉が常に必要とされる O そうした治療者とのかかわり、治療的守りを

経験する中で、クライエン卜は自己表現の通路を見出し、心の奥底に秘めて

いる可能性を展開させて成長し、問題状況から立ち直っていくのである O

ここに取り上げるのは登校拒否の女子中学生の心理治療例である O 本例は

非常に自発性に乏しく言語的表現も極めて少ないという状態にあったので、

治療者は治療開始当初彼女との交流の通路を見出すための模索と工夫をする

ことを格別に求められた。結局、技法的には、課題画、自由画、箱庭、相互

スグリプルなどの非言語的技法を用いて多面的にイメージ表現を促進してい

く接近法制をとるかたちに落ち着いていった。治療過程にわいて、本例は類

似の表現を紋切型に繰り返すことが多かったが、それでも微細な部分におい

て少しずつ内界の変化の動きを表わしながら、また治療の重要な転回点にお

いては意味深い象徴的イメージ表現をも示して、静態的でゆっくりとした歩

みではあったが、着実に心の変容、成長を遂げていった O 以下では、その治

療経過を報告し、そこにおいて示された象徴表現について考察する。

E 事例概要

〔クライヱント〕 静枝(仮名 12才 中学 1年生(初[口l面接時)

〔主訴〕 登校拒否

〔家族構成〕 父親40才、母親38才、弟 8才(小学 2年生)と静枝との 4人

家族。父親は某病院の事務職員をしている。彼は 8人きょうだいの末子とし
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て生まれたが、乳児期に父を病気で失っている。 彼は神経質、小心な性格で、

家庭の外では自己主張をしたり攻撃性を表現したりすることができな ¥'¥0 人

づき合いがうまくいかないという感じを強く抱いており、交友関係も狭い。

また、体面を非常に気にするところがあり、仕事 1:困っていることがあって

もと可や同僚に実情を明さな L、。そのために、過去に仕事上のことで行き詰

り抑うつ状態に陥り長期欠勤をしたこともある。他方、家庭にむいてはかな

り我憧な方で、家で、の男仕事的なことも・切しな1.'0母親は専業主婦である。

彼女は 4人きょうだいの一番上として育った。父親とは対照的に精力的な感

じもする女性であるが、感情の細やかさにやや欠けるという印象を受ける。

彼女は夫に対して自由に物が言えないところがあると語っているが、逆にあ

る面では彼が妻に強く依存しているところも認められる。静枝の弟は社交的

でなかなか活発な男の f宇である c

〔生育歴〕 静枝は妊娠 7カ月で仮死状態で生まれ、 2カ月半ほど保護器の

中で養育された。人工栄養で育ったが、あまりミルクを飲まなかった。しか

し、発育は順調であった。発語、歩行開始の時期は普通で¥排社社訓練も順調

であったという。

父親は静枝が小さい七百から厳に非常に厳しく、 「あれしたら駄目、これし

ては駄打」と抑えることが多く、また感情的に叱りがちであった。 母親も同

様に静枝の行動に制限を加える傾向があった。そういうことから、彼女(土 F視

に逆らうことがない物分かりの良い子であったが、 4才頃からはいつもおど

あ、どしていて親や大人の顔色を窺う傾向が目立ってきたという。余所の子と

一緒に遊んでいても、(j分の考えを言えずに相手の言しミなりになっているこ

とが多かった。また、静枝は幼時より父母に廿えることがあまりなかった。

小学校 l年生の凶は特に問題なく学校にも嫌がらずに通っていたが、 fLI.任

教員ijiからの評は「勉強が分からないというのではないようだが、内気で発表

が少な L通O 決められたことはきちんと守る」というものであった。 2年生の

二学期頃から、時々腹痛や発熱で学校を休むようになる。そして、 3年生に

進級する際にクラス伴えがあり、新しいクラスには知っている仲間がいなく
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なり静枝は伯気ていた O 新学期の始め 1週間位は登校していたが、その後は

登校しようとすると、順吐、腹痛が生じ休みがちとなる o 4年生以降も同様

の状態で休むことが多かったが、進級が許可されない程度までには至らなか

った。静枝は、小学校低学年から常に友達ができないといって悩んでいた。

中学校に入ると、始めからポツリポツリ休んでいたが、 5月の連休を過ぎ

た頃から休む日が増えていった。父親は静枝を登校させようとして厳しく叱

り叩いたりもしたが、彼女は登校しなかった。学校を休む時は、朝腹桶を訴

えてベソドから離れない。しかし、昼頃になると起きてき、午後にはえ気に

なって本やテレビを見て過ごす。 10月中旬からは全く登校しなくなり、 12月

中旬になり母親から筆者に相談申し込みがある O 母親とのインテーク面接を

行った数日後、静枝が来談するはこびとなる。

〔治療期間〕 昭和×年12月中旬から昭和×十 2年 6月上旬までの約 1年 6

カ月間、 57回の治療面接を行った。これと併行して、やはり筆者が母親面接

22凶、父親面接 I凶、父母同席面接 2[plを行っている O なお、静枝は治療開

始から 4カ月後の 2年生の新学期から登校を始めている。

E 治療過程

以下では、ケライエン卜との面接を中心にして治療経過を 4期に分けて報

告する O

第 1期 (第 1図面接~第 7回面接約 1カ月半)

治療への導入から一応の安定した治療関係が成立するまでの時期である O

第 1回面接に静枝は母親と一緒に来談する O 背丈は中学 1年生としてそれ

ほど低くはないが、かなりの療身で弱々しい印象を受ける O 治療者が「今日

は静枝さんと 2人だけでお話したいのだけど、どうかしら ?Jと彼女に話し

かけると、うなづく。 母親が退室後、 2人で話すことになったが、静枝は伏

目がちで自発的に語ることが全くない。彼女が好きなことなどについて問う

と、少しだけいを聞くが、あとはうなづくだけか小首をかしげて黙っている

ことが多い。箱庭に誘うと、視線は棚の人形などを追っており上体が前に傾
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いて関心があることは窺えるが、足が前に出ない。しばらく待ってみるが、

動けないので「無理しなくていいですよ。またやってみたい時にしましょう」

と語りかけて打ち切る。そのまま、 2人で並んで棚の人形を眺めながら、彼

図 1 ハウムテスト

女が普段している遊びなどについて聞

く。その後、パウム・テストに導入す

ると、予想外にスムーズに応じる。樹

木画は、 〈風船型の樹冠の中に開放幹

が突き出ている。その幹には、縦に3、

4本薄い筋がひかれている。包冠線の

内側IJは枝の分岐がないが、りんごの実

が宙に浮いたように描かれている。地

面線[土描かれてわらず、不安定な印象

を受ける〉ものであった(図宇1)。

絵からは、 fl己存在の基本的なものへ

のこだわりがあり自信に欠けること、

精神面での成長の停滞、社会性の形成

が不十分で、他者とのコミーLニケーショ

ンがとれないこと、恒兵急、に成果を求めるような傾向などが窺われた。

第 21吋面接には静枝ひとりで来談する。表情が明るかったので箱庭に誘っ

てみると、うなっくが、やはりホ明の人形を見1[11わしているだけで動けない。

この後に提案したスグリプルにも反応せず、話しかけてもほとんど応答がな

い。そこで、治療者は無理に会話しようとせ Fに静枝と共にいること自体を

大切にしようと思って接した O この固までの静枝との接触経験から、治療者

は彼女にとってリードされたり構造を与えられたりする事態の方が振舞いや

すいものと判断した。そこで、当面はある程度構造を与えて、徐々にそれを

はずしていくようなアブローチをとっていこうと考えたc

この回の直後の面接で、母親は静枝が第 21日l面接の当日約束の時刻が近づ

くと自分で身支度をして面接に出かけたので意外で、あったと語る O 治療者は
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彼女が面接に何らかの意味を感じてくれているように思い少し安心した O ま

た、静枝は家庭でも路線を決められないと動けない傾向が強いという。

第 3[nj面接では、前回面接後に立てた方針にもとづいて課題画であるく風

景構成法〉を施行した。まず、 I JI [J を描くように指示すると、彼女はそれ

を画用紙のどこに描こうかと迷っている。用紙上の空間の一点に手をもって

いくが、ベンを紙の上に下ろすことをためらい、子を引っ込めたりまたもっ

ていったりすることを繰り返す。治療者は「うん、どこから描き出していいか

迷うね」と語りかけ、 ドキドキしながらこれを見守っていた。数分後、やっ

と「川」を描く。その後は、比較的スムースに描いていく。彼女の説明によ

ると、 〈夏の午後 2時頃で晴天。川は左のプjヘ流れている。大人の男の人が

田んぼの世話をしている。動物は兎で食物を探している〉とのことである(

[ヌJ-2) 。人は記号的線描画で表わされており、家には窓がな l'o 樹木はパ

ウムテストの場合と同様に幹の上の方が聞いたままである O しかも、幹も緑

色に塗られていて平のように弱々しい印象である。静枝が向分について懐疑

的で不安が強く、外界と受動的消極的にしかかかわりをもたないこと、対人

関係を避けようとする傾向などが窺われた。 彼交の日常生活での大変きがム

人強く感じられた。また、自nを探している兎からは、彼女の精神エネルギー

の水準の低さや周囲に対して過敏な彼一女のあり方と共に内在する甘え願望の

強さが推測された。今!日l、静枝は白発的に話すことはないものの、治療者の

話しかけに対してはほとんど応える。

第 4[日|面接では〈統合的HT p) を試みた。課題画は静枝には適応しやす

いようで、ためらいなく「家・木・人」を描くが、風景構成法と同様に家に

は窓がなく人も記号的線描画であった。樹木は風景構成法におけるそれと全

く同じであったが、冠部が緑色、幹は茶色に塗られている。この後、枠づけ

をしてスクリプルを試みるが、静枝は描線を自由に走らせることができず、

かろうじて右下隅に線を一本ひいて枠とつなげて三角形をつくるのさらに、

{也の場所にも枠から半円形を 1つ描く O しかし、{皮女はそれに{ロIかを投影す

ることができなかった。それは、まさに与えられた枠組にもとづいてしか行
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動できない彼女の不自由なあり方を端的に示しているように思われた。

母親の話によると、正月に家族で親戚宅へ遊びに行ったが、静枝は殻に閉

じこもった感ビで全く喋らない。自宅でも彼女は何かを言いかげでは途中で

止めたり語尾を濁らせたりする。母親が聞き返しでも「いい、……」と言っ

て止めてしまうという。治療者はこれまでの接触から得ている印象として「

静枝ちゃんは今外の世界に対してとても不安が強く、自分に自信がもてない

ようで、おずおず、と振舞っているように思う」と伝える。母親はそれに同意

し、静枝は小さい頃からおどおどしていてそれがず、っと残っていると語る。

治療者は、静枝にとって必要なのは安心で、きる関係であることを説明し、彼

女が話してくることに関心をもって耳を傾けること、彼女のペースを大事に

して待ってあげることが大切で、あることを強調して伝える。

第 5図面接。静枝が前回のスクリプルについて何を求められているのか分

からなかったと母親に語ったと聞いたので、治療者がさり気なくそのことに

触れると、彼女はうなづく。そこで、再度教示を与え、治療者が「魚」を投

影してみせ、その後で誘うと応ずる。彼女はかなり長い間ためらった後に描

線をひき、その一部分に「トンネル」を投影し好きな水色で、彩色する。この

後、オセロゲームを 2回戦やり、勝負は 1勝 l敗であった。退室する際、初

めて彼女の方から先に「さようなら」を言ってくる。

第 6図面接には微笑を浮かべて入室。<風景構成法〉を指示すると、あま

り跨踏なく描く (図-3)。今回の絵では、家に窓がつき外界との交流の通

路が少し広がった印象である。いまだ記号的線描画ではあるが、人(男の子)

の顔に肌色が塗られている。また、幹も樹冠部も茶色に塗られた枯れたよう

な木も注目される。この後、 (相互スクリプル〉を試みると、静枝は「三日

月」を投影する。治療者は「鼻の大きなおじさんの顔」を投影した。

母親の報告によると、三学期が始まって担任教師から電話があり今学期出

ないと進級させないと言われたという。静枝は登校の気配を見せないが、面

接へは喜こんで出かける。学校へ行くのは嫌なのに面接には明るい顔で出か

けて行くので、父親が不思議がっている由。
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第7回面接になると、だんだん緊張がとれてきていることが明確に感ビとれ

た。(箱庭)に誘うと、ためらいなく作り始める O 中央より少し右寄りの領

域の砂をかいて池を掘り、周りに 4本の木を植える。池の中に 4羽の白い水

鳥を置く。池の左側に少女とステッキをもっ男が立つ。静枝は〈烏に餌をや

っている〉と説明する(図 4)。少女と男は親子ではないという。ごの時

点での治療者との関係を表現し

たイ乍品であるように思われた。

〈相互スクリプル〉では、静

枝が「鳥の尻尾」、治療者は「

消防士」であった。前回の「三

日月」と同様に全体像ではなく

尻尾だけであるが、彼女が自分

の姿をちょっとだけ見せてくれ

図-4 鳥に餌をやっている たように治療者は思った。

母親の報告では、静枝は最近親の顔色を窺うようなことが少なくなってき

たという。

第2期 (第8図面接~第23回面接約2カ月間)

この時期に入ると、静枝は徐々に治療的退行を示し、父母に甘えるように

なり、そうした体験を基盤にし

て元気になっていき、 2年生の

新学期から登校を始める。

第8図面接に来談した時、静

枝は明るい表情で箱庭や描画に

おいてもためらいを見せない。

(箱庭〉は、 〈小学4年生位の

男の子、女の子と幼稚園女児の

図 5 公園で遊んでいる 3人が公園で遊んでいる〉との

説明である(図-5)。砂箱の左下隅領域しか使用されておらず、彼女の受動
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図 2

風景構成法(1)

図-3

風景構成法 121

図 7

樹冠と幹の色の逆転
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図-9

樹冠が黒い木

図-10

肉体をもった少女の出現

図-12

海水浴

清水信介
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的、退避的なあり方がそこにも表わされている。この後、画用紙に枠づけし

てく自由画〉を指示すると、 「花瓶にさされた 5本のコスモス」を描く。

母親の報告によると、静枝はこの頃母親と話をすることが増えてきたという。

第 9回面接の〈箱庭〉においても、やはり左辺寄りの領域に「牧場」を作

る(図-6)。雌牛と 3匹の仔牛がおり、その側で男性が作業をしている。

家畜の養育という母性性を象徴

するテーマが出現し、内的エネ

ルギーが蓄積、強化されつつあ

ることが窺える。枠なしで〈自

由画〉を指示すると、 「家・木

・雲・太陽」を描く(図一7)。

今回の樹木は開放幹ではなく、

わずかであるが枝の分岐が見ら

れるが、冠部が茶色で幹が緑色 図 6 牧場

というように色が反転している点が特に注目された。また、右上隅に描かれ

た4分の 1の太陽も印象的であった。(相互スグリプル〉で、静枝は初めて

全体像で「魚」を投影するが、その魚、には口がない。治療者は「象」を投影

した。

第10図面接では、

まずく箱庭〉で '3

才位の女児 2人がジ

ユースとパンを食べ

ている」を作る。人

物の年令が下がり口

愛的なテーマが出現

し、治療的退行が進

展しつつあることが 図-8 そり遊びをしている兄弟

推測された。(自由画〉は「そり遊びをしている兄弟J (図-8)であった。
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人物は相変わらず記号的線描画であるが、初めて目鼻が描かれる o <相互ス

グリプル〉では、第 1[il]円静枝が「リボン」を投影し、治療者は「ジャンボ

機」であった。第 2凶目は、彼女が「落し穴」、治療者J土「はねる鯉」であ

った。このいl、治療者は次回から面接を週 2同の頻度で行うことを提案し、

静枝もそれを了承する。これは、父母の焦り、不安が強くそれをもう少し受

けてあげようという意図と静枝が少しず、つ変化してきていることとの兼ね合

いでの提案であった O

第11回面接の〈箱庭〉でも左辺寄りの領域に「家の前で遊んでいる 3才位

の女児、ミ yキーマウスと犬」を作る。(自由画〉では、 '2つの山・ 2軒

の家・ 2本の木」を描く (図-9) 。樹木の冠部が真黒く塗られているのが

衝撃的であった O 治療者はこれをイメージの世界における象徴的な死の体験

が植物的な段階で表現されたものと受けとった。

第12図面接では、まず〈箱庭〉において「犬と遊んでいる 2人の小学 1年

生位の女児」を作る。そして、この同描いた〈臼由画〉には、初めて肉体を

もった少女像(小学 5年生)が登場する(図 10)。また、樹木の分校がよ

り明確となり、外界への働きかけの動きがいくぶん出てきたことが窺われる。

樹冠部は緑色に戻っているが、幹が黒であり前!日!のイメージを引き継いでい

る印象である。この|口l、 〈相互粘土法〉を導入すると、静枝は「にぎり鮪と

あ、茶」を 2人分作る。治療者は「足の聞に卵をはさんで暖めているペンギン」

であった。氷の上で辛抱強く卵を抱くペンギンのように辛抱強くっき合って

いこうとの思いからf乍ったのであった。

第13回面接の〈箱庭〉は〈家の前で幼稚園位の 2人の姉妹がシーソーに乗

って遊んでいる〉との説明である o (自由画〉には 2本の木と 2つの雲を背

景に小学 6年生位の双生児の姉妹が描かれる。〈相互粘土法〉では、静枝が「お

子様ランチ」を 2人前作り、治療者は「小学 6年生位の少年」を作った。

第14凶面接には、 〈箱庭〉で「家の前で遊んでいる小学 1年生と 2年生の

姉妹」を作る。砂箱の左下隅に池が掘られ、そこに 2羽の白いアヒルがいる。

〈白由画〉は「コム跳びをしている小学 6年生位の少女 3人」。それ以前の
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描画では、画用紙の下端から描かれていたために分からなかったのだが、人

物像の足の部分がないことが今同明らかになる。 I足」が欠如lした人間像は

第36図面接まで繰り返し登場する。

第15l口l面接のく箱庭)では「動物園」を作る(同一 11)。使用領域は左辺

から 3分の 21立のところまで

広がり、これまでの最大とな

る。親象 2頭、 子象 1頭とキ

リンが 2lift:hり、 ミyキーマ

ウスと 4人の人(女性)がそ

れらを見でいる。自分の中の

衝動層のものに触れるイメー

ジで、あろう。ミソキーマウス

がガイドしているような印象

である。

図 ~11 動物問

〈自由凶1>もこれまでの)瓜詰構成法の延長のような絵とはふ変してつ毎/J(

Wわであ~)た([叉]-12) 。海辺には 4人の少年(小学 6年生)がl)る。 治療

者は無意識の深みから出現してきたア二ムス像を連想した。箱J~主作品も描l申j

も寸交して内界とのJ妾触を表わしているように忠われた。バfihスケリフル〉

では、静枝が「空白く飛んでいる赤と長色の 2つの!州知 J 会投影 L、ifi療者

は「長い髪のお姉さん」で、あマ Jたυ

第16111]面接のく箱路〉は、彼久の兄8Jjによるとえ久 114とミッキーマウスが

子犬と遊んでいる〉であったり 〈自由画〉には、小学校 5年と 61rの 2人の

少女が1]とされるが、問あがりで;j<::iiWV)が描かれているに} イ村j!l:スケリプ 1い

では、静枝が「ノ、サミ j 、治療者は「ムーミン」であ)た。 I主税の幸町iょによ

ると、静Hは'~ご rú では以前よりも H葉るようになったという。また、これまで

父J聞に対して怖いという気持が強く近づかなかったのに、最近父親に握手を

求めたりすることもあった由。

静枝のそうした変化は第171口|面接のイメージ表現にも示された。この[njの
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〈箱庭〉では、家の前に女児とミッキーマウス、犬を置き、それらより少し

下方に右手に鞄をもち左手を挙げている男性を置く O 彼女の説明はくお父さ

んが帰ってきた〉であった O 治療者は、静枝の父親像が復活、変容しつつあ

ることを感じて、感動した。<1'1由画〉では、ゴム跳びやボール遊びをする

5人の少女(小学 4年伎)を描く o <相瓦スクリプル〉でのイメージは、静

枝が「鍋つかみ」で治療者は「サメ」であった。

第18凶面接の〈箱庭〉は「商!占街に買物に行っているお母さんと交のC-J

で、初めて人間の親子が登場するが、今[り]もその近くにミッキーマウスと仔

犬がいる。<れ由画〉は、 「烏が逃げたので捜している 2人の姉妹」であっ

た。(相 f7:スクリフル〉では、 f皮女が「アイロン」、治療者は「カンムリ鶴」

であった。第16[口lから、ハサミ、鍋つかみ、アイロンなどのイメーシが続く

ので、治療者は静枝が家庭で母親の子伝いなどでもし始めたのだろうかと想

像した。

第19(P1i面接のく箱庭〉では、 ミッキーマウスと 2人の女児がシ←ソーなど

で遊んでいる。また、 <t'I由画〉にはノfトミントンをしている 2人の少女が

描かれる。

第20(1口l面接の〈箱庭〉は、 く2人の交のrとむ母さんがしストランでジュ

←スを飲んでいる〉との説明であった。また、 (臼由画〉は「肝!点で持てい

る姉妹J 0 <相ifスケリプル〉では、第 1回目静枝が「赤い子袋」で、治療

者は「黄色い蝶」を投影した。 2恒!日は、彼女が「黄色い花瓶」を投影し、

治療者は「球を操っているオソト七イ」であった。父母の報告によると、静

伎は少し前から自発的に母親の台所の手伝いをしたり料用をしたがったりす

るという。また、父親は娘が向分に甘えてくることが嬉しいと語る。なお、

第20いiの翌日、父母、学校長、治療者の聞の意見交換を経て、静枝の 2年生

への進級が決まった。

第21[n]面接で、は、 〈箱庭〉で、「母親と女の子が旅行に出かけるので、見送

っている父親と f-供」を作る。第四回、 20[n]面接では、母親像が小さな人形

で表わされていたが、今同は大きな人形を用いている。(自由画〉では、や
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はり 2人の少女が描かれ、 〈友達が帰るので送っている〉との説明であった。

(相瓦スクリプル〉では、第 1回目静枝は「赤い手袋をした雪だるま」で、

治療者は「ぬいぐるみの犬J o 2UlJ日は彼久が「おにぎり」であり、治療有

は「だるま」を1~*~ した。

第22lnJ面接の(箱庭〉でも第lS[w]と同様の買物をしている母子 2人が表現

されるが、今l口l使用された人形はすべてプラスチック盤を人の形に打ち抜い

て作った抽象的人間である。〈自由画〉は「縄跳びをしている 2人の少久」で

あった。(十日日スクリプル〉での静枝のイメーシは「卵」であり、治療者は

「サンタクロースと ;Viをしている男の子つであった。

そして、第23J~lJ面接は 2 ;十三生の始業式の日の夕方に行われた。その朝静枝

は登校し、それ以後も休まず登校を続ける。このrf1Jの〈箱庭〉は、 くお父さ

んが庇掃除している〉とのことで、初めて働いている父親像が登場する。1MIJ

にはミッキーマウスがpるO

〈自由画〉には、買物から帰ってき

た少1;.: (小 6)と縄跳び、している少女

(小 4)の 2人が描かれる o (相 17:ス

クリプル)では、第 1J~lJ 目静枝は「か

まくらの中に点っているろうそく」を

投影し、治療者は「飛んでいる鳩」で

あった(凶 13) 。何かの誕生を予示

するとも思われた前凶の「卵」のイメ

ージから発展して、今灯火が点ったと

いう連想を治療者は抱いた o 2 [日l目は、

図 13 かまくらの中のろうそく/ 彼女が「水溜り」、治療者は「平安時

第 3期

Y庭んでいる~'0
代の髪の長い女'1生J 0 

(第24回面接~第37図面接約 2カ月半)

この時期になると、静枝は登校を続けると共に少しずつ主体的な動きを示

すようになり、また女性性を育んでいく。
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第24いi面接の〈箱庭〉は「公閣で遊んでいる兄弟」で、ミッキーマウスと

抽象的人間像との 2つを置く。今凶は使用領域が k方へも広がる。〈白由幽)

では犬と散歩している少女が 1人描かれるが、またもや樹木で「茶色の冠部、

緑色の幹」の反転現象が見られ、 Mらかの変化が生じてくることも予想され

た。(相Tfスケリプル)では、第 1回目静枝が「ペロベロキャンデー」で、

治療者は「鳴の大きい烏J 0 2 [uJ日は、彼女が「りんご、」を投影し、治療者

は i(L烏」であった。

続く第251r11面接で、は、ます、〈平行庭〉で、「公闘でままごとしている姉妹とそ

の友だち」を作る。 使用傾域が k方に伸び、ほとんとJ:辺にまで達している。

図 14 (A) 公園で遊んでいる兄弟/
(Bl 公!吉lで、ままごとをしているた児

前回の作品で左ドに置かれて

いたブランゴと泊り台が今lu]

は1'd-.に置かれ、箱庭におい

て反転現象が生じている(閃

一一14A，B )。そして、 (fj 

由画〉では A 唱えして「運動靴」

(同一15) が描かれる.ノ人物

像に欠けていた足(靴)の部

分だけが描かれたのであろう

か。(相nスケリプル〉では、

第 1[日!日静枝は「ブラウスの

襟」、治療者は「サソカ「ボ

ー!しを蹴る少年」であった。

2 lul n彼女は「魚、」を投影す

る。それは鋭いI粛をもってお

り攻撃的な印象を受けるもの

であった。治療者は「附牛」

を投影した。

母親の報??では、この頃には静枝は元気に登校し帰宅してからも疲れた様
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図-15

運動靴

図 16

山の関から突き

出てきた子ども

の山

図-17

両側の山をし

のいで陀立す

る山



図-18

風景構成法 (31

図-19

ホ、 ル遊びを

している

図 20

学校のクラウン

ドで遊んでいる。
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登校拒fj女 f中学生の心理治療過程でみられた象徴表現について

子は認められない。家庭ではよく話し、冗談を言うようにもなったという。

また、自分で「子さげ袋」を作ったり裁縫をしたがったりするなど、自発泊

に何かをしようという意欲が出てきている感じで、父母は驚いている由。

第26凶面接の〈箱庭〉は〈雪除けしている〉との説明で、男性がスゴ yプ

で除雪作業をしており、その側に 2人の k児がいる o (自由画〉は、 「友達

が帰るので見送っている」で以前にも示されたテーマであるが、注目された

のは 2つの山の間から突き出てきた第三の山の存在であった(図-16)。治

療者が「子どもの山が生まれてきたようね」と言うと、静枝はうなづく。〈相

互スクリプル〉では、 1回目静枝は「かまぼこ」で、治療者は「赤い次物の

ブーツ」であった。かまぼこについている模様は奇しくも F自を連想させる

形状を示していた o 2恒l目、彼女は「髪飾り」、治療者は「スプーン」を投

影した。静枝は前回に続いて女性性を象徴するイメージを表現するが、これ

は現実水準において子さげ袋を作る行動と軌をーにしている O

第27回面接の〈箱庭〉は「鬼ごっこ」で、女児が鬼になりミソキーマウス

とドナルドダックを追いかけている。 前向の箱庭作品で使用領域の右上の方

にあった商!古街が今lPjは反転して左下に置かれている。そして、反転現象は

〈自由両) rボ ル投げをしている 2人の少女」にむいても、樹冠部と幹の

色の逆転という形で生じている。<相互スクリプル〉では、第 1凶目静枝が

「赤い傘」、治療者は「優しい女の人J 0 第一 2[司目は、彼女が「米粒」を投

影し、治療者は「百合の花」であった。

第28回面接において作った〈箱庭〉は「公園で遊んでいる子ども」。ミッ

キーマウスと 4人の子どもがいるが、 4人共抽象的人間像である。〈自由画〉

は「犬を 1匹ず、つつれて散歩している 2人の少交」。また、 〈相互スクリプ

ル〉では、静枝が「し?もじ」を投影し、治療者は「水の中から頭を出した

イルカ であった。続く第29回面接では、 (箱出〉において「おつかいに行

っている母親と子どもJo <自由画〉では「ボール投げしている少女」と以前

にもあったテーマの表現である。

しかし、第30[nj面接になると、大きな変化が生じる c まず、 〈箱庭〉では

ハH
V
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「動物園」が示される。中央に池が作られ、その中には 3;J~のフラミンゴと

2頭の子力パがおり、池の左側に象の親子がいる o 2匹のミッキーマウスと

3人の女児がそれらを見ている。〈自由画)1ゴム跳びしているJ (図-17)で

は、第26[日lの絵が発展した印象で 2つの山の聞にそれらをしのぐ高さの山が

陀立している。また、人と木も 3つず、つ描かれており、それらにわいても真

中のものがいずれも高くなっている o <相互スクリフゃル〉でのイメージは、

第 l回目彼女が「芽が出たじゃがいも」で、治療者は「青いブーツ」であっ

たO 第 2[P]目は彼女が「栗の実」を投影し、治療者は「赤ヘルの外人選手」

であった。

この頃の静枝は朝機嫌よく起床し元気に登校している O 家庭では以前に増

して父親に甘え、身体接触を求める O 母親は静枝が女らしくなってきたと言う。

第31同面接の〈箱庭)は「公園」で、 5人の子どもが遊んでいるが、その

うちの 3人は抽象的人間像である。また、久しぶりに試みた〈相互粘土〉で

は、静枝が「芋とわかめの味噌汁」で、治療者は「きつつき」であった。

第32同面接にむいても前回と類似のテーマの箱庭作品が主に抽象的人聞を

用いて示される o (自由画〉では「仔犬と遊んでいる少女」であり、特に変

化は見られない。(相互スクリプル〉におけるイメージは、青計支が「スプー

ン」で、治療者は「ワニのおばさん」であった O 続く第33回には、 〈箱庭〉

で「犬と遊んでいる 2人の幼児J 0 風景構成法〉を指示すると、付加項目

として橋の左側に道を描く (図一18) 0 まさに、「道が通った」のであろう。

この回、静枝と話し合い諒解が得られたので、面接の頻度を次凶から週 1回

のペースに変更した。

第34回面接の(箱庭) 1公園で遊んでいる」では、抽象的人間で表わされ

た4人の子どもが、シーソ一、ブランコなどで遊んでいるが、使用領域の右

端にあるベンチに赤いドレスを着た少女が座わっているのが注目された。つ

ぎの第35回面接には 13人の女児が公園でままことしている」という箱庭を

作る。

第36回面接に来談した際、静枝は髪をカットして中学生らしく変貌してい
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登校拒否女子中学生の心理治療過程でみられた象徴表現について

るO この回の(箱庭)でまたもや反転が認められた。作品は〈家の近くでま

まごとしている〉とのことであるが、第34回の箱庭作品で使用領域の右端に

あった赤いドレスの少女が反転して左辺側に置かれている。また、ままごと

の御馳走の中にある赤い果実が目立っている。<相互スクリプル〉では、静

枝は「人参」を投影する。治療者は「中学生の男子」であった O

第37回面接。この日の朝父親から電話があり、静枝が2、 3目前から勉強

を教えてくれる人が欲しいと言い出したので家庭教師を頼むことにしたと聞

く。この凶の〈箱庭〉は〈友だちと遊んでいる〉との説明で、女児と擬人化

したクマが遊んでいる o <自由画〉は「おつかいに行く少女」であるが、今

回初めて少女に「足」がつく O 静枝は現実水準においても家庭教師を希望す

るなど主体的な動きを示しており、まさに彼女が自分の足で歩み出したのだ

という印象を治療者は抱いた O この回、面接の頻度を減らすことを話題にす

ると、彼女は 2週間に l回のペースを希望する。

第4期 (第38回面接~第57回面接約11カ月)

この時期には社会的関係、集団への適応に向かう動きが少しずつ広がって

いき、特定の友人との交流が密になり、また異性への関心も芽ばえてくる O

第38[p]面接から第44[口l面接までの〈箱庭〉では毎回〈ままごとをしている〉

テーマが示される O このうち、第39.42. 43. 44凶面接ではいずれも人聞は

登場せず2匹のミッキーマウス、ミッキーマウスとドナルドダック、あるい

はドナルド夕、ックとブルート(犬)というように、いわばファンタジーラン

ドの住人だけが遊んでいる。また、どの凶にもままごとのご馳走の中に赤い

果実が入っているが、殊に第43，44図面接には赤い容器も用いられているの

が注目された。この時期の自由画はくおつかいに行っている〉、 〈縄跳び、し

ている〉、 〈テニスをしている〉、 〈バレーボールをしている〉などのテー

マで描かれるが、小学 5. 6年生の少女が常に 2人登場する基本的には同じ

ような作品である。図-19は、第39回面接での〈自由画> ，-ボール遊びをし

ている」である。左側の木の校がかなり分化しりんごの実がなっていること、

窓にカーテンがついていることなどが注目される。この時期の〈相互スグリ
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ブル〉でのイメージ表現では〈箱庭〉、 〈自由画〉におけるよりも変化が認

められる。第38回ではく静枝:小指日治療者:ウルトラマン〉で、以下第39

田〈池の中の 7匹のオタマジャクシ日コブラ〉、第40同〈魚日お伽話のお爺

さん〉、 〈赤い靴下村体操する男性〉、第41同(枝豆日白鳥の子)、第42匝l

〈海の深いところにいる魚、日飛んでいる青い鳥〉、第44固く池の中の 3匹の

赤い金魚日お喋りする 2人の少女〉であった。静枝が投影したイメージには

水の中にいる動物や赤い色のものが多い。

なお、第42回面接から第44同面接の聞に行われた母親面接ではつぎのよう

なことが報告される。静枝はこの頃衣服に関してお酒落になり、近くに住む

クラスメートの女子とよく行き来している。また、クラスに静枝と雰同気が

似たおとなしい男子生徒がおり、彼女はその人と友だちになりたいけれど女

の子の方から声をかけても失礼ではないだろうかと母親に相談してきた。そ

して、父母に支持されて間もなくその男子生徒に手紙を出した。父親も母親

も静枝の変化が著しいので驚いていると語る O

第45[PJ面接から第50回面接にかけての箱庭作品のテーマはいずれもくまま

ごとしている子どもたち〉であるが、登場するものはほとんどが現実的人間

像である O また、第46[叶面接の箱庭作品には、遊んでいる 2人の女児の側に

くベッドに寝ている赤ん坊〉が登場し、同ヒテーマが第49，501吋面接の作品

にも見られる。これは、静枝の内界で新たに成長しつつあるものの表現であ

るように思われた O また、第5016]面接以後では使用領域が砂箱全体に広がる

が、第500口!の箱庭作品には左辺傾IJに初めて学校が置かれる。現実水準では、

静枝は第50同頃から面接場面においである程度自発的で自然な会話をするよ

うになる。

この時期の〈自由画〉のテーマは基本的にはそれ以前のものとほとんど変

わっていないが、箱庭作品で赤ん坊が登場した第46図面接では絵の中の人物

の年令が静枝の現実の年令と同じになっている o (相互スクリプル〉にむけ

るイメージは、第450司〈静枝:赤い金魚日治療者:仔青島〉、第46同〈のり巻

き日コリー犬〉、第47回〈生えている椛茸日踊っている女性〉、第48回(西
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洋梨日ネッシー〉、(水溜り付OKのサインを示す指〉、第49回(i皮日少年〉、

第50回〈衣紋掛けH 受けた球を投げ返している捕手〉、 (H殻日女の子〉で

あった。この頃のクライエン卜に対する治療者のかかわり Ijは、投球練習を

するピッチャーの球を受け一球一球子応えを確かめて「よし.ノ良い球」と声

をかけ返球するキャ yチャーのごとき心境で、彼女の成長の歩みを見守りっ

き合っていこうという感じであった。

第51W]、52181面接の箱庭作品のテーマは、 くままごとをしている〉、 〈犬

と遊んでいる〉で、それ以前にも見られたものであった。しかし、第53!日l面

接の〈箱庭〉では変化を示し、 { 2人のミ yキーマウスと女児が池に蛙をつ

かまえにきている〉となり、左 f二に学校が置かれている。第541l1J面接になる

と、その学校が[~辺中央よりも七のかに置かれ、それが主舞台となりぐ予校

で遊んでいる〉。ミソキ←マウスとフルートを合む 4人の小学生が遊んでい

る。この時期の(白由回〉はほとんど同じようなテーマであるが、描かれる

樹木の幹が非常に太くなり恨元も[よくてしっかりと大地に根をおろしている

印象である。また、家よりも背の高い木が描かれる場合もあった。<相u:ス

グリプル〉においては、第51[11] (静校:薄日治療者:スケートをする人〉、

〈じゃがいも日英国の近衛兵〉、第52!日](なすびH あひる〉、 〈茂色いリボ

ン日母r闘の肩を口[Jく少女j 、第53い]<きゅうりザインデイアンの娘〉、 〈な

すひ、日膨らむ餅)、第54(1:1] <ノfナナ日蟹〉で、静枝は毎回のように果物や野

菜の実を投影する。なお、第54臼l面接の際、話し合いの結果次凶から面接を

3週に 1[n]のベースで行うことに変更した。

第55!口|面接は、静枝が順調に 3年生に進級した 4月の下旬に行われた。そ

の頃彼女は鮮やかな赤い色の火服を好んで肴ていたが、この[口|にも赤いセー

ターにピンクのスカートという装いで現われた。前年の夏頃から箱!去やスク

リフ)しのイメーシの中に赤いものがしばしば登場していたが、この時点にな

り彼女が身をもって赤色を表現するようになったのであり、そこに彼女の感

情表現の復活がより明確に示されているという印象を抱いた O この回、静枝

は箱庭、描画などの非言語的表現には向わずに話し合いを希望する。 治療者
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が新しいクラスのことを聞くと、話をする相手もおり楽しいと語る。

第56図面接の(箱庭)は「学校のグラウンドで遊んでいるJ (同一20) で、

ミッキーマウスと 4人の子どもが遊んでむり、最も現実的な領域である右上

に学校が置かれている O 静枝が終結希望を口にしていると父親から聞いてい

たので、終結のことを話題にし彼女の気持を聞くと、あと 1[叫来て終りにし

たいと述べる。

第57回面接に、静枝は明るい表情で来室し治療者の日をしっかりと見て話

す。治療者が「もう静枝さんは自分の足で歩いてやっていけると思う」と言

うと、彼女もうなづく。

治療終結から数年後の現在、静枝は社会人として元気に生活している。

町考 察

本事例に関して考察したい問題はいくつもあるが、ここでは治療過程にむ

けるイメージ表現にしぼって検討する。

1. 治療過程におけるイメージの変遷

向我の健全な発達にとって必要な親に甘え、世話される経験を幼児期にお

いて卜分にもつことができず、制約的で厳しい養育を受けた静枝は、年令相

応の自立性、社会性を育むことができなかった。彼女は言われたことを言わ

れたとおりに守って動くことはできても、自分の気持や考えに根さして主体

的に選択、判断したり自分の問題を自主的に処理することが極めてできにく

Lミ状態にあった。

そうした主体性に乏しいあり方は、治療初期に描かれたパウムテスト、風

景構成法、統合的HTPテストなどにも端的に表われている。幹の上方が聞

き分校のない樹木、窓がない家は、彼女が外界との交流に関して極めて受動

的、消極的であり他者とのコミュニケーションがとれないことを示している O

記号的線描画で表わされた人物像は、静枝が自分について懐疑的で不安感を

もち、自己概念を確立していないことを示唆している令筆者の限られた臨床

経験からの印象をあえて述べると、このような記号的線描画の人物しか描け
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ないクライエントには、環境への順応姿勢が過剰で、内的規制枠が極めて強い

ために自分の内的世界、本質的な部分を圧殺し自分をもたない人が多い。換

言すれば、外界に合わせることに傾き過ぎて、アニマ(アニムス)が圧殺さ

れているような状態にある人が多いということであるが、実際彼(彼女)ら

の夢ではしばしばミイラのようになっていたり死んでいたりするアニマ(ア

ニムス)像が登場する。そういうことから、当然、彼(彼女)らは外界に対

して主体的に振舞えず、対人関係での適応にも困難をきたしやすい。治療開

始当初の静枝も、まさにくこころ(内的世界)) も(肉体性〉ももたない棒

だけの存在としてあったと言えよう。

そうした静枝とかかわっていくにあたって、治療者は当初は課題画や彼女

が慣れているオセロゲームなどを媒介として構造を与えて守りながら彼女と

の歩みを始めていこうと考えた。

治療者との交流を重ねていくうちに、第 6回面接の風景構成法では家に窓

がつく。外界との交流の通路が少し聞かれた印象である。実際、この頃には

静枝は面接に来ることについて積極的になっている O そして、第7図面接の箱

庭表現では、治療者像を思わせる男性と少女が登場し、〈烏に餌を与えている〉

テーマが示される。これにより、治療者との聞に一応の安定した関係が形成

されつつあることが窺える。同時に、その後の展開の可能性についての期待

ももたれた。なお、治療関係がある程度成立しかけたこの辺りから、相互ス

クリプルや相互粘土造形などを介して治療者とクライエントが相互にイメー

ジを表現し合いエネルギーを交換し合う試みを治療的交流の主軸として取り

入れている。

第 2期(第 8回~第23回)に入ると徐々に治療的退行が進展していく。箱

庭表現における流れをみると、まず第 8回で小学 4年生の男女児と共に幼稚

園児が登場するが、第11回目までの聞に登場人物の年令が3才まで下がり、

口愛的なテーマも表現される。

他方、自由画においては、第 9回に樹木の冠部と幹の色が逆転する。この

反転現象は Jungがいうところの〈エナンティオドロミア) (enantiodromia、

q
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相互反転)であると考えられる。ここでの反転は、意識の方に向いていた心

的エネルギーの流れが無意識の方向に反転すること、すなわち退行傾向を示

唆している O 第10回の自由画では、初めて人物像に目鼻がつくが、 くそりで

左下へ滑べり下りる兄弟〉のテーマが示される O 加えて、スクリプルにおい

ては地中への下降を連想させるく落し穴〉が表現されており、退行が牟層深

まることが予想、される。そして、第11回面接の自由画に至ると、冠部が真黒

な樹木という衝撃的なイメージが表現される O 黒は最も時い色であり、 自立

に限界、別離、分解を象徴し、生の否定という意味をもっといわれる九心理

的には深い抑うつ、退行、無などの経験を表わすこともある。そこにはまた、

変化と新しい始まりの可能性をも内包していると考えられる。静枝の場合、

この時点において心的エネルギーの退行が傾に達し、植物的な段階で象徴的

な死の体験が生じているものと考えられる。続く第12[口lには初めて肉体を備

えた少女像が登場する。それ以前の描l南における人物像はすべて記片的線描

画であり、しかも大人の男(第 3回)、男の子(第 6@j)、兄弟(第10[uJ)

というように男性像であったが、第11回にむける象徴的な死の体験を経て肉

体をもっ少久が新生した印象である。すなわち、ここにおいて〈死と再生〉

のプロセスが生じていることが認められる。この変化と関連してか、第12凶

以降の箱庭作品では登場人物の年令が上昇し始める。

自由画に登場する少女像は、その後、第13(iJ](双生児の少1;:.)、第141nl{3人

の少女〉と発展する。そして、第15f日]にはく海水浴の 4人の少年〉が表現される。

あたかも海(無意識の深み)から出現してきたかのような印象の少年は静枝の

アニムス像であろう。それは彼女の内的刊:界(こころ、魂)のイメーシである

と同時に彼女の心の中の男性的部分を表わすものである。また、この少年の像

は、治療初期に棒状の存在であったアニムスが死と再生のプロ七スを経て変

容したことをも示している。 Kallfは「“ 4"という数字は全体性という意味

にむいて中心化がなされた時に表われてくる」と述べている 11が、 '4Jのテ

ーマを含むこの絵はマンダラであると解される。ここにおいて、白我と深層

とのつながりを同復する体験が生じており、彼女の心の内部で自我と無意識

A
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登校拒否女子中学生の心理治療過程でみられた象徴表現について

とのより高次の統合へ向かう動きが生じていることが窺われる O 「心の全体

性」の象徴表現と軌をーにして、この回の箱庭作品のテーマは〈動物園〉で

あり、自己の本能的部分に触れるイメージ表現がなされている。そして、こ

の頃から静枝は家族との聞でよく話をするようになっていく。

マンダラ表現を境にして、その後第23回面接頃までの箱庭作品においては、

〈旅行から帰ってきた父親〉、〈庭掃除している父親〉など彼女の父親像の復

活、変容を示唆するイメージ表現がなされる。それと共に、 〈母親とジュー

スを飲んで、いる子ども〉、〈母親と旅行に行く女の子〉などの退行した母子関

係、母親イメージの回復を示唆するテーマが繰り返される。実際に、この時

期静枝はそれまでとうって変わって父親に接近し始め甘えを表現するように

なる。母親にも甘えたり一緒に台所仕事をしたりするようになっている。こ

うした甘え直し体験は、子どもの自我が自立的な方向に成長していくために

は必須のものである。

そして、第22図面接のスグリプルでは〈卵〉が表現される O 彼女の心の中

で何かが生まれてくることが予感されたが、続く第23回にはくかまくらの中

に赤い灯火が点る〉。これは卵の癖化に匹敵するイメージである。このイメ

ージを表現したその日から静枝は登校し始める。

卵の瞬化によってつぎの展開過程の幕聞きが告げられるが、第 3期(第24

回~第37回)に入ると、まず第24回の自由画で樹冠と幹の色の反転が生じ、

続く第25回の箱庭表現でも反転現象がみられる。そして、この回の自由画に

は〈運動靴〉が表現される。それまでの人物像に常に欠けていた足(靴)の

部分が予示された印象である。さらに、第26回になると、自由固において 2

つの山の聞から第 3の山が生まれ出てくる O この山は第30回に至ると両側の

山をしのいでそそり立つまでに成長する。その問、第27回の箱庭、自由画に

おいて反転現象が生じ、第29回の箱庭では〈おつかいに行っている母親と子

ども〉という退行した母子関係のテーマがもう一度表現される O 現実水準で

も、静枝はこの頃父母との身体接触を求める傾向を強めている。親との間で

の身体接触を通じて基本的安全感を確認したところで第30回の表現が可能に

Fhυ 
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なったのであろう O

ここに出現した〈突出し成長する男根的な山〉は、西村 (1982)がいう「土

的男根象徴J4)に匹ゐ敵するものと思われる。土的男根象徴は男根的な力強い自

我、自我の主張性の象徴であり、自我の独立の可能性を表わすものである O

静枝の場合、この男根的な山が誕生し成長する過程で、第30回の箱庭作品〈動

物園〉によって示唆されるように、自我が本能的エネルギ一、内的活力との

つながりをそれ以前よりも取り戻してより主体的な動きを示せる方向に歩み

出して行ったのである O そして、第37回に至り、自由画でく足(靴)の獲得〉

が表現される。靴は自分の足で歩くための手段であり、現実に対する態度を

象徴するともいわれる3)。実際、我々はある程度白己を主張する力をもたない

と、現実に対する自分の態度、立場をとることができない。まさに、この絵

は、彼女が自分の足を大地につけ自らのものをひき受けて歩けるようになっ

たことを象徴的に示しているのである O この頃、彼女は自分の意思を表明し

て家庭教師を得ている O また、母親の誕生日に、彼女ひとりで買物に出かけ

プレゼン卜を見たてて母に贈っている。以前の静枝は自分の身の回り品など

を買うために親と出かけても容易に決められず何度も足を運ばねばならない

ような状態にあったので、その変化は母親を大いに驚かせ喜ばせたのであっ

。
た

他方、第24回以後のスクリプルにおける表現に目を向けると、 〈ブラウス

の襟〉、〈髪飾り〉、〈赤い傘〉、〈しゃもじ〉など、女性的なペルソナあるいは

女性性を象徴するイメージが集中的に示されている(この辺りでは、治療者

の方も同様のイメージを表現して交流している)。これに類したイメージは

第 2期の後半にも生じていたが、この時期に至り一層顕著となる。西村 (19

82) は「土的男根象徴の表現と同時かあるいはその後に性役割の統合のテー

マが多しミ」と述べているが、静枝の場合にも、母親に甘え、世話され、ある

いは母親とす者に家事をするといった母体験を基盤にして、女性性が育まれ

ていくプロセスが生ピていることが窺える O 現実水準でも、静枝はく手さげ

袋〉を自分で、縫ったり洋裁をしたりするなどの行動をみせている。子さげ袋
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を作る行為は、女性性の発展にとって大切なく内空間〉を育むことと関連し

プヱ義深いものである8)。彼女がこの時期に女の千らしく変貌したことは父母

J止所の人がはっきりと認めているところであった。第36回面接に認められ

たくヘア・カット〉もそうした内的変化を端的に示すものであると思われる O

登校し始めた第 3期以降の箱庭作品には仲間関係への適応に向かう歩み、

社会的関係が少しずつ広がっていく過程が一貫して表現されている O すなわ

ち、第24同の作品はく公園で遊んでいる兄弟〉であるが、第25恒lにはくまま

ごとをしている姉妹とその友だち〉となり人間関係の範囲が少し広がる O さ

らに、第28，31， 32， 34回の作品になると、 3 人~5 人の子どもが公園で遊

んでいるが、どの場合にもその中に抽象的人間像が混じっている O 抽象的人

間像の存在は対人関係にわける不安、緊張、とけこめなさなどを反映してい

るのかもしれな1，'0 しかし、第35.36. 38同に至ると、抽象的人間像は姿を

消L、ままごとをしている子どもはすべて具体的人間像となっている。

第4期に入った第39，42， 43， 44l司の箱庭表現ではそれまでと異なった様

相を呈する。ままごとをしているものがすべてミッキーマウスやドナルドダ

ツクなどのキャラクターとなる O これらの非現実的な像は前述の抽象的人間

像とは意味を異にすると思われる。この 4つの箱庭作品は外界との関係、対

人関係の側面を表現しているというよりも、次工頁で論ずるような内的世界と

のかかわりを表わしているのではなかろうか。

第45回以後の箱庭では、現実的人間像が主に登場する表現に戻るが、第46，

49， 50li1Jには彼女の心の中で新たに発展しつつあるものを示唆するかのよう

にく赤ん坊〉が登場する。また、第50回の作品には左辺に初めて学校が置か

れる。まだ周辺的な場所にではあるが、彼女の心の中でく学校〉がある位置

を市め始めたという印象である O この学校は、第54司 56回になると、最も現

実的な領域である右上に移動し、 く学校で遊んでいる〉テーマが登場する O

それまで繰り返されていた(ままごと遊びの段階〉を脱したのである。この

頃、現実にも静枝が学校場面において彼女なりに自分の居る場所を獲得しつ

つあることを治療者も認めていた O 第51同以後のスクリプルで繰り返し表現

ウ
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された果物や野菜の実はそうした収獲物、成果をも意味しているのかもしれ

なし迎。

静枝からの終結希望に際して、治療者は箱庭作品の学校が小学校である点

などにやや気がかりな面も感じていたが、彼女の意欲を尊重したいと思い、

その後の成長に期待して終結に同意したのであった O

2. ミッキーマウス像の意味について

ミッキーマウスは静枝の箱庭作品にしばしば登場し重要な役割を果してい

るものである O ここでは、ミッキーマウスおよびこれと類似の存在であるド

ナルドダック、ブルートなどの意味するものについて考えてみたい。

都合48[8Jの箱庭表現のうちミッキーマウスらが登場するものは21回あるが、

その登場の仕方を分析するとつぎのような特徴が認められる。

まず、治療過程を 4つの時期に分けてみると、これらのキャラクターは内

的変容過程が展開し始めた第 2期以後に出現している O 第 2期には7[IJJ登場

しているが、いずれの場合もミッキーマウス 1匹だけである。それらをみる

と、植物段階での死の象徴表現がなされた第11回と第16，19回には(女児と

一緒lこ遊ぶ存在〉として、またマンダラ表現が示された第15[口]には(ガイド〉の

ような印象で、さらに父親像の復活、変容を示唆する箱庭表現がなされた第

17回， 23回と退行した母子関係、母体験のテーマが初めて箱庭に示された第

18回には(立会い人〉あるいは〈共にいる存在)の印象で現われている。ほと

んどが重要なイメージ表現のなされたセッションにおいて登場している。

第3期には 5回登場しているが、いずれも重要な表現がなされたセッショ

ンにおいてである。まず、自由画で反転現象が生じた第24凶にはミソキーマ

ウスが遊んでいる兄弟のうちの兄として登場している。そして、自由画にお

いて男根的な山が突出し始めた第26[I]Jを過ぎたところからミ yキーマウスら

が複数で登場する場合も出てくる。すなわち、箱庭と自由画の両方で反転現

象がみられた第27回にはミ yキーマウスとドナルドダ yクが、続く第28回に

はミッキーマウスJ[JCゐが、いずれも〈一緒に遊ぶ存在〉として登場している O

さらに、両側の山をしのいで蛇立する男根的な山が描かれた第30r口lには、 2
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匹のミッキーマウスが(ガイド)あるいはく立会い人)の印象で動物園にき

ている。また、描画の人物像に足(靴)がついた第37田には擬人化されたク

マが女児と一緒に遊んでいる。

第 4期においては、ミッキーマウスらは 9つの箱庭作品に登場している O

このうち、第39回， 42， 43， 44同では、既述のごとく 2匹のミッキーマウス、

ミッキーマウスとドナルドダック、 ドナルドダックとブルートなどだけで遊

んでいる。第49，52f口lにはく女児と A緒に遊ぶ存夜〉としてのミッキーマウ

スがみられる。さらに、箱庭作品に学校が登場した第53，54司 56回には、そ

れぞれ 2匹のミソキーマウス、ミソキ マウスとブルート、ミッキーマウス

1匹が〈ガイド〉、〈一緒に遊ぶ存在〉として現われている。

周知のように、 ミッキーマウスは Disneyが生み出した漫画映画シリーズの

主人公の〈ネズミ〉である。ミッキーマウスは子どもたちの人気者であり、

子どもの世界を分かつてくれる存在である。また、彼は子どもたちをファン

タジーランドヘ誘う存在でもある。ドナルドダック、ブルートも類似のキャ

ラクターであるくアヒル)と(犬〉である。ミソキーマウスが果敢な日険ぶ

りを示す存在でありながら紳士然とした面をもっているのに対し、 ドナルド

ダソクは自分の感情をむき出しにしてヒステリックにわめく賑やかなキャラ

クタ←である。ブルートはそれよりも少しエネルギーの強い存在といえよう

か。 3者はし吋どれも男性である。

本例の治療を行って Lぺ過程で、筆者は箱庭作品におけるミッキーマウス

について〈千どもの世界を分かる存在〉、(ガイド〉、〈共にいる存在〉などの

イメージをもち、当初はそれが主に治療者像を表わすものではないかと考え

ていた。しかし、第 3期以降の展開をみていくうちに、ミッキーマウスらが

それ以上の意味をもっ可能性を感じ、彼女の内界に存する何かを表わすもの

として受けとる方が良いと考えるようになった。もちろん、治療者像である

と同時に内的世界の像でもあるというように客体水準、主体水準の両両から

の解釈をした Lサ場合もある。そして、今のところ、 ミソキーマウスらについ

ては、治療者像以外に彼女のアニムス像を表わすものとして考えている。
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そういう視点からミッキーマウスらの動きを検討し直してみると、最初に

ミッキーマウスが出現したのは、記号的線描画で示された人物像から肉体を

もった少女像へと変容する転換点となった第11凶においてであった。第11tu]

より前の描画における人間像はすべて男性像であるので、ここでの変容過程

には棒状の存在であったアニムスが変容するという側面も当然含まれている

と考えられる。(事実、その 4[Pj後のマンダラ表現の中には肉体をもった少

年像が現われている)そして、第11jrljの箱[さには、静枝の心の中で圧殺され

ていたアニムスが変本してミソキーマウスの姿をとって登均してきたのであ

ろう。

アニムス像としてのミソキーマウスは、その後の展開過程にむいて、内我

と衝動!訴のものとのつながりをつける働きをしたり(第15[wJ)、父税像のi口l

復、変容や母体験の過程に ~J 我像を表わ t女児と共に参与したりしている。

その中でも、筆者が特に印象的に思うのは、第23[njlこ働く父剥像が登場した

際にその側にいるものがミッキーマウスだけである点である O 父親像の変容

は娘の心の中の男性像(アニムス)の変存と微妙に関係してくると考えられ

るからである。

第3期に入り、描画において男根的な山が誕生し内我の主体的な而が育ま

れていくプロセスが動き出すが、その途 kにある第27[口lからミッキーマウス

と共に彼とは性格を異にするキャラクターが出現したり 2匹のミソキ マウ

スが登場したりしている O これは、それまでミッキーマウスで表わされてい

たものが分化してきたことやアニムスが活什:化されてきていることを表わし

ているのであろう。第27[11jの箱庭表現のテーマはく鬼ごっこ〉で、女児が鬼

になってミソキーマウスとドナルドダソクを追いかけているが、これは自我

が積極的にアニムス(内なる男性性)とのかかわりを求めるといった意味を

もつのかもしれな1，'0 アニムスは女の子にとって強さ、活動性、行動力など

をもたらすものである。女の子が自立性を増していこうとする時には自分の

中にある男性性に出会っていかねばならないのである。静枝が自我の主体性

を育てていく上でアニムスとかかわりをもつことは真に大切なことである。
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そうした観点からすると、山之立する男根的山が生じた第30[口]に 2匹のミ yキ

ーマウスが登場し、人物像に足がついた第37回にミ yキーマウス、 ドナルド

ダックなどよりもエネルギーの強いクマが登場し女児と交流しているのも首

肯できることである。

第39，42， 43， 44U月]には、 ミッキーマウス、 ドナルドダックらのキャラク

ターだけが常に複数で登場している。特に、第43聞にはドナルドダックと共

に新たにブル←トが登場する。人間像が登場しないこれらの箱庭作品は彼女

の深層の表現であるのだろう O それらは、この時期に静枝の内面でアニムス

が・層活件.化きれていることを表わしているものと考えられる。な;1'0'、この

時期のイメージ表現の特徴を検討すると、箱峰、自由画、スグリプルのいず

れにおいても赤い色のものが多く表現され(第43[wJの自由l育lでは赤い烏が飛

んでいる)、感情要素が強まっていることが窺われる。また、スクリプルで

は〈海の深い所にいる魚、)(第42凶)をはじめ水の中の生物が集中的に表現さ

れ無意識とのかかわりが強まっていることが推測される。

この活性化されたアニムスは外界に投影され男子生徒への関心となって生

じたものと考えられる。第41回と 42[w]の聞に、家庭での語らいの中で、静枝

は弟から「土日告官ち p ん古子きな人いるのつ」と問われ、 "1章れている人はいる

よ」と答えていたという。その直後その男子生徒と友だちになりたいことに

ついて母親に相談しやがて手紙を出している。むろん、彼交のアニムス{象の

特徴からして、この段階での異性への関心は静枝の言表にもあるように淡い

憧:れのようなものであると思われる。

以上、箱庭表現におけるミッキーマウス像の意味について検討してきた O

こうしてみてみると、本例の治療過程ではアニムスの救済、発展のテーマ

が大きな位置を内めていることが分かる。マンダラ表現にむいて 4人の少年

像が示された意味もそこにあると思われる。(昭和62年 5月20日受理)

稿を終えるにあたって、本事例のスーパーパイズの労をとって下さった京都大学教

育学部UJ中康裕助教授に深く感謝いたします。第37図面接を終えた時点でそれまでの
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治療経過について山中助教授にスーパービジョンを止願いし、ご指導をいただきまし

たO そのことを記すと共に、心からお礼申し上げます。

(註)

1 )本論文の要旨の一部は北海道精神神経学会第62回例会 (1982年12月)において発表

した0

2 )本例の生活歴等については秘街保持のため本質を変えない程度に 部フイケンョン

化がなされている。
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Uber Entstehung der Sammlung der Heidenroslein-Vertonungen 

Hachiro Sakanishi 

Zusammenfassung 

Hier wird berichtet uber den Arbeitsvorgang der Sammel-und Forschungstatigkeit 

uber das Lied "Heidenr凸slein“， das ab Ende des 1R Jahrhunderts bis in die 1980er Jahre 

fast alle zwanzig Jahre geschaffen worden ist. Die Beschreibung wird je nach Punkten， in 

10 Verteilungen， geordnet. 1. Erster Anstoβ， 2. Die Tradition bzw. der Stamm der Samm 

lung und Erforschung des Lieds "Heidenroslein“， 3. "Heidenroslein“in J apan， 4 . U nsere 

Sammel-und Forschungstatigkeit und Deutsches Volksliedarchiv， 5 . "Zweiter Ansto品“ und

Zusammenarbeit mit Herrn Professor Schade， 6 . Neue Mitarbeiter， 7 . lnternationale Ver-

breitung des Liedes "Heidenroslein“8 . Japanische Ubersetzung und Lehrbuch fur Deutsch， 

9 . Revision der Noten und 10. Danksagung 

1. Erster Anstos 

"Warabe wa mitari 

Nonaka no bara..・“

Einmal durch die Schubert'sche und ein andermal durch die Werner'sche 

Melodie fand ich seit meiner Jugendzeit eine Vεrtrautheit mit dem Lied "Heiden-

roslein“2 Eines Tages begegnete ich aber einer dritten Vertonung. Was! Daβ 

noch eine dritte gibt!日nunbeschreiblich starker Anstoβbefiel mich und setzte 

sich in meinen Gedanken fest. Es war ein Erlebnis im Jahre 1961， als ich ein 

Buch mit dem Titel "Deutsche Volksliεder“(Konigstein， Neuauf!age 1959) von 

Joseph Muller-Blattau (damals: Professor i. Saarbrucken， Volksliedforscher) las 

Das Liεd， das dritte， war ein Werk in der Vertonung von Johann Friedrich 

Reichart (1752-1814) (im vorliegenden Band: Nr. 55 a capella). Ich lerr巾 au

diesem Buch eine grundleg巴ndeIdee， namlich， das sowohl das Gedicht als auch 

die Melodie， die zum Gedicht geschaffen wird， in ihrem Kernbesti'ndteil jeweils 

im Flus mit den tiefen Stromungen der Volkskultur eine耳巴schichtlicheEntste-

-123 -



Hachira Sakanishi 

hung， Entwicklung und zum Schlus Verschwinden erlebt. Oft geraten sie beide 

auch in Vergessenheit. Auch das Gedicht "Heidenraslein“von Goethe und dann 

z.B. das Lied "Heidenraslein“von Franz Schubert durften sich so auch aus der 

Quelle der Volkskultur zum Kristall einer Kunst gestaltet heraus; sie wurden 

dann zur Hohen Kunst， als sie durch Niederschrift durch den Dichter und durch 

Notenschrift durch den Komponisten gestaltet wurden. 

Wie sich der Text des Heidenrasleins wohl geschichtlich entwickelte? Und 

es muste dann auch noch mehrere Melodien bei der textlichen Entwicklung 

geben: die vierte， die funfte， die sechste usw. Durch die Begegnung mit der drit-

ten Melodie hatte ich fur diese Frage ein starkes 1nteresse目

2. Die Tradition bzw. der Stamm der Sammlung und Erforschung 

des Lieds "Heidenroslein“ 

Auf einer ziemlich spaten Entwicklungsstufe der vorliegenden Arbeit， die 

ich zusammen mit meinem Freund Herrn Professor Ernst Schade durchfuhrte， 

erkannte ich， daβes deutsche Gelehrte gab， die sich intensiv mit dieser Frage 

beschaftigten. 

) Text-Frage 1m sich auf den Text beziehenden Bereich der Frage gab es 

eine Diskussionsserie unter den deutschen Germanisten ab ungefahr 1860 in 

den darauffolgenden 60 Jahren， die von der Fragestellung ausging， ob das 

"Heidenraslein“dem Genre des Volkslieds zugehart， oder dem des KUJ;lst-

lieds zugeschrieben werden solle. Der Schade'sche Essay "Textgeschichte 

und Textkritik“ basiert auf den vorangegangenen Diskussionen， 巴iner

Tradition der Textforschung. Der Essay wurde von den japanischen Germa-

Anm. 1 Anfangszeilen der bekanntesten jap. Ubersetzung von Sakufu Kond凸 (1880ー

19日)

2 Sakanishi. H.: Das "Heidenr凸slein“inmeiner Erinnerung an die J ugendzeit 
(In: Shinanokyoiku Ze山 chr.f.Erz凶lU昭 Nr.1186 Nagano 1985) 
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nisten Michio 1shibashi (a.o. professor. i. Hokkaido-Univ.. Spezial凶f.

Poetik) und Katst巾 mo 1shikawa (Doz. i. ders. Univ.) ins Japanische 

ubersetzt; ein sehr zeitaufwendiges Projekt 

ii ) Melodien-Frage Da der vorliegende Band dem Leser viele Melodien 

anbietet， muste uber die Tradition der Melodien-Forschung etwas ausfuhr-

licher berichtet werden. 

Ernst Challier (1834 -1914) ， ein Verleger， war es， der in seinem "Gros 

liederkatalog“ (Berlin Selbstverlag 1885， Giesen， Erganzungsband 1885 und 

Nachtrage in den folgenden Jahren) als erster die Namen der 48 Komponisten 

mit den Opusnummern der Werke auffuhrte und sie erarbeitete， und falls be-

kannt， auch mit Verlagsnamen. 1hm folgte ein Musikwissenschaftler Max Fried匂

lander (1852 -1934). Er ste11te in seinem "Deutsche Lieder im 18. J ahrhundert“ 

(Stuttgart-Berlin 1902) 24 Komponistennamen vor. Hans Joachim Moser (1883-

1967) fuhrte dann in seinem Aufsatz "Goethe und Musik“(Leizig 1949) 30 Kom 

ponistennamen auf. 1m folgenden zeige ich zusammenfassend in einer Liste die 

Namen der Tonkunstler， die die drei Vorganger erforschten， dazu noch die Na-

men der Komponisten， die von Brigitte Emmrich und ihren Kollegen festgeste11t 

wt吋叩 (B.Emmrich: sieh. Se巾 142) 

A : Challier 

B : Friedlander 
Ostimmt den Liedern im Band 

C : Moser 

D Emmrich 

Lieder im Band A: Challier B: Friedlander C:Moser D:Emmrich 

Ander. A 

Aue， W 

1. Beethoven， Ludwig van O 

2. Bellermann， Heinrich O O 

3.Blanc， Adolf O 

Bock町 G

R
U
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Lieder im Band A:Challier B: Friedlander C:Moser D:Emmrich 

4.Brahms， Johannes O O 

Brauer， W， 

Brauns， O. 

5. Bronsart， lngeborg von O O O 

6. Burde， J eanette O O 

7. Dalberg， Friedrich von O O O 

8.Decker， Constantin O O 

9. Deelmann， L.H O 

10.Dorn， Heinrich O O 

Eijin， J.v. 

11.Er唱el，David Hermann O 

12. Finsterbusch， Daniel Reinhold O 

13.Ders. 

14.Futterer， Carl 

15.Gade， Niels Wilhelm O O O 

Gersbach， J 

16.Gotsch， Georg 

17. Grell， August Eduard O O 

18. Grimmer， Friedrich 。 O O 

19. Gronland， Peter O 。 O u(Zweimal) 

20. Grosheim， Georg Christoph O O 

21. G'schrey， Richard O O 

22. Haidmayer， Karl 

23. Harthan， Hans O 

24. Hartmann， Johann Peter Emil O O 。
25. Hauptmann， Moritz 。 。

Held守J.G

26. Henneberg， Richard 

27.Hering， Karl Gottlieb O 
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Lieder im Band A: ChaJlier B: Friedlander C:Moser D: Emmrich 

28. Holaender， Alexis O Holander o 1 op.10.l: 

29.Ders O O op.25.1: 

30.Ders. O o I op.28.1 

31. Huberti， Gustave Leon O 。
Ihm， M 

32. Jadassohn. Salomon O O O 

33.Joseffy， Rafael O O 

34.Kienlen， Johann Christoph O 。 。 OZweirnal: Opus 

Nummer unbekanr 

35.Kleffel. Arno O O 

Kohler， L 

Kroerner， W 

36.Korin耳er，Franz 

37. Ladendorf， Otto O 

Lecerf， J.A 

38. Lehar， Franz 

Lenz、L

39. L iebeskind， J osef 。 。
Linke， H LinkeφH. 

40.MallinιJ Orgen Henrik O 

Mangold守 K.G Mangold， K 

Mangold町 C Mangold， K.L.A 

41. Mangold， Carl Arnadeus O 

42. Ders 

43.Marschner， Franz 。
44.Melikjan， R.O 

45. Mendelssohn Bartholdv， Fつ

Mever， H 

46. Mohring， F erdin創ld O 。
47.Moniuszko， Stanislaw 。

Muller、Ad.jun

48.Muller， Carl Christian 。
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Lieder im Band A:Challier B: Friedlander C: Moser D: Emmrich 

49.Muller， Richard O 

日 Nageli，Hans Georg O 。 Naegeli， H.G。

トJakonz.G 
Nakonz、G

Naret-Konin胃， J 

Nemens‘日

51.N、rvall可 JacobNatanael 

Oehrl， R 

52.Phillip， Rudolf 。
53. Placv， W 

H.aman 

54. Rahmann， Bruno 

55.Reichar吐， Johann Friedrich 。 。 。 。
56.Reissiger， Carl Gottlieb 。 。 。 。

Rieff可 G.h

5i. Romberg， Andreas O 。 。 。
58. Sahr， Heinrich ¥'on 。 。 。

Schadel‘日

59. Scheiding， Fritz 。 。
60. Wartensee， Xa¥'cr Schnvder 。

von 

61. Ders 

62. Schudert， Franz 。 。 。 。
Schulze‘G 

63. Schumann， Robert O 。 。 。
64. Schuster， August Carl O 

65. Schwencke， Carl 。
66. Selle， Gustav F. O 

67. Stegmaver， F erdinand O 。
68. Svedbom， Per Jonas Fredrik 

Vilhelm Taubert， W Taubert. W Taubert町 W. Taudert， W 

69. Terry， Richard Runciman O 

70. Tomaschek， Wenzel Johann 。 TomascheιW.J. O O 

Voigt， Th 
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Lieder im Band A:Challier B: Friedlander C: Moser D: Emmrich 

71. Volckerick， J.F 

72. Vollenweyder， Heiner 

73.Ders. 

Walldach， L. 

74. Wehner， Arnold O 

Wenigmann， W. 

75. Werner， Heinrich O O O O 

76. Weyrauch， August Heinrich von O 

77. Weyse， Christoph Ernst 

Friedrich 

78. Wilm， Nikolai von O O 。
Wuerst町 R

79. Wuerst， R i chard F rrdinand 。
80. Wunderlich， A O O 

81. Zois， Hans von O 

82. unbekannt 

i11.Hager-Zimm引 mann，Hilde 

!21.Kaltenecker， Gerdraud 

1.31. Knittenmeier !od.Knitdlmair!， 

P.Lampert 

14!. Cosacchi，Stephan !Kozak， lstvan! 

1.51.Kutzer， Ernst 

!61. Riesche、Quirin

Sowohl Friedlander als auch Mos巳rwaren hervorragende Liedforscher. Sie 

betrachteten aber die verschiedenen Vertonungen zum "Heidenroslein“mlt emem 

bestimmten asthetischen Kriterium_ Sie trafen infolgedessen bei der Liedfor-

schung eine Auswahl an Liedern， und deshalb wurden viele Komponisten mit 

ihren VVerken von den羽Tissenschaftlernauseracht gelassen. 

Vermutlich war es Chalier， der das Lied von G. Bock (Nr. 3 von Challier in 

der gezeigten Liste) herausgJ b. (Dies ist aber nicht nachweisbar) . Friedlandεr 

gab einige Heidenroslein-Melodien zusammen mit anderen Liedern in seinem 
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"Goethes Gedicht in den Komponisten seiner Zeit“(Weimar 1896) heraus. Mo-

ser gab aber das Lied "Heidenroslein“in einer Sammlung nicht heraus. 

Bei den 6 . Internationalen Literaturtagen in Regensburg vom 6 . 11. bis zum 

23. 12. 1986 wurde die Fahne der Melodi巴ndes vorliegenden Bands sowie einige 

Originale， im ganzen 86 Vertonungen， in der Bischoflichen Zentralbibliotek， in 

Regensburg ausgestellt. 1m Einladungsschreiben， das von der Bibliothek ver-

sandt wurde， wird die Ausstellung als "Weltpremiere“bezeichnet， darunter die 

Unterschrift von Herrn Msgr. Dr. Paul， Direktor der Bibliothek， und die von 

H巳rrnErich L. Biberger， Vorsitzender der Regensburger Schriftstellergruppe In 

tenational， Prasident der Versammlung. Der Bibliothekar， Herr Dr. Werner 

Chrobak war sehr geschickt， den Exponanten dadurch Farbe zu geben， daβdie 

Vertonungen mit Materialien， Bildern der Komponisten， und Liederbuchern mit 

dem Lied "Heidenroslein“in den Schaukasten arrangiert wurden. Herr Professor 

Ernst Schade nahm an der Veranstaltung teil， und hielt einen Vortrag uber un 

ser Forschungsprojekt! 

Die Vorliegende Sammlung gilt als die erste mit den Heidenroslein-

Vertonungen in ihrer Anzahl von 88 Fassungen 

3. "Heidenroslein“in Japan 

Der Stellenwert des Liedes "Heidenroslein“ in den gegenwartigen kul-

turellen und sozialen Verhaltnissen in Japan muβganz anders sein als derjenige 

in den deutschsprachigen， in denen eigentlich dieses Lied entstand. 

Vor dem Hintergrund， das der vorliegende Band ausgerechnet in ]apan 

herausgegeben wird， angesichts der Tatsache， das das ursprunglich uns fremde 

Lied mittels Lehrplan und Unterricht auf verschiedenen Ebene der Schule auch 

Anm. 1 Zwei Journalisten a.d. Hokkaido Broadcasting co. Sapporo Herr Osamu Naga 

numa und Herr Hiroshi Mizoguchi waren anwesend， die Anstelle von Sakanishi einen 

kleinen Bericht uber Verfilmungsprojekt des "Heidenr凸slein“1985/87erstatteten 
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heute noch von jedem ]apaner fast auswendig gesungen werden kann， und zwar 

als ob es ein Lied seines eigenen Kulturguts ware， befasst sich das Essay von 

Frau Kimiko Ezaki (Doz. a.d. Kunitachi.Musik・Universitat)mit dieser Frage. 

Ezaki schr巴btihren Essay auf dem Standpunkt der Musikerziehung: "Heidenros-

lein -dieses "stutzerhafte“Lied und die ]apaner“ Sowohl ]apaner als auch die 

Les巴rim deutschen Kulturaum konnen wohl durch diesεn Essay die musikali 

schen Umstande verstehen. Das Lied "Heidenroslein“war stark mit dem musika-

lischen Leben in ]apan verbunden， seit die europaische Musik in ]apan eigefuhrt 

wurde， obwohl es "allmahlich verschwindet“(Ezaki.Essay; Herr Shin'ichi Osa 

nai， Abteilungsleiter der Redaktion fur die Musikerziehung in Ongaku no tomo 

sha Verlag). Und da di巴inihrer ]ugendzeit dieses Lied lied lernen muβten， ver-

binden sie mit dem Singen des Liedes eine Art Erinnerung an ihre ]ugendzeit... 

4. Unsere Sammel-und Forschungstatigkeit und das Deutsche 

Volksliedarchiv 

Zwischen den ]ahren von 1961 und 1976， also in 16 Jahren forschte ich im 

Alleingang uber das Lied "Heidenroslein“Dabei durfte ich mich von 1969 bis 

1970 als Stipendiat des ]apanischen Kultusministeriums im Deutschen Volk-

sliedarchiv Freiburg i. Br. der Forschung widmen. Dort studierte ich die vers-

chiedenen Materialien uber diese Frage. Bis heute bekomme ich dauerhaft 

Materialien fur die Forschung am meisten uber Herrn Dr. Wiegand Stief， dafur 

bedanke ich mich herzlich hier an dieser Stelle. In der Materialienabteilung KiV 

(Abkurzung von "Kunstlied im Volksmund“; Grunder: John Meier) z.B. werden 

Materialien belegt， die die Spuren zeigen， wie sich das Lied "Heidenroslein“ 

durch Tradierung und Verbr巴比ungauf dem ganzen Erdball veranderte. (Dieses 

Problem wi廿rdmei 問 Forschur昭 sal均abe 凶n der Zuk王u叩l日lllf仇ts託悶e臼l日n). Bei dieser 

Gelegenheit soll eine sehr interessante Kulturerscheinung erwahnt werden， die 

sich in der Linie der Verbreitungs-und Tradierungsfrage von Kulturgutern en 
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tdecken laβt. Das Lied von Mendelssohn (Nr. 45 mit Fragezeichen im Band) ver-

steht sich als Phanomen， das sich zwischen weitentfernten fremden Kulturen 

ereignet. "Es gibt viele verschiedene europaische Melodien， die auf weiten， kom-

plizierten Umwegen zu uns kar配 n“ (YuichroFukunaga， Dirigent des Stadti 

schen Orchesters der Stadt Fujisawa)， so das wir nicht feststellen konnen， ob 

das Lied wirklich von Mendelssohn， zum Gedicht vertont， entstand. 

5. "Zweiter Anstos“und die Zusammenarbeit mit Herrn Professor 

Schade 

Europa liegt nun aber in allzu weitem geographischen Abstand; es gibt 

daruberhinaus zwischen beiden die hohe Wand der Sprachbarierre， um von 

hieraus dem Grundbestandteil der deutschen Kultur auf die Spur zu kommen 

Vor dem Haufen der Materialien， die ich muhsam zusammengetragen hatte， kam 

die Arbeit beinahe zuml Stillstand oder ging in "gyuho“(ein Kuhtrab， jap. Re 

densart， die einen sehr sehr langsamen Schritt bedeutet). 

Unter den Materialien， die ich.im Jahre 1974 von Herrn Dr. Rolf. W. Bred. 

nich， Hauptkonservator i. Deutches Volksliedarchiv (gegenwartig: Professor i. 

Gottingen) bekam， befand sich das Buchlein ..Goethe und Volkslied“(Darmstadt 

1972) von Michael von Albrecht， das die Zahl154 bezuglich der Vertonungszahl 

zum Goethe'schen Heidenr凸slein erwahnt. Diese Ziffer 154 gab mir einen 

"zweiten Anstos". Jener ..erste Anstos“war der von Muller-Blattau im Jahre 

1961 gewesen. Seither waren schon 13， 14 Jahre mit wenigen Ergebnissen ver. 

gangen. 

Ich entschlos mich aber， diese ungew凸hnlicheZiffer anzugreifen， und mach-

te Herrn Professor Ernst Schade mit einer Bitte den Vorschlag， die Sammel. und 

Erforschungstatigkeit zusammen durchzufuhren. Bitte und Vorschlag wurden 

dankenswerterweise akzeptiert. Seitdem kam die Arbeit erst dazu， in Quantum 

und Qualitat eine sprunghafte und wesentliche Entwicklung zu finden. 
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Unsere gemeinsame Arbeit fing mit der Erforschung der Zahl 154 an. Wir 

fragten Herrn Professor von Albrecht nach der Herkunft dieser Zahl. Er gab 

uns anstatt einer Argumentation einen Hinweis auf die erwahnte Monographie 

von Moser und ermutigte uns freundlich zur weiteren Arbeit; er starb aber bald， 

ohne das er sein Versprechen realisieren konnte， uns weiter zu helfen. Die 

Fachwissenschaftler aus verschiedenen Richtungen deuteten an， daβes bisher 

keine Melodien-Sammlung uber das "Heidenroslein“gabe， und das es sicher mit 

Schwierigkeiten verbunden sei， diese Zahl zu erreichen， sicherten aber ihre ste-

tige Hilfe zu. 

1m folgenden werde ich aus dem Aufsatz zitieren， der von meinem Freund 

Professor Schade als Vorwortsentwurf fur die vorliegende gemeinsame Arbeit 

verfasst wurde， was ein Zeugnis dafur ist， welche Muhe er sich bis zum Schlus 

fur diese Arbeit gegeben hat. Ohne Vermeidung der Verdoppelung der Be-

schreibung uber das Arbeitsprinzip und den Arbeitsvorgang will ich zitieren， da 

es sich um genaue lnformationen auch seinerseits handelt. 

Zitat: 

Am Anfang stand die Notwendigkeit， der Authentizitat der Angabe von 

uber 154 Kompositionen des Goethe-Gedichtes nachzugehen. Michael von 

Albrecht， der Autor der oben zitierten Schrift "Goethe und das Volkslied“， ver 

wies nach brieflicher Anfrage auf die Arbeit von Hans Joachim Moser "Goethe 

und die Musik“ (Leipzig: Peters 1949) ， der in seinem Buch aufgrund eines ihm 

vorliegenden "Verzeichnisses von Goethe-Vertonungen“ tatsachlich von ，，154 

Heidenroslein -melodisten“ spricht， womit er sagen will， daβes sich zu einem 

grosen Teil um "Kompositionen von blos ephemerem Geprage“handelt， weshalb 

er auch nur 31 Komponisten dieses Liedes in sein Verzeichnis aufgenommen hat. 

Hans Joachim Moser bezieht sich in seiner Quellenangabe auf die "Kartothek der 

Goethe-Vertonungen“im Besitz der Musikabteilung der ，爪Tissenschaftlichen 

offentlichen Bibliothek Berlin“， der fruheren "Preuβischen Staats bi bliothek“， die 
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heute， soweit sie im OsUeil der Stadt liegt， ..Deutsche Staatsbibliothek“h巴ist

und im WesUeil der Stadt die Bezeichnung ..Staatsbibliothek Preusischer Kul-

turbesitz“fuhrt. Der ..Sonderkatalog aller Vertonungen“2 befindet sich in der 

..Deutsche Staatsbibliothek“， also in Ost-Berlin， er enthalt jedoch keineswegs 154， 

sondern nur 65 Nachweise uber Kompositionen des Goethe-Gedichtes. Von nicht 

mehr als 40 Komponisten konnten uns die Noten von der Musikabteilung der 

Bibliothel vorgelegt werden， manches ist in den Wirren des letzten Krieges ver-

lorengegangen. 

Die Liste der Kompositionen bei Hans-]oachim Moser weist aber nun 

Abweichungen gegenuber der Kartothek der Goethe-Vertonungen in der Berliner 

Bibliothek auf. Das gab Anlaβzur Vermutung， das H. ]. Moser weitere Quellen 

benutzt hat. Es konnte in Erfahrung gebracht werden， das der bereits 1967 ver 

storbene Musikwissenschaft1er bei der Erarbeitung seines Manuskripts vorran-

gig auch im Goethe-und Schillerarchiv in Weimar geβrbeitet hat. Anfragen 

haben jedoch ergeben， das dort kein Verzeichnis der Vertonungen vorliegt. Aus 

der Notensammlung des Goethe-Nachlasses konnten jedoch 10 Kompositionen 

erschlossen werden， 9 davon waren uns bereits bekannt， nur eine war fur uns 

neu. Der Nachweis der Existenz von uber 154 Vertonungen des ..Heidenraslein“-

Gedichtes zu jener Zeit kann also nirgends gegeben werden， sind wir doch allen 

Quellenangaben des Autors nachgegangen. Die Aussage lebt jedoch seit H.J 

Mosers Vermerk in der Tradition der Sekundarliteratur weiter 

Das Ergebnis der nicht stichhaltigen Zahlenangabe wird noch dadurch un-

terstutzt， daβvon uber 154 Kompositionen gesprochen wird. Wenn schon ein 

Verzeichnis vorliegt， warum ist dann die Zahl nicht exakt angegeben worden? 

Das negative Ergebnis dieser Nachforschungen beeinfluste unser Vorhaben 

nicht. Der gemeinsamen Arbeit muβte die Sammeltatigkeit vorangestellt 

Anm. 1 ， 2 : eine innerbetriebliche Benenngen; unnachweisbar， ob die beiden dasselbe 

sind. 
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Uber Entstehung der Sammlung der Heidenroslein-Vertonungen 

vorangestellt werden， dann erst konnte eine Auswertung der Materialien begin-

nen. Den einzelnen Arbeitsabschnitten lagen unterschiedliche Schwerpunkte zug. 

runde: 

1. -Sichten biographischer Verzeichnisse uber Vertonungen von 

Goethe-Texten 

2 . -Sichten der Musikalien in personlich erreichbaren Bibliotheken und 

Sammlungen 

3 . -Anschreiben bestimmter Bibliotheken und Sammlungen， die aufgrund 

ihres Umfanges oder ihrer Spezialgebiete bei der Suche nach Ver勾

tonungen Erfolg versprachen 

3. a - Anschreiben von Bibliotheken im europaischεn Ausland und in 

Ubersee unter Vorlage bibliographischer Vorgaben， die inzwischen 

uber Vertonungen angesammelt werden konnten 

4 . - Zusammentragen biographischer und bibiiographischer Angaben 

uber die Komponisten， von denen Vertonungen vorlagen. Die Suche 

nach Lebensbeschreibungen weniger erfolgreicher Komponisten 

machte das Studium ausgefallener Quellen notwendig 

5 . -Auswertung der Materialien 

5. a -Untersuchungen zur Text. und Motivgeschichte und Textr巴zeptlOn.

5. b -Melodieanalysen und zusammenfassender Bericht uber die Komposi 

tionen 

Insgesamt wurden im Laufe der Nachforschungen uber 100 Bibliotheken und 

Sammlungen (einschl. in ]apan) angeschrieben， von denen uns 18 Instituten 

Noten zugeschickt haben. Druber hinaus haben sich Bibliotheken bemuht， uns 

beim Zusammentragen biographischer Materialien behilflich zu sein. Da eine 

Anzahl heute weniger bekannter Komponisen den Text vertohat， reichten die 

vorliegenden Standardwerke zum Nachschlagen nicht aus 

1m Gegensatz zu bisherigen Veroffentlichungen oder Besprechungen von 

F
吋

υ
q
ぺ
u



Hachira Sakanishi 

"Heidenraslein“一Melodien，wo man unter Zugrundelegung asthetischer Prinzipien 

stets nur immer eine Auswahl vorgelegt hat， geht es hier darum， die musikalis 

che Gestaltungsmoglichkeit eines Textes in ihrer ganzen Breite darzustellen 

ohne Kritische Auslese1. Dadurch kann die Vielseitigkeit aufgezeigt werden， 

aber auch Grenzen， wenn Parallelitaten zu anderen Vertonungen deutlich wer-

den oder individuelle Gestaltungsformen nicht mehr uberzeugen. Daruber hinaus 

werden epochenbezogene Affinitaten zu bestimmten Kompositionsmerkmalen 

sichtbar. 

Bei der Aufarbeitung der Vertonungen zur Publikation hat uns die zeitliche 

Einordnung der Kompositionen Schwierigkeiten bereitet， weil die Jahreszahl der 

Druckniederlegung vor allem bei Einzelausgaben meist nicht angegeben ist. 

Wenn in so1chen Fallen auch noch Werkverzeichnisse der Komponisten fehlen， 

muste von den Lebensdaten der Komponisten aus auf eine Zeitspanne der En-

tstehung der Komposition geschlossen werden 

Nicht nur die groβe Zahl mit uber hundert Vertonungen macht dieses 

Goethe-Lied zu einem Objekt interessanter Betrachtungen， auch die kritische Au-

seinandersetzung mit dem Text bietet einzigartige Perspektiven zur Text-und 

Motivgeschichte， zeigt aber auch die Grenzen und Irrwege germanistischer For 

schung. 

Allen， die uns bei der Zusammenstellung des Materials geholfen haben， 

sagen wir herzlichen Dank. Die Zahl derer， denen wir zu Dank verpflichtet sing， 

ist uns unbekannt. Es sind die Bibliothekare und ihre Helfer in vielen Bib-

litheken， die Kataloge sichteten， Notenmaterial heraussuchten und Fotokopien 

anfertigten. Die Bibliotheken， die unsere Arbeit unterstutzt haben， sind an 

anderer Stelle genannt. 

-Zitatschluβ 

Anm. 1 : In diesem Zusammenhang sind die Gedanken der Herausgeber einig 
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Uber Entstehung der Sammlung.der Heidenroslein-Vertonungen 

6. Neue Mitarbeiter 

Inzwischen nahm mein Freund Herr Professor Wolfgeng Suppan a.d. 

Musikhochschule in Graz als Mitarbeiter an unsere Arbeit teil. Er betrachtete 

die verschiedenen Melodien zu ein und demselben Thema "Heidenroslein“ 

musikethnologisch und geschichtlich， und ruckte die Melodien in ein breiteres 

Blickfeld (Forschungs-schwerpunkt 5 . ii) . Fur das Essay iIl) Band: "Zwischen 

Volkstumlichkeit und Kunstanspruch -Geschichte， Strukur und Asthetik der 

，Heidenroslein' -Melodien“bemuhte er sich mit einer drei Jahre langen Uber 

legung. Um dem Gedankengang des Suppan'sche Essays zu folgen， und zwar vom 

japanischen Kulturraum her， wurde ein japanischer Musikwissenschaftler Herr 

a.o. Professor Tadashi Isoyama a.d目 Kunitachi Musik-Univ. als Mitarbeiter 

empfangen. Er ubersetzte das Essay ins Japanische. 

Die konzentrierte Sammeltatigkeit wurde vorlaufig zwischen den Jahren 

1981 und 1982 beendet. Der Schwerpunkt unserer Forschung ging allmahlich zur 

5 . Bewertung der Materialien uber. Die Formulierung des Essays "Textge 

schichte und Textkritik'¥wurde von Herrn Professor Schade ubernommen， dεr 

sich mit Recht deutscher Germanist nennen darf. Daruberhinaus b巴muhteer sich 

trotz seiner Tatigkeit als Dekan des humanistischen Bereichs a.d. Gesamt 

hochschule Kassel， die juristischen Verhaltnisse mit den Bibliotheken zu klaren， 

die uns die Notenmaterialien anboten. Das Essay von Herrn Schade wurde von 

Herrn Michio Ishibashi und Katsutomo Ishikawa ins Japanische ubersetz， wie 

schon erwahnt wurde. 

7. Internationale Verbreitung des Liedes "Heidenroslein“ 

Wir konnen jetzt 88 Vertonungen zum Lied anbieten， darunter ein Komposiゃ

tionsversuch von Ludwig van Beethoven und 6 Kompositionen als Nachtrag. 5 

Lieder unter diesen 6 wurden im Jahre 1984 von Herrn Peter Coryllis， dem 

月
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Veranstalter der Literaturgruppe des "Kreis der Freunde“ (Sitz: Walchum 

Emsland) ， meinem alten Freund， zur Teilnahme an dieser Liedersammlung 

angeregt. Sie werden als Dokument der gegenwartigen komponistischen Aktivi. 

tat angesehen. 83 Vertonungen， Liednummer 1 . bis 82 und (2) im N achtrag wur 

den von 77 Komponisten geschaffen， darunter einer unbekannt. 

Wir wissen aufgrund der philologischen Untersuchung von weiteren 33 

Vertonungen， die wir noch nicht zur Hand haben. 

Zum uberwiegenden Teil stammen die Komponisten aus Deutschland .heute 

in beiden Staaten. und Osterreich 但einschlieβlichBohmen und Ungarn im 19. 

Jahrhundert.. Sonst anzugeben sind: 5 von danischen Tonkunstlern， 2 von 

schwedischen， sowie 1 niederlandische， 1 belgische， 3 schweizerische， 1 sow. 

jetische， 1 gegenwartige ungarische， 1 polnische， 1 tschechoslowakische， 1 

groβbritannische und 2 angloamerikanische Kompositionen. 

Ubersetzt ist das deutsche Gedicht "Heidenroslein“in 2 danische Fassungen; 

1 schwedische; 1 englische: 1 niederlandische; 1 polnische und 4 Sowjetische (: 

1 armenisch巴 1grusinische; 1 turkmenische und 1 russische) ; alle diese wur-

den in Neuvertonungen gesetzt. 

8. Jape¥nische Ubersetzung und Lehrbuch fur Deutsch 

Unabhangig von der Vertonung ist die japanische Ubersetzung rein liter 

arisch in Rucksicht zu nehmen. Es gibt eine gewichtige Monographiεvon Herrn 

Professor Shin'ichi Hoshino uber die Japanische Ubersetzung (entst. 1980) von 

Ogai Mori (1862 -1931)， die als erste Japanischen Ubersetzung gilt. Die Frage， 

in welcher Be'ziehung das Goethe'sche Gedi<;ht in seiner Ubersetzung zur Japa-

nischen Literatur steht， ist es， die zum Grund des Unterschieds selbst zwischen 

der orientalischen und westlichen Kultur fuhrt. Ein bekannter Japanologe Herr 

Professor Horst Hammitzsch gab in diesem Zusammenhang einen sinnvollen Hin-

weis auf den Unterschied beider Kulturen. Er stellt das Goethe'sche Gedicht 
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"Heidenroslein“zum Vergleich mit einem Haiku von Matsuo Basho (1644 

1694) . Wahrend der Knabe (Goethe) das Leben der B1ume bricht， last sie 

Basho leben. Das Basho'sche Haiku z.B.: Schau genau ich hin，! das Taschelkraut 

ist erbuhtl am Fus der Hecke!; oder: Vom Bergpfad komm' ich/Da halt mich fest， 

warum wohl.l ein Buschen Veilchen.1 Wir k凸nnenjetzt nicht naher auf die 

Frage eingehen. Jedoch gibt es die Japanische Ubersetzung in ihren "uber 500 

Fassu凹1江mgen“ (H長如errTadas油hiKogawa， Di汀rektωordes Goeth吟e-Gedachtni除 Ml 悶 ums 

Tokyo) . Herr Professor Shin'i犯chiHoshino (Vorstandsmitgied der Japanischen 

Goethe-Gesellschaft) und Herr Kogawa wahlten freundlicherweise die 25 

Ubers巴tzernamenaus， die， neben dem bekanntesten Liedubersetzer Sakufu Kon-

do， geschichtlich betrachtet werden. Die Ubersetzer sind in der Mehrzahl Japa-

nische Germanisten. Die Fassungun und die dazugehorigen Materialien werden 

im Moment noch von den Bibliotheken recherchiert. 1m Anhang des Bandes wer-

den die 20 Fassungen davon und neuerschienene Ubersetzung von Herrn Profes-

sor Taisuke Seki aufgefuhrt 

Viele Japaner haben das Urgedicht von Goethe "Heidenroslein“gelesen -auf 

Deutsch! 1m Grundkurs fur AlIgemeine Bildung (Ippankyoyo katei) der fast an 

allen Hochschulen und Universitaten nach dem zweiten Weltkrieg in Japan statt-

findet， ist der Unterricht der deutschen Sprach als zweites Pflichtfach ein 

gefuhrt. Wieviele Japaner das Gedicht auf Deutsch lasen， und jetzt noch lesen， 

kann man nicht statistisch feststellen. Angedeutet wird aber die Leseranzahl 

durch die Tatsache， daβam Semesteranfang im April jedes Jahres Deutsch 

Japanische Worterbucher zusammen mit Deutschlehrbuchern in einigen hundert-

tausend Exemplaren gedruckt und auf dem Buchermarkt verkauft werden. 1n 

allen Deutschlehrbuchern， die bis zur zweiten Halfte der 1970er Jahre verwendet 

wurden， steht das "Heidenroslein“. Die Herausgeber nahmen alle dieses "Heiden-

Anm. 1 Hammitzsch. H.: "Haiku-Dichtung und ich“ (In: Shinanokyoiku Zeitschr.f. 
Erz凶lUngNr. ll86 Nagano 1985) 
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roslein“bei der Zusammenstellung der Materialien ganz selbstverstandlich， wie 

vom Axiom ausgehend. 1m Anhang wird eine Liste der Lehrbucher mit dem 

Gedicht gezeigt. Es handelt sich dabei um die Bucher， die von einem bekannten 

Verlag， 1kubundo in Tokyo'， herausgegeben wurden， insofern es mir gelang， zu 

recherchieren 

9. Revision der Noten 

Eine der schwierigsten Arbeiten war die Revision der Noten. Die vorliegen-

den Stucke stammen meistens von einmal gedruckten Materialien. Die Quellen 

werden rechts unten der Noten angegeben. Es gibt daher verschiedene Probleme， 

die sich nicht leicht losen lassen. 

Frau Asako Shirakawa (geb. Wada) (damals Sekretarin am Buro des Sap-

poro SyI叩 hOI旧 Orchesters;Pianist凶 ubernahmdie erste schw日 rigeArbeit， 

die schwer lesbaren Kopien der Noten zu lesen und neuzusetzen. Das Manu-

skript wurde dann zwischen mir， Herrn Schade und spater Herrn Suppan mehr 

mals hin. und hergeschickt. 1m gh¥cklichen Jahr 1983 wurde die Arbeit durch 

eine Sonderbeihilfe fur die Wissenschaft vom Kultusministerium Japans 

(Mombusho tokutei kenkyukeihi， bestimmt fur das Jahr Showa-Era 58) mit 

einem betrachtlichen Beitrag und das Geschaftsburo der Technischen Hoch-

schule Muroran (der damalige zustandige Beamte: Herr Masashi Heishil unter-

stutzt， so das die Revisionsarbeit quantitativ und qualitativ mit einem grosen 

Schritt vorwarts kam. 1n diesem Jahr wurde ich auch vom Deutschen Akademis 

chen Austauschdienst zu einem drei monatigen Studien-und Vortragsaufenthalt 

in Deutschland eingeladen， besuchte mit den Notenmanuskripten Herrn Profes 

sor Schade und Herrn Professor Suppan， um die notigen Diskussionen zu 

fuhren. Spater gab auch Herr a.o. Professor 1soyama巴inengewichtigen Hinweis 

zur Note山 ehandlu時.Herr Koji Nishiiri (durch Empfehlung der Tokyo Musik 

Hochschule) 凶 ernahm als Res山 atdieser Bem山 ungen ber凶 ich das ent. 
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scheidene Reinschreiben. Das Ergebnis zeigt sich im Buch. Herr Shigeru Takano 

(Doz.a.d. Saga.Un肌 Musikwissenschaftler)nahm auch an der Revisionsarb巴it

teil， um die Arbeit auch von der japanischen Seite noch sicherer zu machen. Wir 

legten zum Schlus den Schwerpunkt der Revision darauf， die technischen Fehler 

der gesammelten Notenkopien zu korrigieren. Die Fragepunkte werden von 

Herrn Takano kurz als Memoiren verzeichnet. Die letzte Verantwortung der 

Notenfrage ubernehmen Herr Suppan und Herr Takano. 

Die Biographien der Komponisten wurden aufgrund der Musiklexika und 

unmittelbaren Anfrage an die Bibliotheken gesammelten Materialien von Herrn 

Schde zusammengestellt， und basieren auf dem musikalischen Verstand im 

deutschsprachigen Kulturbereich. Fur die japanish巴nLeser inuste es sich ganz 

anders gestalten; Herr Takano ubernahm diese Bearbeitung， dabei wurden einige 

in ]apan unbekannten Komponisten eingehender vorgestellt. 

An dieser Stelle sollen besonders erwahnt werden: Herr Michio Ishikawa 

und Herr Katsutomo Ishibashi， japanische Germanisten， die den Essay von 

Herrn Schade， dem deutschen Germanisten ubersetzten， und Herr Tadashi 

Isoyama， der japanishe Musikwissenschaftler， der den Essay von Herrn Suppan， 

dem Musiwissenschaftler in Osterreich ubersetzt hat， und auch der Musikwis-

senschaftler Shigεru Takano， uber dessen Arbeit oben berichtet ist. Alle 4 japa-

nischen Wissenschaftler sind mitwirkende Teilnehmer， die nicht nur als 

Ubersetzer zu dem grosen Projekt beitrugen， sondern auch jeweils ihre eigenen 

Ideen und eigenen Leistungen mit einbrachten und so， zwar unsichtbar hinter 

den Kulissen， aber dennoch entscheidend am Gelingen der Arbeit beteiligt 

waren. Frau Kimiko Ezaki sties 1985 zu unserer Arbeit. Ihr Essay spielt eine 

entscheidende Rolle beim Bruckenschlagen zwischen ]apan mit seinen Musik-

verhaltnissen und der westlichen Welt 
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Herzlicher Dank gilt allen， die bei unsere Sammel-und Forschungstatigkeit 

mithalfen und verschiedene Unterst白tzungengaben: Der 1nternationale Goethe 
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Leute， denen wir zum Dank verpflichtet sind， sind allzu zahlreich， um sie hier 

alle zu erreichen， 1m Buch werden die Bibliotheken und Archive nur direkt auf 
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Hier mochte ich wieder den Vorwortsentwurf meines Freundes Herrn Pro-

fessor Schade zitieren und schliesen， auch wenn hier eine stilistische Anderung 

vorkommt. Ohne sein selbstloses Mitwirken ware namlich der Band uberhaupt 

nicht zum Entstehen kommen. 

Zitat: 

Es ist anzunehmen， daβder eine oder andere Benutzer unserer Sammlung 

im Besitz von Vertonungen ist， zu denen wir noch keinen Zugang fanden oder 

die wir noch nicht kennen. In solchen Fallen sind wir an einer Mitteilung in-

teressiert. Allen Ben utzern der Samml ung wunschen wir auf dem Weg【lurch

Texte und Melodien Freude an neue Entdeckungen an einem kleinen， weltweit 

bekannten Lied， das sowohl im Hinblick auf textkritische Betrachtung als auch 

musikalische Gestaltung soviel Mobilitat ausgelost hat. 

-Zitatschlus 

* * 
Nachtrag Das "Heidenroslein“in meiner Erinnerung an die Jugendzeit 

"Warabe wa mitari， nonaka no bara...“ (Urgedicht: Johann Wolfgang von 

Goethe 1749 -1832. Japanische Ubersetzung: Kondo Sakufu 1880 -1951) . Fast 

jeder Japaner kann die Melodie des Liedes "Heidenroslein“vor sich hin summen. 

Das Lied "Heidenroslein“ist auch untrennbar mit meiner Erinnerung an meine 

Jugendzeit verbunden. 

1m ersten Nachkriegsjahr (1946) war ich 3目 Klasslerin der Matsumoto Mit-

telschule. Da mein Vater als Berufsoffizier der Kaiserlichen Armee vom offent-

lichen Leben vollig ausgeschlossen worden war， hatte alles im Familienleben 

eine schlimme Wendung genommen. Ich war buchstablich ein "Gaki“餓鬼

gewesen (Gaki: skr. Preta; die Hungergestalt in buddhistischer Terminologie; ich 

verwende das Wort im Sinne eines verhungerten Kindes) . So war ich in die 

meinen Obhut eines Freundes meines Vaters ubergegeben. Er war ein Bauer. 

Am nordlichen Fus eines die Stadt Matsumoto umgebenden Bergs liegt die 
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kleine Ortschaft Asarna.Onsen (Onsen: Bad. und Kurort rnit heisen Quellen) . 

Die Ortschaft passierend， steigt rnan links den Berg hinter Asarna hoch und 

uber den Pas hinweg， Dann versperrt plotzlich ein Riesenberg rnit drei Gipfeln 

den Blick. Der Weg fuhrt nach rechts， langsarn nach oben. N ach einer Weile 

tauchen reetgedeckte Bauernhauser vereinzelt auf， darnals das Dorf Misayarna 

Mit Wander.Strohsandalen an den Fusen bin ich zu der Bauernfarnilie 

Y okoyarna gelaufen， die als vorbildliche Bauern irn Dorf verehrt worden waren. 

Das Farnilienoberhaupt war， nehrne ich an， einer der Gedanken.Verbundeten 

rneines Vaters， der， ein hartnackiger Buddhist， fruher zusarnrnen rnit Herrn 

Yokoyarna u.a. nach der rechts tendierenden Erneuerungsbewegung der Showa 

/¥1)  
Era (Showa ishin)"' gestrebt hatte 

Vorn Morgengrauen bis zurn spaten Abend gingen die Leute frohlich ihrern 

schweren Tagwerk nach. Es war gerade R巴isernte.Ich war aber nie rnude， jeden 

Tag neu und frisch， und vollbefriedigt 

Arn Morgen eines Regentags entschied sich die Farnilie， sich etwas Ruhe zu 

gonnen. 

An diesern Regennachrnittag erklang wieder und wieder ein Lied in west 

licher Tonalitat aus der Ferne， gesungen von einern weichen und hohen Bariton 

ohne Vibrato， der einern Jungen gehoren rnuβte， vielleicht ein bischen alter als 

ich selbst. Mich ergriff ein ganz frisches und unbeschr巴iblichesGefuhl， das aus 

der Tiefe des Herzens quo1l2) 

Der Regen rauscht stetig herab. Man horte das leise Platschern des 

anschwellenden Bachs irn Tal weit unten. 

"Kiyorani sake-ru， sono iro rnedetsu...“Irnrner und irnrner wieder klang es 

rnir irn Ohr， und so habe ich die Melodie sicher auswendig gelernt. Nach einigen 

Jahren karn ich zu der Erkenntnis， daβes sich urn des "Heidenroslein"handelte 

und zwar in der Melodie von einern osterreichischen Kornponisten der Rornantik， 

Franz Schubert (1779 -1828) . Jene weiche angenehrne Singstirnrne klingt aber 
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immer noch in meinen Ohren fort 

Bei den Yokoyamas fand beim abendlichen Zusammensein stets ein festli-

ches Essen statt， das eng mit der Person der Familiεn-Patriarchen verbunden 

war. ln diese verschiedenartigen Szenen， die alle jedoch von ganz japanischer 

Eigenart sind， schleicht sich， auf schwer fasbare Weise， diese westliche Melodie， 

das Heidenroslein， ein， eben jene Melodie， die ich dort zum ersten Mal horte 

Ach ja， schone Jugendzeit... 

Die Leute saβen um die offene Feuerstelle， in der das Holz， ein dicker 

Baumstamm， rotflammend knisterte. Es war ein Wohnzimmer， in dem die Holz-

dielen mit groben Strohmatten bedeckt waren. Am Ehrenplatz sas immer der 

Grosvater， stattiich， gesprachig und vornehm. In einem groβen Holzbottich 

dampfte sachte der gekochte Reis. Am Haken uber der Feuerstelle hing der 

schwere， schwarze Kessel. Die vielen， frisch vom Berg hinter dem Hause gesam 

melten Pilze verliehen der Miso・Suppeeinen ganz besonderen Duft. Eingelegtes 

Gemuse， Nozawa-Blatter， die gerade die richtige Schildpattfarbe angenommen 

hatten， oder dicke Scheiben eingesalzenen gelben Rettichs wurden in einer tiefen 

Schussel angeboten. Die Grosfamilie langte kraftig zu， und es .wurde lebhaft und 

viel geredet. An mein kleines Estischchen， das als letztes in der Runde stand， 

kam immer die Hauskatzε， um sich ihren Anteil abzuholen-so jedenfalls ist es 

mir im Gedachtnis 

Diese groβzugigen und warmherzigen Leute sind wohl inzwischen schon 

lange gestorben. Von dem "alteren Jungen“， der damals jenes "Heidenroslein“ 

sang， habe ich vor einigen J ahren noch gehort. Ein Sohn der Familie Yokoyama， 

Eiichi， bereitete sich damals auf die Aufnahmeprufung fur das Ueno Konserva-

torium vor， so steht im Brief， den ich von Herrn Eiichi Yokoyama erhielt. Ich 

glaube， dalるersich jetzt noch wohl befindet 

Bald zog sich mein Vater von der Welt zuruck， und zog mit seiner Familie 

nach Hinter-Echigo， (: eine entlegene Ortschaft in der Provinz N時 ata)，und so 
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muste ich auch den Schulbesuch unterbrechn目 Eswar Mitte Mai. Damals ging 

ich in die 4 . Klasse der Matsumoto Mittelschule. Erst nach zwei Jahren konnte 

ich wieder mein Studium fortsetzen; das Schulwesen war inzwischen erneuert 

worden: Die erwahnte Mittelschule wurde zum Matsumoto Fukashi Gymnasium. 

Als Gymnasiast verbrachte ich dort 3 Jahre. Unter den Freunden. mit denen 

ich im Gymnasium Bekanntschaft geschlossen hatte， kann ich viele nie 

vergessen. 

An einem Sommεrtag 1949 ging ich Herrn Chisato Mori besuchen. Sein Haus 

stand in der Nahe des Schlosses von Matsumoto. und zwar etwa an der Kreu 

zu日gdes nardlichen und astlichen inneren Schlosgrabens， und war ein alter 

Samurai守Wohnsitz.Links vom Eingang gab es zwei japanisch eingeriehtete Zim-

mer mit niedrigen schwarzen Balkendecken， und jenseits der umlaufenden 

Veranda lag der Garten mit dem groβen Teich. Die Fusuma (Schiebetur) zwi-

schen den Zimmern waren entfernt worden， und mitten im so geschaffenen rech 

teckigen Raum stand ein riesiger schwarzglanzender Konzertflugel. Diese lux. 

uriose Harmonie zwischen japanischem und westlichem Geschmack， oder das 

grandiose Zusammensein des Widerspruchs， das stellte mir eine beeindruckende 

Szene dar， die sich mir tief einpragte. Seine wahrhaft vornehmεMutter im 

violetten Kimono empfing mich， bot mir hoflich Gerstentee an， wofur ich mich 

heute noch bedanke 

Das Gesprachsthema konzentrierte sich hauptsachlich auf die verschiedenen 

Symphonieorchester im Ausland， was mir alles neu war. Von den Dingen im fer-

nen Ausland， die ich nur aus den Lehrbuchern wuste， redete er， als ob sie seine 

eigenen waren， oder wie von Dingen， mit denen man gute Nachbarschaft pflegt 

Ich staunte uber Chisato's Lebensgefuhl， seinen weiten Horizont und sein uber-

ragendes Gesprachsniveau. Er spielte mir eine Schallplatte des Don-Kosaken 

Chores vor und sagtε， das dieser Chor nur aus Mannerstimmen bestunde. Ich 

war daruber ganz entsetzt. So ein weiter Stimmumfang， so eine vielstufige Har-
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monie， und alles nur aus Mannerstimmen! 

Ich glaube， in diesem Augenblick wurde ich entscheidend in den Bann der 

Vokalmusik gezogen. Beim Abschied kam gelegentlich seine grosgewachsene 

Schwester herbei， die gerade im Begriff war， auszugehen， und sagte: "Komm bit 

te jeder Zeit， wenn Du willst“. Diese Worte bedeuteten in meinem Innersten auch 

eine endgultige Empfehlung: "Beschaftige Dich weiter mit der Musik!“Schon seit 

der Vorkriegszeit war es gerade die Prafektur Nagano， in der die Musik gedieh. 

Schaut man auf die Verbreitung der westlichen Musik in dieser Prafektur 

zuruck， so erkennt man den groβen Einfluβ， den Shuji Izawa (1851-1917) aus 

Ina ausubte. Aufgrung der Basis dieser Tradition wurde gleich nach der Nieder. 

lage im lahre 21 der Showa-Era (1945) das Konservatorium Matsumoto in der 

Yokota Strase gegrundet. Herr Professor Shin'ichi Suzuki (1902一)(Fach fur 

Violine) und Herr Tamiki Mori (1902 -1986) (Fach fur Vokalmusik) wurden 

als Lehrer berufen. Frau Nobuko Hara (1893 -1979) ， die sich langer Zeit mit 

Mori剖 nsei(Sensei: eine ehrerbietige Bezeichnung fur einen Senior， und auch 

einen Lehrer) den Opern-Studien widmete， und andere kamen ab und zu zur kol 

legialen Unterstutzung. 

Ich ging sofort zum Konservatorium. Ich hatte vor， mich unter die Schuler 

des Vaters Chisatos registrieren zu lassen. Im Konservatorium herrschte die fur 

die Grundungszeiten uberall typische sturmische， fieberhafte Atmosphare. Ich 

wurde vom energiegeladenen， tatkraftigen menschlichen Charakter und von der 

Haltung der ，1'art pour l'art¥die Mori-sensei ausstrah1te， beeindruckt， und 

allmahlich unheilbar besessen. Mori-sensei gab uns eine strenge Aufgabe: Das 

Endziel der Stimmausbildung des Kunstlers ist wie eine Gleichung; Durch die 

Beherrschung des Belkantos den eigenen Korper zum Instrument zu gestalten. 

Eines Tages horte jemand irgendwo， daβHerr Professor Ryozo Washizaki 

(1912 -) eine Gesangstunde in der Mittelschule in der Stadt Toyoshina gabe; 

und noch ein freudiges Gerucht zusatzlich: seine charmante Schulerin wurde ihn 
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begleiten. Sie sollte angeblich eine Dame sein. die eben das Konservatorium 

Ueno absolviert hatte. Verlockt von den anderen Freunden des Gesangs ent 

schlos auch ich mich. das Fahrgeld aufzubringen und zusammen mit ihnen dort 

einzudringen. Diese kleine Stadt Toyoshina liegt sudlich von der Stadt Hotaka. 

die heutzutage durch das Kunstmuseum Rokuzan auf der idyllischen Landschaft 

der Azumino (No目 dieEbe町)bekannt ist. -Ein Glucksfall. denn wir begeg-

neten der Dame. Sie zu sehen. hatten wir zum Ziel. Noch dazu. das sie allein auf 

der Buhne der Sporthalle das ..Heidenroslein“sang. wir horten sie an der Seiten-

wand stehend. Sie warf uns ab und zu ein fluchtig scherzendes Lacheln zu. -ein 

kleiner Augenflirt -. und sang aber ernst den Rucken recht gerade haltend wei 

ter. Ihre Gestalt war rein und lebhaft. Mein ..Alterer Junge“war es. der sehr 

ernst und so ganz dem Lehrbuch treu. hingebungsvoll sang; wahrend diese Sop-

ransangerin sehr lyrisch war und sich bemuhte. die feinen dekorativen 1、luance
unter den Tonen auszudrucken. Sie versuchte. so schien es mir. den Raum. in 

dem Ihre Stimme weiter klang. fest zu ergreifen. Spater war ich mehrmals bei 

der Stunde von Washizaki-sensei zugegen und entzuckt von seiner Tenorstimme. 

die die Klange gestaltete. welche durch die verschiedenen Nuancen je nach Skala 

gefarbt waren. als ob man nach und nach Samt aufeinanderschichtet. Ob diese 

Schulerin -deren Name ich schon vergessen habe-versuchte. sich in ihren 

Ubungen. zwar nicht im Belkanto. ihrem Lehrer nachzueifern? 

Vor und nach 1950 waren die Jahre. in denen Konzerte in den verschedenen 

Kunsthalle in der Stadt Matsumoto stattfanden. Die Kunstler. die daran teilnah 

men. waren Ruozo Okuda (1903-). Kaneko Yanagi (1892-). Teiichi Nakayama 

(1920一)und Gerhard Husch (1901-1984) aus Deutschland u.a.. die der Ent-

wicklung der westlichen Musik in der Vor-und Nachkriegszeit Japans etwas 

Groβartiges hinterlieβen. Die Konzerte ruhrten die Besucher zutiefst. Ich selbst 

versuchte immer. ins Konzert zu gehen. 

Vor diesem Hintergrund war es unvermeidlich. das der Musik-Klub der 
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Schuler im Gymnasium immer lebhafter wurde. Mein Freund im Klub， Herr 

Keizo Ikegami (1933一)， der damals ..Auf in den Kampf， Torero“aus Carmen 

von Gerge Bizet (1838 -1875) mit Leichtigkeit si時四 konnte，nahm schlieslich 

den Weg， beruflicher Sanger zu werden. Es war sel bstverstandlich， daβauch 

ich dazu neigte， Sanger zu werden. Aber die Bedingungen dafur waren immer 

noch ungenugend， ich wahlte daher spater einen anderen Weg. 

Die Schule stand (und steht jetzt noch) auf dem la時 samzu einem Berg an 

steigenden Hang. Um die Schule war ein sehr groser Maulbeer-Hain. Dazwi-

schen lagen noch Erdbeer-Felder und Apfelbaumplantagen. 

Das Haus meiner Eltern war ganz in der Nahe. Seit ich mich erinnern kann， 

war die ganze Umgebung mein Territorium-. Die Schieβstande der Armee und 

die zahlreichen Jauchegruben gehorten auch dazu 

Unterwegs auf dem ansteigenden Weg vor dem Haupttor der Schule befand 

sich ein Studentenwohnheim mit Namen Shoshi-sha， das von einem Waldchen 

umgegeben war. Der tiefe Brunnen vor diesem Hintertur war als Oase weit be-

kannt unter den Lausbuben. Das Gebaude war zweistockig und aus Holz gebaut. 

Wenn es Nacht wurde， sah man von Ferne die flackernden Lichter des Heims; 

und der Wind trug einem den Larm der Schuler zu. 

Ich hatte keine Ahnung， das ich spater einmal selbst dort wohnen wurde 

Dieses Studentenheim wurde im Jahre 1904 (: im Jahre 37 der Meiji-Era3) -

Ausbruchsjahr des Japanisch-Russischen Kriegs-) geξrundet und im J ahre 

19364) an-u. umgebaut; seit dem Ende des zweiten Weltkriegs (1945) war es 

wegen Materialmangel katastrophal verfallen， dem wutenden Wind， Regen und 

Schneεausgesetzt， und sogar fast ohne Fensterscheiben， als ich einzog. Wir 

waren daruberhinaus in den armsten Verhaltnissen， und immer hungrig. Aber 

wir konnten， in diesem Nest wohnend， Tag und Nacht， eine Art ..anarchistische“ 

Freiheit geniesen. ..Shoshi-sha“(Shoshi: Streben nach geistigem H凸heren，und 

sha: eine Gesellschaft) war ursprunglich ein Stt政 I山間ohnheim，das ei田 r
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Gesellschaft angeh凸rt.die von den Gleichgesinnten des Nationalismus. spater 

des Nationalsozialismus gegrundet und gepf!egt wurde. Die Selbstverwaltung 

bestand aus der Disziplin. die die Schuler hatten. Aber am 15. August des 20. 

Jahres Showa.Era (i945) f!ogen Disziplin und Lebensregeln des Heims in die 

Luft. und die Zeit blieb stehen. 

Wir entfalteten damals ein ..wildes“Leben. emotionell. originell-original. 

schopferisch. eine liebliche Posse der der Studenten.... wie uberall. wo es 

Studenten gibt. Das Brennmaterial der Schule. Holz und Holzkohle wurde eines 

Abends unversehens zum Studentenheim verlagert; Eie tollkuhner Bursche lieh 

sich in einer sturmischen Taifun-Nacht die Spiegel. Symbole der Gottheit. aus 

den Shinto-Schreinen in der Umgebung. aus. naturlich ohne Erlaubnis. Die Got. 

ter versammelten sich somit ruhig in unserem Heim; Und ein andere ..Uber. 

zeugungstater“. der die Apfel in der Nachbarschaft als Geschenk der Natur an 

uns betrachtete. war auch dabei. Das frohliche Chaos und die Frechheit. die im 

Heim herrschten. wurden von den manierIichen Schulern als unheimlich betrach-

tet. aber es gab viele Freundschaftsgeschenke von den Schulerinnen. die uns als 

eine Art Straflinge betrachteten. Aber ich. obwohl ich auch dort wohnte. war 

nicht immer ganz unintelligent. Anstatt ins Gymnasium. das ja direkt in meiner 

Sichtweite lag. zu gehen. schwanzte ich lieber den Unterricht und besuchte das 

Konservatorium. Aber nur deswegen. weil ich an der Einstudierung der Oper 

..Kavaleria Lusticana“von Pietro Mascagni (1863 -1945) teiln山田ndurfte. die 

damals in einem Theater der Stadt aufgefuhrt werden sollte. 

Es gab keine Einmischung ins Heimleben von seiten der Schule. wir waren 

vollkommen selbststandig. Das kam dadurch. das wir damals einen ..Grosen 

Meister“hatten. der nach Art der ..heiihabo..5) Weltanschauung lebte. Zu ihm 

gehorten wir unmittelbar. Unser Groser Meister. Herr Takehiko Furuta. der 

eben die (ehemal伊 Kaiserliche)Tohoku.Ur山 ersitatabsoviert hatte und sich 

als Lehrer der Sozialkunde zu uns begab. wohnte bei uns provisorisch in einem 
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Zimmer des Heims. Der Sensei war herzensrein und leidenschaftlich. Uber sein 

sWrmisches Alltagsleben jenseits von Zeit und Raum gibt es eine literarische 

Beschreibung des anerkannten Haiku.Dichters Herrn Fujioka Chikuson， damals 

mein Klassenlehrer， der diese aus seiner Erinnerung an seinen Kollegen ver-

fasste‘ 

Jedenfalls waren wir， Lehrer und Schuler， jung; es mus巴inenPunkt gege-

ben haben， an dem ein insgeheimes Einverstandnis beider Seiten bestand， ob 

wohl die Dimensionen， in denen sich die Lehrer und auf der anderen Seite die 

Schuler befanden， ganz verschieden waren. 

Alles， alles gibt mir ein Heimwehgefuhl nach der vergangenen Jugendzeit. 

Alles ist schon langst hinter der Wand der Zeit verschwunden-. 

Jedoch wurden wir plotzlich eines Tages vor den Sommerferien "glanzende 

Schuler". Dieses W under ist dem "Heidenroslein“ zuzuschreiben. Ob die 

Erziehungsrichtung des Neuen Erziehungswesens: "Einen guten Staatsburger zu 

erziehen“allmahlich begann， in unseren Korper Fuβzu fassen， und ob wir in 

folgedessen anfingen， zu "anstandigen Schulern“zu evolutionieren oder zu de 

generieren? Ende des巴rstenSemesters wurde ein Chorwettbewerb der ganzen 

Schule veransta1tet. Ab 1950 wurde diese Veranstaltung nach Beschlusfassung 

der Schulerv巴rsammlungum eine Stufe erhoht， der Wettbewerb wurde also im 

Namen der Schule durchgefuhrt， und der Gewinner erhielt als Auszeichnung 

eine Urkunde und einen Blumenstraus mit Vase. Die damalige Umstande berich-

tete mir Herr Seiju Miyajima neulich in seinem Brief: 

，…In meinen Erinnerungen taucht auf， das wir damals von den Sommerfe 

rien im Jahr Showa 26 1951) in der Schule einen Chorwettbewerb veranstal 

teten. Wir Internatszoglinge entschloβen uns auch， daran teilzunehmen. Nach 

einiger Bεratung wurden wir einig， daβwir das Lied vom "Heidenroslein“smg-

en wollten und zwar in der Werner'schen Vertonung. Dirigent und Ubungsleiter 

sollte Sakanishi sein. Wir ubten nach dem Abendessen im Heimgebaude. 



Hachiro Sakanishi 

"Sah' ein Knab' ein Roslein stehn…“ 

Wir sangen stolz， ubten mehrmals unter Leitung von Herrn Sakanishi， der 

uns Anweisungen gab wie "pianissimo“oder "tempo rubato“. Der Erfolg des 

efrigen Ubens war sicher der zweite Platz， den wir gewannen. Es war hochst 

erfreulich， das die anderen Schuler ihr Urteil uber unser Heim revidieren 

musten... 

(Brief: Seiju Miyajima an Hachiro Sakanishi， Showa.Era 61 (1986)， 12. Feburar) 

Die sehr bekannte Klasse von unserem Lehrer Herrn Kinkuma Kunimi， der 

lange Jahre Deutsch unterrichtete， wurde damals gegrundet. Mir wurde auch 

erlaubt， in die Klasse einzutreten， aber wegen meiner "jugendlichen Umtriebe“ 

konnte ich mich nicht auf das Studium konzentrieren. Aber einige Internatsin. 

sassen， wie Herr Miyajima u.a.， besuchten die Deutschklasse. Diese Schuler bil. 

deten den Kern des Chors， der das Lied auf Deutsch singen konnte， so erkenne 

ich jetzt. 

Das Lied "Heidenroslein“wirkte unterschiedlich， je nach meiner Entwick-

lungsphase， und nach vor sich immer wieder veranderndem Hintergrund. Von 

heute aus gesehen war es die Zeit， in der unsere Musikumgebung noch ganz naiv 

war. Damals empfand ich nur Zuneigung zu den Vertunungen von Franz 

Schubert und vpn Heinrich Werner (1800-1833). 

Wenn ich aber den Gedichtsinhalt "ich breche Dich“uberlegte， kam mir ein 

Zweifel， ob man das Lied harmlos vo~ den Leuten vorsingen kann， oder ob das 

nicht so klingt， als ob Goethe ein komischer Mann ware. 

Anm. f. westliche Leser 

1) Showa ishin: showa-Restauration， eine Idee der radikalen， nationalsozialist悶 hen，

gegen politische Parteien， Kapitalismus und Bur凸kratiegerichteten Erneuerungs 

bewegung. Ab den 20er lahren steigerte sie sich zur autokratisch司militarischenHerr-

schaft ab bis 1932. Eine Gruppe jungerer Offiziere， die die Errichtung einer neuen 

Welt im Geiste des Tenno-Wegs zum Ziel hatte (Kodo-ha)， unternahm am 26. 2 . 1936 

ei恥 nPutschversuch (Ni ten niroku jiken) ， wurde aber von einer anderen an-
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t旧 formis

Hi凶dekiT 口句joangehort匂e，fuhrte die Militardikutatur bis zur Kapitulation. Mein Vater 

geh凸rteeiner noch anderen Gruppe， die buddhistisch gepragt war 

2) Die Rezeption der westlichen Musik in Japan， die sich spezifisch auf das Heiden・

roslein bezieht， wird in einem anderen Essay von Kimiko Ezaki beschrieben. In 

memem pers凸nlichenGefuhl' gab mir damals die Dur-und Molltonalitat der west 

lichen Musik etwas Asthetisches mit konstruktiver， struktureller Schonheit， was 

mich immer sehr angezogen hat. Diese Mesbarkeit besitzt die japanische Musik mei-

ner Empfindung nach nicht. 

3) Meiji-Era bedeutet die Jahre， in denen der Kaiser Meiji herrschte， das war von 

1968 bis 1912. Showa-Era begann 1926， als Kaiser Hirohito seine Stelle ubernahm 

4) Der ausenpolitische Wahnsinn， der Japan in seiner faschistischen Expan-

sionspolitik begleitete， begann meines Erachtens entscbeidend mit dem Jahre 1907， 

als Japan im Japanisch-Russischen Krieg gewann. Der strategisch-taktische perfekte 

Sieg bei der Schlacht auf dem Japanischen Meer durfte einen massenpsychologischen 

Anlas gegeben haben， das 300 Jahre von der Ausenwelt isolierte Volk fur die inter 

nationalen wechselseitigen Beziehungen noch blinder zu machen. Daher wurde J apan 

im Jahre 1936 bereit， sich mit Nazi-Deutschland und dem faschistischen Italien zu 

verbunden， so das Japan die bisherigen Freundschaftsbeziehungen zur Anglo-Amer-

ikanischen Welt aufhob. Die erwahnten Jahreszahlen 1907 und 1936 deuten an， das 

sich das Studentenheim， auch die Schule， parallel mit dem Anwachsen des japani 

schen Faschismus entcsickelte 

5) Heiihabo: heii bedeutet schmutzige Kleidung; habo zerrissene Mutze. Das war eine 

ehemalige Studentensitte unter den Schulern der Hoheren Schule im alten Schul 

wesen vor 1949. Sie zeigten， das sie keinen Wert auf die Kleidung legten， also auf 

die weltlichen Dingen uberhaupt， sondern da品siemit dem Geistigen beschaftigten. In 

meiner Erinnerung steht eine Studentenfigur， die absichtlich in sehr schmutziger und 

zerrissener Kleidung und Mutze， i日 間 inerHand aber ein deutsches Buch-vielleicht 

der Philosophie， mitten auf der Strase lauft: eine Art naive Synthese zwischen japa-

nisch-tradierten Geisteskomplexen und europaischen Wissen 
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ドイツの歌の歴史 (1) 

坂西八郎

Die Geschichte der deutschen Lieder (Ernst Klusen) (1) 

Hachiro SAKANISHI 

Zusammenfassung 

Diese Ubersetzung entsteht aus dem恥lanuskript einer Ubersicht， di巴

Herr Prof. Dr. Ernst Klusen seiner eigenen Auswahl von ，，60 Deutsche 

Liedern“gegeben hat. 1m Jahre 1979 habe ich mit meinem Freund 

Herrn Hidemaro Tamagawa， ein Verleger， Direktor des S6do-sha in 

T6kyδ， das Deutsche Volksliedarchiv Freidurg i. Br. BRD besucht. 

Dort haben wir mit Herrn Professor Klusen uber das grobe Projekt 

"Weltvolkslieder in der Japanischen Sprache“besprochen. W ir woll ten 

'Zuerst als Prob巴proj巴kt"Deutsche Lieder von Ernst Klusen“und zwar 

als gescl山 ssene Ei出eit，unabh五時ig vom genannten grosen projekt 

herausgeben. ，，60 Deutsche Volkslieder“wurde dann von Herrn Professor 

Klus印 刷 sgewahlt. Wegen der danach ernstnafen v巴rlegerischenKrise， 

die bis heute in J apan herrscht， steht das Proj ekt noch in einer Art 

Ber巴itschaft.Hier wird aber die Ha!fte der Ubersetung der Ubersicht 

der ausgewahlten Lieder ubersetzt， damit sie den Interessierten an den 

Projekt zur Kenntnis gebracht werden kann. 

1. ゲルマンの昔 今日のドイツの領域には、つまりキリスト生誕後 9世紀

以前の古代の住民、ゲルマン諸族の文化には文字がなかったし、口頭伝承され

たさまざまな款は、キリスト教の布教につれて、邪教の証しとして圧迫された O

ローマ帝国の著作家たちゃ、キリスト教の伝導師たちの諸報告から、先祖や

ゲルマン種族諸候の英雄的行為が、叙事詩に描かれ歌われたこと、戦斗の歌

謡、呪文、その他の歌謡があったことを、われわれは知る。しかし、ほとん
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坂西八郎

ど例外的な隅然の証拠も、テキストではないし、楽譜もないので、メロデイ

ーはまったく伝えられてはいない。こういうわけだから、古代ゲルマンの歌

謡伝承は、間接的に、したがって不正確に、後の伝承をたよりに感ピとるし

かないのだ (2.11)。

2. 中世 伝承された初めての文書は、ドイツがキリスト教化されたのちに

やっと現われる。言うまでもなく宗教歌で、聖職者により伝揺された。これ

はキリスト教の祝祭を飾り、それによって土着の宗教儀式や歌唱を駆逐する

ためのものであった O やっと 12世紀になって断片的に記録されたものーその

時はすでに長期にわたり歌われていたにちがいない一、それはわれわれに伝

えられた最古のドイツのクリスマスの歌である(1) 0 楽器伴奏付きの、しか

も初期の多声声楽の様式をもった初めの完全な記録は、やっと 1394年になっ

て現われる O これはテープレコーダーに採っておこう。このメロデイーは、

カトリック教会の公的儀式の歌であって、グレゴリアン聖歌のいわゆる交請

から派生したものである。おなじく古い復活祭の歌「キリストは鮮えり給え

りJ( 2 )についても、同じことが言える O この歌もすでに12世紀以前に歌わ

れていたし、 9世紀に作曲された復活祭儀式の公的聖歌から発展したのであ

った。この儀式の曲の 5音階構造が、公的聖歌の様式に必らずしも照応しな

いので、専門研究者は、ゲルマンの作曲家が古くから伝承されたゲルマンの

メロデイーを採り入れ、それが儀式の歌から生じた復活祭の歌のなかで 原

始石のごとく一生きつづけた、という見解にかたむいた O 教会伝統の同じ影

響にかかわらず、二つのメロデイーは、付された言葉の内容が証明するこ、と

く互いの性格は異なる O 復活祭の歌は、ファンファーレのごとく勝ち誇った

ように死から鮮えった救世主キリストを祝福するが、クリスマスの歌は柔和

に、親しく、新生児を歓迎する O とはいえ後世のクリスマスの歌(44)のよう

に、愛らしい、助けを必要とする小兎を歓迎するのではなく、この世の主を

真剣に、品位をもって祝福する。ひきつづく歌(3 )をもって初期の歌謡伝承

の暗がりのなかから、初めて一定の人物が歌の創作者として登場する。ヴァ

ルター・フォン・デァ・フォーゲルヴァイデがこの人で、中世のもっとも重
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ドイツの歌の歴史(1)

要な詩人の一人だ。かれは1229年にキリストの生誕・活動の地である今日の

イスラエルに向った十字軍に参加したのち、この歌を創作した。すでに当時

この世は、ユダヤ教徒(イスラエル人)、異教徒(アラブ人)、キリスト教

徒(ヨーロッパ人)聞の確執の対象であった。ヴァルターのテキストはこれ

に触れている。メロデイーの方は、ヴァルターがフランスのある歌をもとに

して作った。先行するこの歌と一致している点からして、このメロデイーは

調性上も、その進行の上でも、当時の公的な教会・典礼歌の様式をもってい

ることがわかる。しかしこの歌は短かい歌(1と 2)にくらべて長く、かっ

詳細をみるときわめて芸術的に構成されている。第 l・第 2行目が第一部を

なし、第 3・第 4行目で繰り返される。第 5・第 6行は、第 1部メロデイー

の繰り返しではあるが、新しい部分の第 7・第 8行目に接合する。これは気

品の高い中世吟遊詩人たちに好まれた「パール形式」とよばれるものである。

一種の短縮された形で、ドイツの歌のなかに今日まで生きつづけている (19

・25・40・56)。さて、気をつけなければならないことがある。それは皆が

簡単にまねて歌える曲、苦労しなくても皆が理解できる簡単なテキストとと

もに、より入念なテキストとより芸術的なメロデイ一一ヴァルターの十字軍

の歌のごとく一これをもち、教養階層に親しまれ、自分では歌わないけれど、

人に歌ってもらうような歌のあることである。形式の簡単な歌と芸術的な歌

との聞には恒常的な交流がなされていて、芸術的な歌は一般に歌われるよう

に姿をかえ、簡単な歌は芸術的多声楽曲によって壮大な音楽的構成へと様式

化されたことがわかる。つぎの歌はこの関係を示している。，-インスブルッ

クよ、さらばJ(4)は、王位継承者マクシミリアンが、皇帝となったとき、

首都ウィーンに居を構えるために好きなインスブルックを去らなければなら

なかった。その時創作した別れの曲と説明されている。この歌が最初に収集

されたときに、宮延楽長ハインリヒ・イサークの創作した四声合唱曲として

知られたので、作曲者もイサークだと人びとは思った。しかしこれは推定で

ある O テキストとメロデイーが、もとは上流の教養階層で愛されていたこと

は確認されている。あらゆる社会層に拡まるうち、もっとも簡単な形式、し
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かも他のテキストによって教会の歌に用いられることになり、芸術的な曲線

を描く非常に美しいメロデイーとなった。 rお、この世よ、わたしは去らな

ければならなしミ」という歌詩で、今日の人びとは葬儀のさいにこれを歌って

いる。はじめの何世紀かは、見物人がこの歌を公開の処刑のさいに歌った。

つぎの三つの歌は、はじめ中世初期の大へん興味深い子稿歌集の一つからわ

れわれに伝えられた。この歌集はある富裕な教養ある市民の作ったもので、

芸術的なものと簡単なもの、入念なものと粗野なものを同時にふくんでいた O

「わたしの想いはJ( 5 )のテキストは、徹頭徹尾、中世初期の芸術的な言葉

をえらんで書かれており、古代前キリスト教期の法的に有効な婚約の極り文

句である。つまり、「お前はわたしのもの、わたしはお前のもの」。静かに大

きく揺れる曲線は、簡単な、とはいえ表現力に富んだメロデイーをなしてい

るO 「この踊りの輪のなかではねるJ( 6 )の歌を、われわれは中世の遍歴楽

師が聴衆とやりとりするために歌った舞踏歌のーっと認識している。この歌

では自由に揺れるリズムのかわりに、単調な舞踏の足ぶみがとられる。力づ

よく跳びはねるメロデイーとともに、テキストはドイツの元気な娘、恋愛す

る力を目にみえるように表現している O 「わたしは去りゆく J( 7)は悲しい

別れの歌である。素朴なメロデイーの構造は非常に芸術的に配置されている。

メロデイーは次第に上昇し、歌の三分の二の終りの部分で最頂点に達する O

そこから静かに、メロデイー自身の運命をたどるがごとく再び基本にむかつ

て下降する。この 3つの歌の注目すべき点は、中世の教会旋律から離れ、近

代のヨーロッパの音楽的発展を決定する長・短調音階への接近を示している

ことである O 民衆に好まれた歌や舞踏の形式のなかでは、一非常に古い、キ

リスト教前期の伝承においても一近代の音楽の発展に寄与するさまざまな力

が作用しているように思える O というのもこの音楽や舞踏の担い手・楽師た

ちは、社会的に低い階級のものとされ、教養階層から軽べつされていたとは

いえ、ゲルマンの英雄叙事詩を吟唱した人びとの子孫であったから O かれら

のレパートリーには、舞踏や愛の歌のほかに、犯罪事件になぞらえうる奇異

な事件の時事的な分野もふくまれていた。その題材のかなり多くのものはパ
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ドイツの歌の歴史(1 ) 

ラーデとして口頭伝承のなかに何百年も生きつづけ、その幾分かは、ず、っと

後生になってから記録された (22・23・24・32・35) 0 たとえば明らかに裁

判が犯罪をおかして死においやった若者の話。この若者は、社会的に非常に

高い階級に属して、かれを尊敬している少女の金の鎖をもっていたため訴え

られ、盗みをはたらいたとされて処刑されてしまった。こうして社会的に高

い層への厄介な侵入者が追い払われた(オーストリアに立つ城、 8)0'つい近

頃のこと J( 9 )の歌は、下級貴族が経済的に弱まり、貴族層のかなりな人び

とが没落した騎士時代の終りに接続する O リンデンシュミットは辻強盗をや

って暮していたが、探り出され、追跡され裁判にかけられて処刑された。こ

のようなパラーデは広範に昔から歌われていた O いうまでもなくそこには直

接、間接に社会状態にたいする批判がある O オーストリアの城のパラーデは、

繰り返しあたらしいメロデイーが付けくわえられて20世紀の初頭までうたわ

れた。このような歌が好まれた結果、人びとは宗教会を拡めるためあたらし

いテキス卜を作り、メロデイーの方を活用した O とくにルターとその仲間は、

あたらしい教会歌のメロデイーを古い世俗歌のメロデイーに付けて、福音教

会の教会歌の伝播にもちいた O このような場合は、コントラファクトゥーア

( 4 )である O リンデンシュミットの歌のメロデイーはこういうやり方で福音

教会の歌となった。，私のところに来よ、神の子よJ 0 会衆の歌唱にそのよ

うにして採り入れられるさい、さまざまなリズム交替のある、メロデイーの

上昇・下降のはげしいオリジナルは非常に単純化される O ゲルマンの英雄叙

事詩の最後の残響を、われわれはヒルデプラントのパラーデのなかに認める。

「私は田舎に騎行するJ(10) 互いに父と子とは知らずに決斗し、悲劇的に

も子の死でおわる話しが、 8世紀の最古の歌にある。この歌集の歌では、幸

せな終結をもったより新しい語句となっている。しかしメロデイーは、言葉

の旋律より優越する朗唱のもつ旋律性、長い詩行や暗示されたリフレーン

「アイ、ヤー」とともに、多分にキリスト教前期の英雄叙事詩の演唱法の名

残りを保持している。中世最盛期の騎士行情詩であるミネザングも、この時

期おわった。，悲しき角笛」の歌は、ポピュラーな歌のメロデイーよりはむ

159 -



坂 西 八 郎

しろ騎士の宮廷のメロデイーをもっ O これはパール形式で、中央部(第 6拍

節以下)の主題をリスムを変えて演奏するように、変化性をもたせである形

式においてみられる O テキスト内容も、上層階層の生活に注意を引かせる。

恋する男は好きな動物を狩りとること、つまり愛する女を手に入れることが

できなかった O 高貴な猟獣、シカを追跡するかわりにウサギで満足しなけれ

ばならなかった。 伝説はこの歌を、政治的な諸理由で皇帝の姪と結婚し、恋

人を拒否しなければならなかったある大公と結びつけた。このきわめて芸術

的に様式化された行情詩ときわだった対立を、以下の簡素な、しかし適切な

音楽的・文学的表現をもった吹が提供する。 I雪は降れり J(1 2) の ~fxでは、

与!く降りすぎた雪景色のなかに A 人の恋人の幻滅を描写している。かれは恋

人のために紺の紐を買い、かの女が髪に結び、かれとの結びのきづなにして

もらいたいと思った。しかしかの女はもっと自由でいたかったけれど。詩的な

テキストが簡素で印象ぷかいことはたしかだが、簡潔に二つ部分に発展した

詩的なメロデイーもすてきだ。次の歌「少女は華美ですばらし PJ (13) もま

た愛のあざむきと幻滅をあつかっている。こっけいな形式、 「御用心、かの

女はお前を惑わすよ」という畳句によって軽薄な少女にたいする警戒を欣っ

ている O 分節を短かくとり、言葉を精密に劇的に朗読するメロデイーは、テ

キストを強く印象づける。大変まじめにまた芸術的に、 「私の心は千々に乱

れるJ(14) は愛の紛糾を語っている O とくべつの技巧によって、詩人はかれの

心を少女は何という名前かをうかがわせる O 名詩節の最初の文字をならべる

と、マ・リ・アとなるという仕掛けである。幾分か人工的なテキストにもか

かわらず、この;!大は本当によく知られることになった。というのも、この軟

にも人びとは宗教歌のテキストを付けたのであり、メロデイーも弾力的で非

常に動きに富み印象的で、かつ単純である。作曲家H・L・ハスラ は非常に

美しい同声合唱曲を創作した人で、当時のもっとも有名な人の・人であった。

この曲をわれわれのカセットに収める I血と傷の首よ」というテキストは、

パ yハの「マタイ受難曲」のなかにのみ現われるのみならず、今日にいたる

までキリスト教新旧両派のもっとも知られた教会歌の一つである。
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17世紀 芸術 kの様式をバロックと人びとが名づける時代にやがて到着し

た。この世紀は強烈な対照によって特徴づけられる O 建築様式、オペラ、バ

レー、遮るもののない人生の快楽と、 30年戦争の恐怖と悲惨とが対立する O

死への憧僚と生の快び、希望と不信とを当時の歌は描きだす。 iすてきな騎

士よJ(15) は、放縦な生活をする「すてきな騎士」について一緒に行く冒険

好きな少女について報合している。騎士は戦争をする王様たちにつき従って

稼ぎ、やがて不要になるとさっさと帰されてしまう戦士の不安定な生活につ

いて報告している O メロデイーも大変白由で、また小さなリズム主題を執助

に、またせっせと繰り返してゆくというリズムの主題で、あり、テキストは問

答体になっている。その次の容も対話形式で、春~fxのなかに拡っている主題

を用いている。 iお前の父さんの家はどこにつ J(16) で、未経験な求婚者と

恋の道にたけた少女の対話だ。ここでは簡単至極な文学的・音楽的材料で劇

的な緊張がいかに創りだされるのか、が注目に価いする。この緊張は、警告

的な叫びかけ「わだまり、静かに」の聞に生ずる。古風な、中世の施法に近

い「きびしい冬J(17) の歌のメロデイーは、きびしい冬のなげきを情感をこ

めて表現する。この歌は、今世紀初頭の音楽的青年運動により発見され、子

を加えたうえで拡められた。冬が去れば、若い人びとは野外で陽気な格言や

舞踏を楽しんだ。 i来よ、友よJ(18) は、夏の喜びをデ受する叫びかけであ

るO 快活な舞踏の曲は、今日まで用いられた冬を追いやる風習のー部で、

二月の早春の初め(ファストナハト、 77'シング、カーニヴァル)から夏至

(20世紀)にまで至る。 一七世紀の最後の三つの歌(8・9・10・11) の自

由に振動するリズムとメロデイーにかわり、遍楽楽士がすでに早く二、三の

歌 (6・7)で暗示していた、あたらしい様式が存在の権利を主張する。つ

まり a つ-つのシラブルにただーっか二つの音があてられ、結果テキストの

訪t明が明日1そになる。またリズムはよりつよくテキストの音質千幸に市古びついた O

形式はきっちりとした二拍子を指向し、教会施法のかわりに長調・短調音階

が確立されている。こうして、ひきつづく三つの歌も性格づけられていく。

テキストの上では、一七世紀の生活のきびしい側面を描写している。 i誰が
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今の時代を生きょうかJ(19)は、表現上ある程度時聞を超えている。測定さ

れたメロデイーの確固とした歩みによって、当時の福音教会歌に近いものと

なる。，-死神J(20) という深刻な歌は、生きているものすべてを鎌で刈りと

るという死神にさかのぼる。一(60を収録)。 かれが選んだ人と死神は最後の

輪舞、死のおどりをおどる。テキストはそこに刈られて横たわる花を説明し、

メロデイーは 4分3拍子の舞踏曲である。最後の二つの拍子は突然舞踏の歩

みからはづれて 4分4拍子となっている。テキストは、 「美しい花よ、御用

心」。そして最後の詩節は、死をもって永遠の生が始まるという、キリスト

教観を述べている。ゆえに、 「喜べよ、美しき花よ」となっている。まれな

例として一 (47も参照)、歌に関する発生の動機を知ることができた。 1637

年1月にレーゲンスブルクの町で、貴族出身の若い少女が突然死んだときこ

の詩が書かれた。作者は、以下のつぎの歌とくらべ、知られているわけでは

ない。美しい朝の歌、 「黄色の太陽」は力強い言葉と音楽の表現法をもち、

当時の福音教会歌の讃美歌合唱に近い。

18世紀 この世紀にはドイツの歌のさまざまなタイプが観察される。以下

の三つの歌が最古の層を代表する。これらの歌は非常に古いけれど、その世

紀になってやっと無名の口頭伝承から記録された。，-水の精の求婚J (22) 

は、もっとも古い神話の題材に属する。この水陸両棲の伝説的動物は、人間

と合体し、人間を誘拐して自分の国に連れてゆく。大きく振動するメロデイ

ーは、上昇的な長調三和音をとり、この形からしでかなり新しい起源である。

今世紀初頭に、この悲しくやさしい歌は19世紀の学問的蒐集をともなった音

楽的青年運動によって発見され、拡められた。歌の題材「ファルケンシュタ

イン侯は騎馬でゆく J(23)は、 14世紀以来知られ、ここに載せられたメロデ

イーは1539年のもので、 ドーリア教会施法である。少女が(裁判権を所有す

る)領主によって、囚人を自由にしてもらうため懇願する、一これはしばし

ばみられるバラードの主題である。無垢な少女と結婚することにより、犯罪

者が社会復帰するのは、中世の法律的習慣であった。テキストにはこの題材

が非常に詩的な、深い感情に支えられて描写されている。メロデイーは、非
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常に変化に富み、形づくられている。はじめに広く感情豊かに円形を描くメ

ロディーの線が描かれ、その中央を反復進行する力強い主題が形づくり、最

後にメロデイーは静かに終結音へとむかう。伯爵と尼僧のバラードは、何世

紀も前から現代の入口に至るまで、無名のまま広く伝えられたものである。

初行の「わたしは高い城の上に立つJ(24) は、愛する人から別れて尼憎院に

入らなければならなかった少女、そしてそのため男は心臓が破れた、という

感動的な話を語る。この歌には多くのメロデイーがあり、ヴァリエーション

も多い。ここに載せたメロデイーは、かなり古い伝承に属してはいるが、し

かし18世紀になってはじめて記録された。短調のメロデイーは、右の歌のメ

ロデイーの構造に似ている。はじめに表現豊かに、次第に盛りあがって孤を

描き、反覆進行する表情豊かな主題が中央にあり、しづかに降り終結にいた

るO 最後の歌のテキストは、 J.W.v.ゲーテにより、かれがシュトラースブ

ルクに滞在していた1771年、エルザスで収集された。 J.G.へルダーは、その

頃古くから作者不詳のまま伝承された歌の美しさを指摘し、これに「民話」

の名を冠した。かれはこの歌の蒐集をうながした。残念ながら、ゲーテによ

って同じく集められたメロデイーは失われた I伯爵と尼僧J(24)のメロデ

イーは、ゲーテの蒐集に属すると言えるであろう。 Iファルケンシュタイン

侯は騎馬で行く J(23)の歌の方は、 1539年来知られていたメロデイーが、今

世紀のはじめの、ワンダーフォーゲルの歌集の中で、ゲーテの集めたテキス

トに付されたものである I楽しい狩へJ(25)の歌のメロデイーは、 8分 6

拍子といった楽しい運びによって、作者不詳の伝承の歌にある18世紀のタイ

プを代表している。非常にポピュラーなメロデイーが練りかえしさまざまな

テキストに付けられた。これはフランスにおいても知られ、オラン夕、、では国

家さえこれである。 J.S.バッハはこれを農民カウンターに用いている O 何世

紀も以前から伝播している子供のうた「童よ眠れJ(26)のうたは、詩人も作

曲家も知られていない。ここに掲載された型は18世紀に形を発見したもので

あることは確かである。 18世紀に歌われた第三のタイプに属する歌は、自覚

的に単純なスタイルで作詩され作曲された。その結果、広範な層に影響を与
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えることになった。これは、 「啓蒙」と人びとが名付ける精神的運動をかち

とることになった。ここでは歌は民衆教育の手段として目的的に創作された。

世紀の終りに、ヘルダーの促進によって、またへルダーによって案出された

概念「民謡」を模範としてあたらしい歌を創作することが活発になり、新し

い歌が発生した。瞥蒙的教育学または民謡にたいする熱狂、あるいは両者がこ

れらの歌の創作に刺激を与えたか否かは、必ずしも正確には認識できない。

「月はのぼれり J(27)の歌は、これらの新しい歌の中で、かつまたそもそも

ドイツで最も知られた歌の一つである。 M.クラウデイウスの簡素で表現力の

強い詩:に、 J.A.P. シュルツによってf乍られた曲が付けられているJほとん

ど同U二つのメロデイー曲線が上昇し下降する一一日の終りの休息のごとく。

これは言葉と音の完全な調和である。 18世紀に新しく創作されたポピュラー

な歌は必らずしもこのように音楽的・文学的に表現力がつよくない。クラウ

デイウスの詩の第三詩節のごとく、理解しやすく、またときには表面的な平

凡なモラルが入りこむ。たとえばL.へルティーの詩「いつも忠実で、誠実な」

(28)。ヘルティーのオリジナルな型による出版では、真中の詩節は短縮さ

れた。この詩節は、はっきりとした言葉で金権階級の、無力な貧乏人に対す

る利己的な行為を暴露している。其のf也は普通の人には忠実で、誠意あるよう

警告がなされている。この歌は何度も作曲された。けれども、ヘルティーの

テキストをモーツアルトの魔笛「少女や婦人はパパゲーノをのぞ、む」と結び

つけたあのメロデイーが一般には浸透した。この詩型は、はじめはフリーメ

ーソンの歌集、のちには民衆の道徳教育のためとくに学校教科書によっτ拡

められた。子供の教育についてのこの時代の興味ーベスタロッチとルソーに

よって呼び起され公教育制度の発展によって発展した一。これは、伝統的な

子供の歌(26)とならび、新しい種類の歌を生ぜしめた。その意味は、大人が

子供のために教育学的な観点で創作し、人工的に子供の言葉で特徴づけた歌

である。たとえば歌としては「春よ来よJ(29)。長い冬の終りの子供の感情。

光と暖かさと、鳥の歌と野外における子供の遊びにたいする憧↑景、いわば子

供の形をとった大人による観案である。詩人オーヴァーベックのテキストに
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良く合った気持のよいメロデイーは、モーツアルトの最車冬のテーマとなって

再び現われた O それは、長い間モーツアルトのものとされてきたが、 「ねむ

れ良い子よJ(30) の曲である。モーツアルトの時代のスタイルに徹し、やさ

しい半音記号によって感傷的に装飾された曲が、子供らしくないテキストに

付されている O これらは、子供の幸わせな生活にたいする大人の観察である。

描写にさいしては、室内装飾的な方法であるが、第二詩節においてエロティ

ックなほのめかしさえある o 19世紀の市民層ではこの歌は非常に好まれた。

有名なウィーン少年合唱団のパレード曲として今日なお歌われている O 市民

の大部分は自分で歌うよりもむしろこの曲をコンサートで聴くのを好む。芸

術曲との境界はこのままである。多くの人々の筒素な音楽と、苦心の推献を

重ねた18世紀の背楽とは、まだf也のやり方ででくわしている O この時代にム

般的に適当された小形式として、いわゆる歌曲形式が形成された o 8拍子周

期、これが4拍子半周期 2つから成り立ち、全体として 8拍子周期を 2倍に

拡大することができる。この周期形成は18世紀以前の筒素な歌からすでに発

生展開し、自ら発展した古典的な器楽曲の最小の単位となった。ハイドン、

モーツアルト、ベートーヴェンを経て19世紀のロマン派様式の中にまで、こ

の周期形式がー歩牟歩浸透してきた。
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安藤栄子

On Coleridge' s ‘Reason' 

Eiko Ando 

Abstract 

W. B1ake and 、S. T. Coleridge were oppressed at seeing people in 

their age b巴ingenslaved by sensationalism， materialism， atheism， and 

utilitarianism. Th巴y thought that Bacon， Locke， and Newton were 

responsible for the above-cited philisophies. They instinctively r巴cogn

lZ巴dthat Newton' s universe and Locke' s epist巴mology1巴ftout God and 

man， and deprived the lively univers巴 of its life. Th巴refor巴 Blake

blamed Bacon， Locke， and Newton calling them ‘S atan' ， the incarnation 

of ‘Reason' throughout his works. 

Sim.ilarly Coleridge attacked th巴m as well as their mat巴rialism，but 

in his case it was not ‘Reason' but ‘U nderstanding' that was 

r巴sponsible for this materialism. He made a radical distinction 

between ‘Reason' and 'Und巴rstanding' and defin巴d ‘Understanding' as 

natural reason or the facul ty of being able to judge according to the 

senses. He insisted that materialism， atheism， and utilitarianism were 

all based on the laws of ‘Understanding'. In this sens巴 Coleridg巴 s

‘Understanding' s巴emsto be Blake' s ‘Reason' . 

On th巴 otherhand Coleridge gave ‘R巴ason' a special m巴aning:direct 

revelation from God， divine essence present in man as his highest 

faculty， man' s supernatural faculty. He could see a new light of 

imagination and inspiration gl immering in the conception of ‘Reason' 

as a supernatural faculty which set fr巴e people and himself from 

materialism. In this sense Coleridge' s ‘Reason' seems to be Blake' s 

‘Imagination' which means God in man. 

-167 -



安 藤 栄 子

(序)

VV.Blake(1757--1827)、VV.vv ordsworth (1770--1850)、s.T. Coleridge 

(1802--1852)等の英国ロマン派の詩人達はおしなべて現象界の背後に超自

然的な存在があることを感知していたのであり、 Descartes，Locke， Newton等

による理性至上主義、科学万能主義、機械論的宇宙観、無神論、功利主義等

と対峠し対決せざるを得ない運命にあったと言えよう O

とりわけBlakeは彼特有の辛棟な言葉でLocke，Newton等を「理性」の化

身サタンと呼び攻撃したのである O 一方Col巴ridgeはBlakeとほとんど同ー

の思想、を持ちながらも、彼の「理性」は Blakeのそれとは全く異質であり、

彼独自の意味を持っていたようである。それでは Coleridgeは「理性」によ

り何を主張したのであろうか。

全存在の根抵には神の力が働いており、宇宙は生ける統一体として活動し

ているという信念をおそらく Coleridgeは少年期の頃から持ち続けていたと

思われる。しかし一時期彼は Godwin哲学を信奉し、 Hartleyの連想説に共

鳴したのであり、また Lockeの経験論に没頭し、唯物論者、必然論者、ユニ

テリアン主義者であった。だがこのような時期にあっても彼は「心の自律性」

「心の先導性J'心の能動性」を求め精神放浪を続けていたのであった。した

がって上に述べたイギリスの哲学に安住の地を見いだすことができずにいた

のであり、 Kantの批判哲学を通して「心の自律性」を確信したのであった O

1801年頃には

心の受動性を根拠とする学説はいずれも思想、体系としては誤りだ

と疑ってかかる必要がある以!

と述べ、「心の受動性」を根拠とする経験論、連想説を克服したのである。

すなわち ColeridgeはKantから'.E里性」対「悟性J(Reason: Understanding) 
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の:分法を学び、さらに彼独自のものとするにおよんで精神的葛藤から脱す

ることが-iiT自iiとなったので、あった。

ところでColeridgeが彼の「理件ー」および「悟性」をはじめて公にしたの

はT.Clarkson宛の子紙(1806) においてであった O

What is the difference between the Reason， and the Understanding? 

1 would reply， that that Faculty of the Soul which apprehends and 

retains the mere notices of Experi巳nce，as for in stance that such an 

object has a triangular figure， that it is of such a magnitude， and of 

such and 8uch a color， and consistency， with the anticipation of meeti 

ng the same under the same circumstances， in other words， all the 

mere釦n仰 ε叩 ofour nature， we may call the Understanding. 

8ut all such notices， as are characterized by UNIVERSALITY and 

NECESSITY， as that every Triangle must in all places and at all 

times have it' s two sides greater than it' s third----and which are 

evidently not the 巳ffect of any Experience， but the condi tion of all 

Experience， & that indeed without which Experience itself would be 

inconceivable， we may call Reason - -and this class of knowledge 

was called by the Ancients Nο()V/lεva in distinction from the former， 

or 向IVO/AV日 Reason is therefore most eminently the. Revelation of 

an immortal soul， and it' s best Synonime---it is the forma formans， 

which contains in itself the law of it' s own conception. '2 

ここでColeridgeは「悟性」“Unde rstanding" を「現象」と呼び、対象の色

や形、硬度というような感覚が把握した経験を理解する能力であり、 「普遍

性」と「必然性」に欠けると述べている。~方「理性」“Reason" は「実体」

と呼ばれ、 「不死なる魂の最も顕著な門刀¥J であり、 「その内にそれt'!身の

構想、の法則を合む形成的形式」であると述べられてある。ここで「悟性」は

非常に肉体的な印象を与えるのに対し IJ里性」は精神的であり、 「情性」に

対する優位;が読みとれるように思われる。上の手紙を書いた時からほぼ20年
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経った1825年に書かれた Aidsto Reflectionの中でも「理性」と「悟性」は

以下のように対照的に述べられである。

UNDERSTANDING 

1. Understanding is discursive. 

2. The Understanding in all its judgments refers to some other 

faculty as its ultimate authority. 

3. Uuderstanding is the facul ty of reflection. 

REASON 

1. Reason is fix巴d.

2. The Reason in all its decisions appeals to itself as the ground 

and substance of their truth. (Heb. vi. 13) 

3. Reason of contemplation. Reason indeed is much nearer to 

S ense than to U nderstanding: for Reason (says our great Hooker) 

is a direct aspect of truth， an inward beholding， having a similar 

r巴lationto the intelligible or spiritual， as Sense has to the 

material or phenomenal. 131 

ここで「悟性」は第 1に“discursive" つまり「散漫で、とりとめがなしりと

言われ、それ故に非断定的で不確定であることが示差されている。第 2に「

悟性」は「その判断にあたっては他の能力を究極の権威として頼らなければ

ならなしりと言われ「悟性」の不十分さ、不徹底さが露呈されており、第 3

に「悟性」は「反省し概括する」能力であると言われる。これにひきかえ

'1'里性」は第 1に「安定してわり、断定的」であり、第 2に「すべての判断に

おいて理性それ自身が真理の根拠」であり、第 3に「理性」は「真理の姿」

であり、 「内なる目」つまり物事の真意を見抜く「心眼」であると述べられ

である。すなわち「理性」にはきわめて精神的、宗教的、超越的な意味合い

が含まれておの、 「悟性」はこの世的で、現象面のみに関係する精神機能の

ように思われる。

さて、このように「理性」と「惜性」との意味を明確化した Coleridgeは当
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時の「不信仰」つまり精神的堕落の経緯を1808年 SirG. Beaumontあての手

紙の中で以下のようにのべている O

My first Essay will be on the Natur巴 andImportance of Principles 

~i. e. of pure Reason， which dictates unconditionally， in distinction 

from the prudential understanding， which employing it' s mole Ey巴S ln 

an impossible calculation of Consequences perverts and mutilates its 

own Being， untenanting the function which it is incapable of occupying. 

This is Infidelity， essential Infidelity， however goodly it's Garb， 

however seemly it' s name-← and this 1 have long deemed the Disease， 

nay， let me speak out-~the Guilt of the Age-~therefore ， and not 

chiefly because it has produced a spirit of enquiry into the external 

巴videnc巴sof insti tut巴dReligion， it is an Infidel age. 141 

上の引用において Col巴ridgeは当時の「不信仰J(“Infidelity")は「悟性J('現

象J) が「理性J(，実体」、「真理J)の王座を不遜にも剥奪したためであると述

べる，悟性」は "moleEyes"に象徴される不十分な力をもって信仰、宗教

を解明しようとする過ちを犯したと言われている。すなわち「悟性」は本来

計算、分析、分類、比較、実験、懐疑等自然科学で力を発揮するが、分をわ

きまえず神をも実験、分析の対象とし、論理的に証明しようとした時に神は

人間の心を離れ、宇宙の彼方に追いやられてしまったからである，不信仰」

とはこの事実を指すと思われる o Col巴ridgeは当時の思想界は「理性」と「悟

性」とを混同し、 「悟性」を「理性」と呼ぶ過ちを犯していることを感知し

ていた。 151換言すると唯物論、機械論的宇宙論等は一般に「理性」の産物と言

われるが、彼にとっては「悟性」の産物であったのだ。 Coleridgeは「悟性

は現象に関する知識であり、明確な種類の下に現象を総括する知識であるJIか

とか「悟性人よ、もし名前を作り、記憶することがよろこばしいことならば、

君は配列し、分類し分析し、生命を求めかえって死をみいだすことになるだ

ろう J171と述べ、到る処で「↑吾性」の不十分さを示差している O

以上のことから Coleridgeの「悟性」は知覚現象を概括する器官、 現象の
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科学、感覚に準拠して判断を行う機能であり、肉体に属するのである。そし

てColeridgeの「悟'性」は Blakeが“SingleVisin"、“New-ton'sSlcep"、

“Vlro"等の言葉で表現するBlakeの「理性」であったと言えよう。 Blake

にとって当時の英国の精神を唯物論、理解論等の地獄に落としいれたのは「理

性」という Bacon，Locke， N ewtonに象徴されるサタンであったのであり、以

下のように告発する。

The Great Bacon-~he is Call' d: 1 call him the Little Bacon: says 

that Every thing must be done by Experiment; his first principle is 

Unb巴!ief.181 

Bacon's Philosophy has Ruin' d England. Bacon is only Epicurus over 

191 agam. 

If Bacon， Newton， Locke deny a Conscience in Man & the Communion 

of Saints & Angels， contemning the Divine Vision & Fruition， Wors 

hiping the Deus of the Heathen， The God of This W orld， & the God 

dess Nature， Mystery， Babylon the Gr巴at，the Druid Dragon & hidden 

Harlot， is it not that S ignal of the Morning which was told us in 

the Beginning? 11印

Blakeは以上の引用に見られるように Bacon，Locke， N巴wtonの理性至上主

義の思想、が人々の心を破壊し、神を求める心を失わせたと述べ、 Coleridge

と同様に当時の「不信仰」を嘆いたのである。

(二)

(一)において我々は既に Coleridgeの「理性」論を垣間見てきたのであっ

た。 Clarkson宛の手紙の中で彼は「理性」は「人間の心に宿った不死なる魂
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の最も顕著な啓示」であり、 「自らの中にそれ自身の構想、の法則を持つ形成

的形式」であると述べた。すなわち「理性」は超越的でしかも能動的に創造

する力であり想像力と密接に関係すると推定されるのであるが、この点を更

に追求してみよう O

Coleridgeは「理性は厳密には人間の一能力と呼ぶことのできないもので、

まして個人の所有物とは決して言えないものであるJ1111とか「心の中には一個

人のものではないものがある、それが純粋理性であり、それが我々の中に存

在するというよりもむしろ我々がその中に存在するのであるJ11~ と述べており、

また「理性は悔い改めた人間の完全な精神であるJ1131とのベる O 換言すると

Coleridgeにとって「理性」は人聞に宿るが、それは有限な人間性を超越す

る永遠不滅なものなのであり、これこそは人間の本質なのであり、人聞の存

在を成りたたせる内在する神なのである。

ところで Coleridgeがこれほどまでに「理性」を高く評価する根拠はおそら

く彼の「神観」にあると思われる。なぜなら彼は「我々は理性によって神が

存在することを知るが、神自身は最高理性J1141であると述べる O そして「最高

理性こそは神に他ならないJ1151と力説するのである。また彼は「理性と想像力

とがいかに密接に結ぼれているかは驚くべきであり、宗教はこれらの一体化

によるのだ」閣と述べる O つまり一般的に相矛盾すると考えられる「理性」と

「想像力」とは Coleridgeにとっては矛盾するどころかほぼ同ーの範時に入る

のであり、しかもこれらが「宗教J r信仰J r神」の問題に深く係わるという

のである。

Col巴ridgeは「最高理性」たる「神」と「想像力」すなわち「理性」との

密接な関係を次のように述べている。

The primary Imagination I hold to be the living Power and prime 

Agent of all human Perc巴ption，and as a repetition in the finite 

mind of the eternal act of creation in the infinit巴 IAM.llTI 
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上の“infiniteI AM" (r無限なる我J) が「最高理性」といわれる「神」を指

すと思われる。この「神」は、“eternal act of creation" (r永遠の創造活

動J) という言葉が示すように、静的な支配者、超絶神を意味するのではなく、

動的な永遠の創造神を意味すると推定される。

ところでこの“infiniteI AM" とは以下に示すように「工ジプト記J 3 

章14節への allusionと言えよう O

And God said unto Moses， I AM THA T I AM: and he said， shal t 

thou say unto th巴 children of Israel， I AM hath sent me unto you. 

すなわち“infinite I AM"は“IAM THAT I AM" (，在って在る者J)

であり、これはイスラエルの神ヤーヴェであると言われる。そしてこのヤー

ヴェは「動的、行為的、活動的、人格的な実存であり、永遠に活動する創造

者JIl曲であると定義されるといわれる。すなわち Coleridgeは「最高理性」で

ある「神」の本質をヤーヴェに象徴される「永遠の創造者」と見たのである O

そしてそこから人間の本質である「理性」も閉じように永遠に活動する創造

力であり、それは詩作をはじめ様々な芸術を創造するダイナミックな「想像

力」であると言えよう。 Coleridgeが「理性」を「それ自らの中に構想、の法

則を持つ形成的形式」と定義した時、彼の心の中には「理性」と「想像力」

とが既に一つに結ぼれていたように思われる。そして Coleridgeの「理性」

は驚くべきことにBlakeの「想像力」ときわめてよく似ているのである。

Blakeは以下のように述べる。

The Eternal Body of Man is The Imagination， that is， God himself， 

the Divine Body， Jesus: we are his members. 11割

Man is All Imagination， God is Man & exists in us & we in him. 
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Coleridgeの「理性」について

すなわち 81akeの「想像力」は人間に内在する「神」であり、そこにおいて

のみ人聞は神と一体化されるのである。これは Coleridgeの「理性」と軌を

ーにしていると言えよう O

さて Coleridgeは「理性」によって万物の背後には神が存在し、宇宙全体

は有機的に関連しあいながら一つの生命体として存在することを実感したの

である。その心の安らぎを彼は次のように歌いあげている O

. that Rel igion passes out of the ken of R巴asononly where the 

eye of Reason has reached its own Horizen; and that Faith is then 

but i ts continuation: even as the Day softens away into the sweet 

Twilight， and Twilight， hushed and breathless， steals into the Darkness. 

It is N ight， sacred N ight! the upraised Eye views only th巴 starry

Heaven which manifests itself alone: and the outward 8eholding is fixed 

on the sparks twinkling in the awful depth， though Suns of other 

W orlds， only to preserve the Soul steady and collected in its pure 

Act of inward adoration to the gr巴at1 AM， and to the filial Word 

that reaffirmeth it from Eternity to Eternity， whose choral Echo is 

the univ巴rse.

。EQI MONQIム02A.世11

結び

既に述べたように Coleridgeは「理性」と「悟性」の二分法を Kantから

学んだ。しかしこのことは ColeridgeがKant の「理性」論、 「情'性」論を

全面的に受け入れたという事を意味するのではない。 Coleridgeは当時の機

械論的唯物論から人々と彼自身とを解放するためにいわば便宜的に二分法を

借用したのである O すなわち Coleridgeは「理性」と「悟性」の二分法を取

り入れることで、人々が「理性」と「悟性」とを混同していること、そして

当時の唯物論、無神論、功利主義等は「悟性」が分をわきまえず限界ある諸
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理論、諸法則をあたかも絶対的なものであるかのごとくに振りかざし、こと

もあろうに宗教、信仰、神をもその理論で律しようとして犯した過ちの結果

であることを見抜くことができたのである。 Kant は「われわれの一切の認

識は感性に始まって悟性に進み、ついに理性に終わる」仰と述べ、 '!里性」は

「悟性」に優るが、両者は程度によるちがいにすぎないと考えていたように

思われる。これにひきかえ Coleridgeは感性、悟性、理性の三者の関係は「

感性から始まって「悟性」に下る線と「感性」から「直接に「理性」へと上

昇する線から成立すると考えており、 「情性から理性へのひき続いての上昇

は不可能で、ある」仰と述べる。つまり Coleridgeにむいて「悟性」と「理性」

とは質が異なるのである O 換言すると Coleridgeは「悟性」を「現象」に関

する知識と考え、 「理性」を人間に内在する「神」と考え、「実体」、「真理」

と呼ぶのであり、これは Kantとは異なり完全に Coleridge 独白のものであ

る。そしてさらにこのような Coleridgeの「理'性」こそは Blakeの「想f象力」

に他ならないと言えよう。

以上のように英国ロマン派の代表的詩人である ColeridgeとBlakeとはそ

れぞれ「玉里性」と「想像力」とによって現象界の背後に永遠界が存在すること

を感知できたのであり、 「死せる宇宙」に光と生命を与え蘇生させることが

できたのであり、そして18世紀を支配した静的な「機械論的宇宙観」に対し

動的な「有機的宇宙観」を打ち立てることができたと言えるのではないだろ

うか。
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